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GH-6出土の土器 GP-31覆土7層の遺物出土状態
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胎土分析試料（左上No. | ,右下No30)
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DH-13調査状況

DH-13出土の土器
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1．本書は、 日本鉄道建設公団が行う津軽海峡線（北海道方）建設工事に伴い、 （財）北海道埋蔵文化

財センターｶｾ昭和60年度と、 61年度に実施した発掘調査の内、新道4遺跡のD、E、G地区に関す

る発掘調査報告書である。

2．調査は、両年度とも調査第四班（昭和62年度から調査第四課に変更）が担当した。

3．本書の作成にあたっては、主に土器を大沼忠春、石器等を千葉英一、 G地区の資料を遠藤香澄、

D地区の資料を立川|､マス、 E地区の資料を熊谷仁志、火山灰、土壌資料を花岡正光がそれぞれ分

担して整理し、執筆した。

4．黒曜石の産地分析は、京都大学彙科哲男・東村武信氏に依頼した。

5．黒曜石石器の水和層年代の測定は帯広畜産大学近堂祐弘氏に依頼した。

6．放射性炭素による年代測定は京都産業大学山田治氏に依頼した。

7．動物遺存体の鑑定は早稲田大学金子浩昌氏に依頼した。

8． 出土種子の鑑定は北海道開拓記念館矢野牧夫氏に依頼した。

9． 出土木片の樹種鑑定は北海道開拓記念館三野紀雄氏に依頼した。

10. 出土資料は一括して木古内町教育委員会に保管する。

11.調査にあたっては、文化庁、奈良国立文化財研究所及び北海道教育委員会の指導をいただいた。

また、次の機関、人々の協力を賜った。

木古内町教育委員会、木古内町、北海道開拓記念館野村崇・平1 1 1善祥・山田'|吾郎・小林幸雄、市立

函館博物館千代筆・長谷部一弘、松前町教育委員会久保泰、上ノ国町教育委員会松崎水穂、七飯町教

育委員会石本省三、南茅部町教育委員会小笠原忠久、八雲町教育委員会三浦孝一、知内町教育委員会

高橋豊彦、森町教育委員会藤田登、乙部町教育委員会森宏樹・姥子千代志、札幌市教育委員会加藤邦

雄・上野秀一・羽賀憲二、帯広百年紀念館佐藤訓敏、標茶町教育委員会豊原煕司、羅臼町教育委員会

涌坂周一、標津町教育委員会椙田光明、青森県立郷土館福田友之、青森県埋蔵文化財センター三浦圭

介・三宅徹也・成田滋彦・坂本洋一・工藤大・山岸英夫、弘前市教育委員会今井二三夫、八戸市教育

委員会工藤竹久、藤田亮一、八戸市立博物館高島芳広、岩手県立博物館熊谷常正、岩手県埋蔵文化財

センターエ藤利幸、大迫町教育委員会中村良幸、滝沢村教育委員会桐生正一、鹿角市教育委員会秋元

信夫、福島県文化センター本間宏、弘前大学村越潔、国学院大学小林達雄、千葉大学加藤晋平、明治

大学安蒜政雄、東海大学織笠昭、岡山大学稲田孝司、同志社大学松藤和人、国立歴史民俗博物館春成

秀爾、宮城学院大学工藤雅樹、北海道大学吉崎昌一・林謙作・横山英介、札幌大学木村英明、札幌学

院大学鶴丸俊明、札幌医科大学大島直行（順不同、敬称略）
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第3章繩文時代の遺跡

I 遺跡の概要

道南地方の多数の遺跡の中で、繩文時代の遺跡は最も多く 、そこから出土する遺物の量も多い。 し

かし、 その遺跡の形成過程や、そこでの遺物のありかたについて、未知の部分もまた多い。

新道4遺跡は、繩文時代のみの遺跡と思われていたが、 旧石器時代の遺物包含層が発見されたこと

から、旧石器時代の遺跡と区分して繩文時代の遺跡をまとめて掲載することにした。

本書で報告する繩文時代の遺跡は、 G･D･Eの3地区のものである。先に報告した各地区のもの

を合わせると、道南地方の典型的な繩文時代の遺跡の様相を見ることができる。遺構には住居跡、 フ

ラスコ状ピッ|､ 、Tピット、 ピット、小ピット、焼土、および盛土があり、他に土器捨場としたもの

などがある。出土遺物には、土器、石器、土製品、石製品、骨製品、木製品、繊維製品などの人工遺

物の他に、動、植物質の自然遺物が認められている。時期は早期から晩期に及んでいて、 G･D･E

の各地区でも、遺構・遺物の時期や量、分布状態が微妙に異っていて、特色が認められる。

G地区には、昭和60年度に調査したB地区に関連する盛土や、C地区に関連する晩期の遺物力討認め

られ、 D地区のC地区寄りの部分は、 C地区と一連の遺跡を形成していたものとみなされる。D地区

の中央から、 E地区に見出された住居跡がその後背地にのびている状態をみると、 D･E地区の後背

地には、中期中葉頃の一連の集落跡が残されているとみなされ、この時期の集落が、台地の縁辺から、

少し内側に入ったあたりにまで広がっていたことが考えられる。G地区の遺構にもそれらと一と続き

になるとみなされるものがある。

遺構・遺物の分類II

1．遣 構

掲載した遺構には、住居跡、ビット、フラスコ状ピット、小ピット、焼土という名称を与えている。

これらの区分は、おおむね以下の通りである。

住居跡：人がその中で生活しうる広さを持つ規模の竪穴で、人が生活を営んだ痕跡を見出せるもの

を指す。竪穴内部には、炉があり、周囲に柱穴の配置されているものが一般的である。

ピット ：住居以外の竪穴で、人がその内部で生活を営んだ痕跡を持たないものを指す。墓やそれに

類似するものは、 これに入る。 また、形態の特殊なフラスコ状ピット、Tピットは別記する

ものとする。小形のものを小ビットと称する。

フラスコ状ピット ：ピットの内に入るものであるが、平面形では、擴口が擴底より小さく 、形態的

には袋状をなし、断面では台形状のものを指す。

焼土：住居跡内床面で確認されたもの以外で、 多くは焚き火跡などの地床炉がこれに入る。

これらの構造の記述にさいしては、記号によって表示している。住居跡:H、 ピット、 フラスコ状

ピット : P、小ピット :SP、焼土: F。なお住居跡に伴わないとみなされる石囲炉をFSとする。 さ

らに、これに各調査区の頭文字G、D、Eを付している｡例えばG地区で確認された1号ピットはGP-
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’となる。 また、本書中の遺構図・分布図等はすべて北を上側にしているが、Mラインに直交する数

字を付したラインに対して、N-39oEが磁北となる。遺構の規模は確認面における「擴口の長径×短

径／擴底の長径×短径／深さ」を単位mで示した。

2．土 器

本遺跡で出土した資料には、繩文早期から晩期までのものがある。便宜的にI群を早期、 II群を前

期、 ’Ⅱ群を中期、Ⅳ群を後期、 V群を晩期相当のものにあて、 それぞれに、二、三の類別を設けて記

載する。道南地方の繩文時代の編年については、近年充実しつつあるが、その型式所属や、編年的位

置について、理解の及ばない資料も認められる。既存の型式群を基礎としてそれを二、三合わせた範

囲で、各類を設定し、極力資料の位置づけを行って記載を進めている( ! i l l lo)

I群土器

本群に属する資料には前半期の貝殼文土器と、後半期の繩文の施された土器とがあり、前者をA類、

後者をB類とする。本書で報告する資料はB類に属するもので、 G、 D、 E地区から出土している。

それらには、中茶路式と東釧路Ⅳ式に相当するものがある。

II群土器

本群に属する資料には、前半期の繩文の施された尖底土器の主体となるグループ．と、円筒土器下層

式に相当する後半の時期のものとに大きく 2分される。前者をA類、後者をB類とする。本書で報告

する資料はB類に属するもので、さらに円筒下層c式相当のサイベ沢I式などをB,類、円筒下層d式

相当のサイベ沢II、 ⅡI式など順';2 'をB2類として区分する。

Ⅲ群土器

本群に属する資料には円筒上層a、 b式、サイベ沢VI1式、見晴町式に相当する前半期と、榎林式の

後半のもの、大安在B式、 ノダッフ°II式、煉瓦台式に相当する後半期のものと力訂ある。前者をA類、

後者をB類とし、A類については円筒上層a式に相当するものをA1、同b式に相当するものをA2、そ

れ以降のサイベ沢VIla､VIIb式及び見晴町式に相当するものをAｮとして示すこととする"' § :} 1°またB類
については、榎林式に相当するものをB｣類、大安在B式からノダツプII式に相当するものをB2類、

煉瓦台式に相当するものをB3類として区分する。 これらに伴うとみなされる大木系の土器もこれに

含めることとする。

IV群土器

本群に属する資料には天祐寺式、涌元式、 ｜、 リサキ式、大津式、白坂3式に相当する前葉の土器群、

ウサクマイC式、手稲式、鯆澗式に相当する中葉のもの、堂林式、三ヅ谷式、湯の里3式に相当する

後葉のものの3者がある。本書では前葉のものをA類、中葉のものをB類、後葉のものをC類として

区分する。さらにA類については資料が多く 、天祐寺式、涌元式に相当するものをA1類、 トリサキ式、

大津式、 白坂3式に相当するものをA2類として区分する。

V群土器

本群に属する資料は、大洞各式に相当するものがあり、本書ではB、 B C式頃に相当するものを

A類、 C｣、C2式に相当するものをB類、 A、A'式に相当するものをC類として区分する' ’小1J

以上の大まかな区分によってなすことをするけれども、各地区の出土状態によっては、 さらに細部

の検討が行なわれている。

図示にあたっては、実測図はl : 4、拓本は1 : 3を原則としているが、変則的なものもあり、 そ

れぞれにスケールを付している。 （大沼忠春）
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註

(1)北海道埋蔵文化財センター(1987) 「木古内町建川2･新道4遺跡」 『北海道埋蔵文化財センター調査報告書」 33

（2）円筒下層c式をめぐる認識について、従来ともすると、下層c式は存在しないのではないかと述べられたり、サ

イベ沢II式を下層c式にあてる考えも行なわれてきた｡サイベ沢I式については下層b式に対応するものとする見

解、 さらには下層a式以前とみる見方もなされていた （大沼 1986)。 これが、本遺跡の調査などによって、サイ

ベ沢I式が下層c式に相当するものであり、下層d式の前段階のものであることが明らかとなった。下層c式の段
階からd式への移行過程については、更めて、サイベ沢II式のありかたや、青森県の女館貝塚（江坂 1955)の資

料などを含めて検討する必要があるとみられる。 また道内の森川式との関係などは今後の検討課題となるであろ

う。

江坂輝弥 1955 「青森県女館貝塚発掘調査報告」 「石器時代』 2号

大沼忠春1986 「道南の繩文前期土器群の編年について(II)」 「北海道考古学」 22

（3）従来、サイベ沢VIla、Ⅷb、見晴町の各式の理解について、 これとは別に森越式（峯山･大島 1975) としての

認識が行なわれてきて、その内に見晴町式と榎林式との共存関係をと÷うとらえるかという問題を含んでいた。本遺

跡の調査など、近年の資料の増加により、サイベ沢Ⅵla式、 VIlb式、見晴町式はそれぞれ再検討される状況となっ

ているが、ほぼ主体的なあ')方を示していて、前者から後者への編年序列は変らないとみられる。さらにその見晴

町式の後、榎林式がやはり主体的なあり方を示して存在することが明らかとなってきた。榎林式は2段階の変遷を

とげるようである。Ⅲ群A3類としたサイベ沢Ⅵla式、 VIIb式、見晴町式は、 ともに大木8a式の範囲内に納まる

ものとみなされる。榎林式は大木8b式から9式の特色をもつものであり、道南地方を広く覆うようであり、近年

では恵庭市（恵庭市教委 1987)でも破片が出土している。 この榎林式に小形化した見晴町式的な土器の伴うこと

がある。 これは、本来の見晴町式と同一視できるものではなく 、少し遅れるものとみなされる。

恵庭市教育委員会（1987） 『カリンバ2遺跡」

峯山巖・大島直行（1975） 『森越」 （知内町教育委員会）

(4)V群の区分については、調査資料の検討の結果、A類に相当するとみなされた資料はいずれも別の時期のものと

判断されるに至ったので、実質的にA類に相当するものは存在しない。また道南地方の大洞各式に相当する本遺跡

の資料には、札苅II群の古い段階に属するもの、高丘町遺跡出土の資料に類似するもの(これには沈線の細いもの

と太いものの2種があり、仮りに細いものを古く考えてみた)、聖I｣1 1 、 Ⅱ式に相当するもの、湯の里6遺跡出土

資料や尾白内I群に相当するものなど、ほぼ大洞C2～A式相当のものが認められる。

大沼忠春（1986） 「北海道における繩文晩期から統繩文文化への変遷」 『日本考古学協会昭和61年度大会研究発表

要旨」

大沼忠春(1986） 「北海道地方の資料」 「日本考古学協会八戸大会シンポジウム資料繩文晩期から弥生時代への移

行期の諸問題」

田原良信・前田正憲（1982） 『高丘町遺跡発掘調査報告書』

3．石器・石製品

石器は器種別の大分類にとどめ、一器種における記号による細分はおこなっていない。今年度報告

分について、剥片石器には石雛、 ドリル、ポイントもしくは両面加工のナイフ、つまみ付ナイフ、 ス

クレイパー類、模形石器、異形石器（三日月形石器） などがあり、礫石器には磨製石斧、たたき石、

すり石、 くぼみ石、石鋸、石錘、砥石、石皿、台石などがある。 このほかに石核（コア)、剥片･石屑

（フレイク・チップ.)、擦切り痕ある礫、 自然礫などがある。表のUフレイクはutilizedflake, Rフ

レイクはretochedflakeのことであり、礫△としたものは礫石器の破損品･砕片の可能性のあるもの、

原石・荒割礫（頁岩・めのう ・チャート ・緑色泥岩など剥片石器や石斧などの石材として用いられる

もの)、軽石および明瞭な使用痕は認められないが有意と考えられるものなどである。

石製品には玉類、垂・装飾品、石刀、石棒などがある。

なお、表における石材の略号は次のとおりである。

Aga. (Agate) めのう And. (Andesite) 安山岩 Che. (Chert) チャート

Gn. (Gneiss) 片麻岩 Gr.Mud. (GreenMudstone) 緑色泥岩 Jad. (Jade) ひすい

Mud. (Mudstone) 泥岩 Ob. (0bsidian) 黒曜石 Pum. (Pumice)軽石

Qz. (Quartz) 石英 Sa. (Sandstone) 砂岩 Schi. (Schist) 片岩

Ser. (Serpentinite) 蛇紋岩 Sh. (Shale) 頁岩 Sl. (Slate) 粘板岩

Tu. (Tuff) 凝灰岩

プ南rー

1／、
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4．土製品

上製1砧には、土偶、土器片を利用した有孔･無孔の円盤、垂飾品、三角形土製品（土版)、鐸形土製

品などがある。

5． その他

上記の他に、炭化材、アスファルト塊、動物および植物の遺存体が出土している。 (千葉英一）
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Ⅲ新道4遺跡G地区の調査

l.遺跡の概要

新道4遺跡G地区は昭和59年度調査したC地区の東南に隣接し、標高17～18mの段丘の平坦部に

位置する。昭和60年度、 61年度に調査を行い、 60年度調査区については概報で{℃地区アンダーパ

ス部分〃 として報告したが、 61年度調査区と一括してG地区として報告することとする。

調査にあたって昭和60年度B地区で発見された繩文時代後期前葉の盛土の続きを確認するため調

査区南西部U～aライン間に3箇所トレンチを掘った。その結果盛土がUラインからXラインの間に

広がってお|) 、 B地区から孤状に南東に広力ざる盛土の末端部であることがわかった(図III 132･133)。 盛土の

盛土の堆積層は薄く 、耕作による攪乱もあり、層位的に明瞭な遺物の出土は確認できなかったがIV群部
A類土器が多量に出土した。G地区のIV群A類土器総点数の約3分の1を占める。

遺構は竪穴住居跡が9軒､繩文時代前期のフラスコ状ピッ|、 1個、土塘46個、晩期の埋設土器3個、

小ピット80個、焼土跡19箇所が発見された。住居跡は繩文時代中期前葉III群A類期のもの3軒、中住居跡

期後葉ⅡI群B類期のもの3軒、後期前葉IV群A類期のもの(GH 9) 1軒、後期末葉IV群C類期のも

の(GH 4) 1軒、時期は確定できないが繩文時代後期前葉の時期と推定されるもの(GH-8) 1

軒が検出された。GH 4は火災住居跡であり、昭和59年度C地区で発見された同時期の2軒の火災

住居跡との関連がうかがわれる。調査区南西部の盛土の外側から発見されたGH 9は､IV群A類期の

出入口施設をもつ住居跡としては道内初めての検出例である。土擴には平面形力舗円形に近いもので覆

土の堆積状態が人為的埋め戻しの可能性があるもの、平面形が円形あるいは楕円形で壁が比較的まつ

すぐに立ち上力ざる大型柱穴状のもの、浅い皿状のものなどがある。サメの下顎歯の入った土器が埋納

されていた土擴(GP 9)は墓の可能性力討ある。小ピッ|､は半数近くが調査区北東部に集中していた。 墓

検出面の標高、出土する土器から．ﾄﾘ断すると繩文時代晩期のものが多い。焼土跡は調査区北東部のS

ラインより北側と調査区南東部の盛土末端部から散在的に発見された。前者は中期から晩期のもの、

後者は後期前葉(IV群A類土器の時期） と思われる。晩期の埋設土器は同時期の小ピッ |､や焼土跡が

多数検出された地区から発見されている。

遺物は繩文時代早期から晩期の土器、石器、土・石製品、 自然遺物をはじめ礫、 フレイク、チップ．

などを含めて約17万7,000点出土している。 このうち土器は約9万2,000点を占めその約40%近く 土器

がⅣ群A類土器である。次いでV群、 II群B類、 III群A･B類土器力訂多ぃ。 I群、Ⅳ群C類土器は少

ない。土器の分布は時期により比較的まとまりをもっている。 IV群A類土器は調査区南西部の盛土地

区周辺（集中区II) と北東部のQ～S-61･62区周辺（集中区I )からまとまって出土しており、後

者ではIV群A類の古い段階に相当する盛土1類土器が大部分を｢月める。V群土器は第1I層赤褐色火山

灰直下から出土し、分布は調査区北東部に集中している。小ピッ|､が多数発見された地区をほぼ一致

する。 II群B類土器は盛土地区とRラインからUライン間の2箇所に比較的まとまっている。 III群A

類･B類、Ⅳ群C類土器の分布はそれぞれの住居跡の周辺地区からの出土が多い。

剥片石器はスクレイパー、石嫉が半数以上を占め、ほかにつまみ付きナイフ、 ドリルなどが出土し石器

ている。大部分が頁岩製であるが黒曜石製のポイント ・ナイフ、 フレイクも出土している。礫石器で

はたたき石、すり石、砥石片が多く 、石錘、石鋸などもわずかではあるが出土している。鐸形土製品、

土偶、円盤状土製品、石刀、黒曜石・頁岩製の三n月形石器、ひすい製の玉なと．も発見された。

盛土の末端
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第3章繩文時代の遺跡

2．遣 構

(1) 埋設土器（図IⅡ 3、図版2－1～6， 3-1)
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図Ⅲ－3 埋設土器1～3出土状況

第1Ⅱ層上部で150×30cm程の広がりのある焼土跡(GF 13) 力§検出された。焼土の周辺を厚さ5

crn程掘り下げたところ、 この焼土を取I) |荊むような位置からほぼ完形の壺形土器が三個いずれも正

立の状態で出土した。口縁部は土圧で壊れていた｡黒色土中に掘り込まれているため掘り込み面ははっ

きりしないが、焼土とほぼ同じレベルかやや下位かと思われる。埋設土器2には土器のまわりにわず

かに色調の違う土がみとめられた｡土器がすっぽ'）と埋まる程度の穴を掘り埋められたものであろう。

3個の土器は、焼土跡を取り囲むように1m程の間隔を置いて三角形を描くような位置にある。意識

的に配されたものであろうか。土器はいずれも繩文時代晩期V群土器で包含層で分類した3群土器に

相当するものである。

埋設土器lは中型のもの。肩部から胴部にかけて強く張り出し底部にむかって急に細くなる器形の

もので、 口縁部に較べて底部が小さい。頚部は比較的短くわずかに内傾する。 口縁部には口外帯が設

けられ、 LI外帯上には沈線をはさんで上下にB状突起力訂つけられている。 口縁には口外帯の下位の突

壺形土器

配置

埋設十器1

B状突起
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第3章繩文時代の遺跡

起に対応する位置に小さなll l形突起がつけられている。突起の内1Nllには沈線が三叉文的に入り組んで

つけられている。肩部には浅い沈線が3条めぐり、沈線間にはB状突起が4簡所に配されている。体

部にはLR原体による細かい斜行気味の繩文が施されているが、底部付近は磨かれて無文になってい

る。 口唇上から内面にかけて丁寧に磨かれている。頸部には縦方向にへう削りした痕跡が残る。焼成

は非常によく 、胎土は榿色である。赤色顔料のようなものが混じっているのかもしれない。

埋設土器2は底部が大きく胴部が球形に近い形のもので細首である。 n縁部は欠損している。文様

は彫刻的な沈線で肩部と胴部に2条ずつめぐらしている。 ll'il部下位の沈線は途切れている。文様は区

画された中に大柄なS字状の入組文を4箇所に配しているが、割りつけが均等でないためS字文が変

形しているところもある。入組文の上下には三叉文が配されている力釘肩部、 llil部にめぐる沈線と一帯

になっているところもある。器面には赤色顔料を塗布していたかと思われる痕跡がある。焼成は非常

に良く胎土には砂粒が多い。

埋設土器3は小型のもの。胴半ばで大きく張り出す。頚部はやや内傾する。 口縁部にはB状突起が

4箇所に配され、突起間には沈線がひかれている。 「I唇部内側にもやや幅広の沈線が2条施されてい

る｡体部にはLR原体による細かい縦行繩文が浅く施されている｡肩部には浅い沈線が3条めぐってい

る。器面は丁寧に磨かれ黒光りしている。焼成は良く胎土には小砂利が混じる。

胎土

埋設土器2

入組文

埋設十苫器3

（2） 住居跡

GH-1 (図Ⅲ－4、図版3－2， 4-1)

位置R 61･62 規模2.56×2.40/2.33×2.07/0.20m

特徴第1II層下部を調査中に茶褐色土の落ち込みを確認した。平面形は丸みの強い卵形である。壁

の立ち上がりは緩やかである。床面はほぼ平坦で堅い。床面中央やや北よりの位置に掘')込みの浅

い炉がある。炉は径29～41cm、焼土の厚さは5cmほと．で炭化物が混じる。炉の周辺は踏み固めら

れた状態で非常に堅くなっていた(網の部分)。柱穴は検出されなかった。竪穴の長軸方向にあたる

北側の先端部から楕円形のピットが検川された。住居に伴うものと考えられる。底面はIII1 ｢｢'1があり

断面形はすり鉢状である。床面直上の土壌をフローテーションした結果、炭化したミズキの種子が

検出された。

覆土は、 l :暗黄褐色土(粘性があり径5mm程のローム粒、炭化物が混りる) 、 2 :茶褐色土(1

よりも比較的大きなローム粒、炭化物が混じる)、 3 ：黒褐色土(黒色土にローム粒､焼土が混じる)、

4 ：暗黄褐色土（黄褐色ロームに黒色土がわずかに混じる)。

遺物床面からII群B類、Ⅲ群A類(1 ･ 4)、 III群B類(2 ･ 3) 、土器、 スクレイパー、砥石片

が出土した。覆土からはII群B類、 III群A類(5 ･ 6)、Ⅲ群B類(8～11) 、 IV群A類(12･ 13)、

V群土器とスクレイパー(14･ 15)砥石片(16)、 Uフレイクなどが出土している。

3には横走気味の繩文がつけられている。 4は結束第1種羽状繩文のもの。 5は内面に炭化物が

付着している。7は非常に細かいLR原体による斜行繩文が施されている。8は波状口縁をなすと思

われる。肥厚させた、縁に太い沈線が引かれている。器面にはLRL原体による斜行繩文が施され、

沈線により文様が描かれている。 9は複節の繩文地に沈線で垂下する文様と弧状の文様が描かれて

いる。 11は頸部がくびれ｢I縁が外反するもので、器間にはLR原体による斜行繩文が粗く施されて

いる。焼成が良く内面は磨かれ黒褐色を呈する。 12は断面角形の工具で刺突文がつけられていて色

調は榿色を呈する。

ピット ・炉の規模 （長径×短径／深さ （厚さ)m)

炉

楕円形のピ
､､ノ ト
〆I~
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P-1 0.47×0.35/0.14 炉0.41×0.29/0.05

時期繩文時代中期後葉IⅡ群B類土器の時期

GH-2 (図Ⅲ－5 ･ 6、区|版4 2 ･ 3， 5－1～4)

位置 S-61 ｡ 62 規模 / /0.50m

特徴発掘調査区境界の土層断面で確認できた。掘込み面は第II1層中部で遺構の東側半分ほどが調

査区域外に及んでいる。平面形は円形あるいは楕円形と思われ、床面はわずかに凹凸があり堅い。

壁の立ち上がりは急角度である。床面からは掘り込みの浅い炉が検出された｡炉には厚さ6cmほど

の炭化物が混じる赤褐色の焼土が堆積していた。炉の周囲は踏み固められたかのように非常に堅く

炉
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第3章繩文時代の遺跡

柱穴 なっていた（網の部分)。柱穴は西側の壁ぎわから1個（柱穴1）、壁のやや内側から1個（柱穴2）

検出された。また径20cm、深さ15cmの浅い小ピッ |､が2個検出された。床面直上の土壌をフロー

テーションした結果オニグルミの堅果、炭化したミズキ・ イネ科の一種の種子が検出された。

覆土は、 l :茶褐色士（径5cmほどのローム粒、炭化物、焼粘土が混じる) 、 2 :黒褐色土（粘

性があり、細かいローム粒、炭化物が混じる)、 3 ：茶褐色土(軟らかく粘性があり、細かいローム

粒が混じる)、 4 ：黒褐色土（2よりも黒色土が少なく 、炭化物、 ローム粒が混じる) 、 5 ：暗黄褐

色土(住居跡の中央部付近に堆積し、炭化物、 ローム粒か混じる)、 6 ：赤褐色土（焼土がブロック

状に混じる)、 7 ：暗黄褐色土（炭化物、焼土力ざ混じり粘性がある)、 8 ：暗褐色土（7よりもロー

ムの量が少ない)、 9 ：茶褐色土（壁ぎわに堆積する)。

遺物床面からI群（4）、 II群B類(5 ･ 6)、 IⅡ群B類土器と石製品(35)が出土した。覆土か

らはI群（7～9）、 II群B類(10)、 IⅡ群A類(1 ･ 2 ･ 11～15)、 IⅡ群B類(16～21) 、 IV群A類

（22～25)、 V群土器（26． 27） と石鍼(1)、つまみ付きナイフ (30) 、 スクレイパー(29)、石斧

（32)、 くぼみ石（33．34)、士製品（31)、 Uフレイクなどが出土している。

lは4箇所に弁状突起部をもつ中型の深鉢形土器。 口縁部とI|1部との境い目は2本の貼付帯で区

切られている。体部には結束羽状繩文が施されている。文様は比較的細い貼付帯を突起下に2条垂

下させ、突起間も直線や弧状の貼付帯でつなげている。 口縁直下にも2条施されている。貼付帯間

には3本一組の繩線文、棒状工具による刺突文、馬蹄形圧痕文が施されている。貼付帯上には繩の

圧痕がつけられている。焼成は良く赤褐色を呈する。 2は平縁の大型深鉢形土器。胴部下半は欠損

している。 口縁はわずかに外反し、 口唇の|断面は切り出し形を呈する。体部には結束第1種羽状繩

文か施され、 口縁部文様帯との境目は2条貼付帯で区切られている。表面側のl l唇外側角には貼付

帯が1条、 口縁には鋸歯状につけられている。 口縁部の文様は無文地に太い貼付帯で上下をつなげ

その間を短い直線、弧線で連絡させる文様力：描かれ、貼付帯間には馬蹄形圧痕丈か施されている。

器面には炭化物が付着し灰褐色を呈する。 3は大型の壺形土器。頸部から上は欠損している。頸部

から胴部半ばにかけてところどころR原体による斜行繩文が帯状に浅く施されている。頸部と底部

付近は磨かれていて、文様は細い沈線で頸部から肩部にかけて施されている。肩部には2条平行す

る沈線が引かれているかと思われる。頸部の周囲には細長い区画文が縦に3段配されている。区画

文間は3条単位の弧線でつながれている。胎土には小砂利が多く 、鮮やかな赤褐色を呈する。赤色

顔料が混じっているのかもしれない。 lliil部上半には炭化物が付着する。 4は中茶路式に相当するも

ので、微隆起線がつけられたあと斜行繩文が施されている。器面には炭化物が付着する。 5は撚糸

文地に結束第1種羽状繩文と繩線がつけられている。 6は底面のところとゞころに繩文が施されてい

る。 7．8は微隆起線がつけられたあと繩文が施されている。 10は撚糸文のもの。 12は断面が三角

形の棒状工具で刺突文がつけられている。 13は無文地の体部と口唇に細い貼付帯で文様を施し、そ

の間には先の尖った細い棒状工具を2本一組にして施されたと思われる刺突文がつけられている。

14は体部に結束第1種羽状繩文を施文後、貼付帯を付けている。貼付帯上には繩の刻み目がつけら

れていて、焼成は良く榿色を呈する。 18は波状口縁をなすと思われるもので、 口縁を|折面三角形に

肥厚させ磨いている。 '二I縁の肥厚部には棒状工具で横に押し引きする刺突文が2列つけられている。

る。焼成は良く 、胎土には小砂利が混じる。 20は複節の繩文が施されている。

28は木葉形の石鑛。30は縦形で周辺加工で刃部を作l)出している。31は鐸形土製品の破片。無文

地に沈線で文様が描かれている。 35は炉の南西側の床面から出土した。安l1l岩製の石棒。中央部が

わずかに膨らみ、両端は敲打により椀状に凹んでいる。敲打と磨きによって整形されている。

炭化種子

土器

石棒
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第3章繩文時代の遺跡

柱穴・小ピット ・炉の規模 （長径×短径／深さ （厚さ)m)

柱穴1 0.27×0.25/0.70 柱穴2 0.19×0.18/0.58 小P-1 0.17×0.15/0.11

小P-2 0.19×0.17/0.16 炉 0.54×0.44/0.06

時期繩文時代中期前葉ⅡI群A類土器の時期

GH-3 (図III-7～13、図版7-1 ･ 2， 8 1)

位置R-58･59， S-58･ 59 規模 (6.60)×4.30/ (6.50)×4.03/0.67m

特徴第Ⅲ層中位で確認できた。西側の4分の1ほどは発掘区域外に及んでいる。 また南東壁で

GP-10と重複する。本竪穴のほうが古い｡平面形は隅丸長方形｡壁は全周でほぼ垂直に立ち上がる。 重複

床面は凹Inlがあり堅い。竪穴のほぼ中央と思われる位置から浅い炉が検出された。炉の周辺は皿状炉

に窪んでおり赤褐色の焼土と炭化物が堆積していた。炉の周辺の床面は他の部分よりも堅く締って

いる （網の部分)。 また床面から焼土が貼り付いた状態で検出された（網の部分)。柱穴は壁から60

Crn～70cmほど内側の位置から4個検出された。柱穴1， 2， 3，は短軸方向の壁に、柱穴2と4 柱穴

は長軸方向の壁にそれぞれ平行し、互いにほほ､等間隔である。 このほか柱穴とは断定しがたいが径

20cmほどの比較的深い小ピットが4個柱穴4の周辺から検出された。

覆土8層中に焼土と遺物が平面的に広がっているのが確認できた（図Ⅲ－8)。 この層中にも竪穴

の窪みを利用した生活面があったと思われる。 窪みの利用

覆土は、 1 ：茶褐色土（細かいローム粒と炭化物が混じる)、 2 ：茶褐色士(GH 3の排土で北

東壁ぎわに多く堆積する)、 3 ：黄褐色土（ロームがブロック状に混入する)、 4 ：黄褐色土（黄褐

色ロームがブロック状に混じり硬く焼土も混じる)、 5 ：暗黄褐色土（細かいローム粒が混じる)、

6 ：暗赤褐色土（焼土と炭化物の層)、 7 ：赤褐色土（焼土と炭化物がわずかに混じる)、 8 ：茶褐

色土（焼土、炭化物が非常に多く粘性があり、 この層の上面に生活面がある)、 9 ：灰褐色土(黄褐

色ロームがブロックで混じ')硬い)、 10 :暗黄褐色土(2よりもロームの量が多い)、 l1 :暗黄褐色

土（床面付近に堆積し、やや硬い)、 12 :茶褐色士（径2mmから3mmほどの細かいローム粒が

混じる)、 13 :黒褐色土（細かいローム粒と炭化物、焼土力ざ混じる)、 14 :茶褐色土（細かいローム

粒と炭化物が混じる)、 15 :暗黄褐色土(ロームの量が多く粘性がある)、 16 :黒褐色土(細かいロー

ム粒が混じり硬く締っている)、 17 :茶褐色土(11 ･ 14層よりも炭化物が少ない)。

遺物床面からII群B類(8)、 III群A3類(3 ･ 7 ･ 9)土器と北海道式石冠(121)が出土した。

覆土からI群、 II群B類(12～46)、Ⅲ群A類(1 ･ 2 ･ 4 ･ 5 ･47～77)、 IⅡ群B類(78～95)、 IV

群A類（6 ． 97～108)、 V群土器と石雛（108～110)、つまみ付きナイフ (114)、 スクレイパー

(111～113･115～118)、石斧(119)、 たたき石(122～128)、石錘(129)、石製品(120)が出土し

た。

床面に貼られていた黄褐色ロームの下位からIII群A類土器(10, 11) 力爵出土した。炉-1の焼土

中から炭化したオニグルミの堅果､鹿の尾椎骨､覆土19層中の焼土からオニグルミの堅果､魚骨(鰭

鰊骨)、カレイ類の尾椎骨、チョウザメのウ~ロコ、覆土8層中に広がっていた焼土中からは炭化したチョウザメ
のウロコ

ミズキの種子、オニグルミの堅果が検出された。

3はややあげ底気味のもの。RL原体による斜行繩文が施されている。 7は弁状あるいは山形と思土器

われる突起部の破片｡細い粘土紐で文様がつけられている｡器面にはRL原体による斜行繩文が不規

則に施されている。焼成は非常に良く器面は磨かれて光沢がある。

10･11は炉のやや南東よりの床面下から出土したものである。器面は磨滅している。RL原体によ 床面下出土
の土器

る斜行繩文が施されている。炭化物が付着し胎土には小砂利が多い。同一個体かと思われる。
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第3章繩文時代の遺跡

12～16は比較的古い時期のものと思われる。12には繩文のみが施されている。13は比較的'|]畠の広

い口縁部文様帯をもつものである。綾絡文が3条施されている。 14は厚手のものでII1部から口縁部

にかけて直線的に立ち上がる。 「1唇は丸味を帯びた角形で、器面には撚糸文が粗く施されている。

15は無節のR原体の繩を2本用い－方を*lllに右巻、他方を軸に左巻にした原体(単巾lll絡条体第5類）

による網[1状撚糸文が施されている。 16は撚り戻しの原体による繩文が施されている。 17 a･b

～22は体部に撚糸文が施されている「l縁部の破片。 「I唇断面は尖|)気味で口縁部の文様帯は狭い。

胴部文様との境'三|に結束第1種羽状繩文が施されている。 口縁部には繩線による文様がつけられて

いるものが多い。 17-a ．bは撚りの異なる原体を2本一組にした平行繩線が施されている。 18は

｢l縁部にも羽状繩文が施されている。 21は撚糸文が斜めに施されている。 1 1唇直下には繩文がつけ

られている。23～33は口縁部のみの破片｡25は横走する平行繩線に縦方向にも2条加えている。26.

27は繩線による鋸歯状文か施されている。28はI I唇断面がやや丸味のあるもので、綾絡文が2条施

されている。 29～31は隆帯力fつけられている。29は休部に撚糸文が施されているかと思われる。口

縁部にはLR原体による繩線が施され､低い隆帯上には棒状工具で刺突がつけられている。30･31は

同一個体かと思われるもの。隆帯上には先の尖った工具で押し引きした刺突文が施されている。 32

は縦方向に刺突文が施されている。 34～42は単刺I絡条体による撚糸文が施されている胴・底部の破

片。 40～42は撚l)の異なる2本の繩を軸に並列に巻いた原体によるもの。 43･44は多軸絡条体の回

転文、 45． 46は絡条体圧痕文か施されている。

47～57はⅢ群A2類相当のもの。 47～54は無文地に比較的太い沈線で文様が施されている。貼付

帯間には2本あるいは3本組の繩線、馬蹄形圧痕文、刺突文が施されている。 47は体部に結束第1

種羽状繩文力ぎ施されている。貼付帯間には断面が四角形の工具で刺突文がつけられている。 「1辱上

には波状に貼付帯がつけられている。 48は口縁が内傾するもの。 50･51は突起部の破片。

1 ． 2 ． 4 ． 5， 58～77はⅡI群A3類に相当するもの。器面に繩文のみ施されたもの、 口縁には繩

による刻みがつけられているものが多い。 58．59は細い貼付帯で、 60～62は沈線で文様が描かれて

いる。 lは4箇所に弁状突起をもつ大型の深鉢形土器。 llil下半は欠損している。突起部には細い粘

土紐で文様が描かれている。体部にはRL原体による斜行繩文が施されている。胎土に砂粒が多い。

炭化物が付着し茶褐色を呈する。 2は4簡所に弁状突起をもつ中型の深鉢形土器。突起部の下位は

粘土を貼りつけ断mi三角形に肥厚させている。口唇には繩による刻みが施されている。体部にはRL

原体による斜行繩文が底部付近まで施されている。底部は磨かれている。炭化物が付着し体上半は

黒褐色、下半は赤褐色を呈する。焼成が良く胎土はlと似ている。 4は中型の深鉢形土器。 口縁に

はl l l形隆起部がある。器而はIⅡl ｢['1があり体下半までLR原体による斜行繩文か粗く施されている｡底

部付近は磨かれている。胎土には小砂利が多い。体上半は炭化物が付着し黒褐色、下半は赤褐色を

呈する。 5は小型の鉢形上器。底部は2 ． 4同様にやや張り出し気味である。器面には凹II IIがあり

LRI11(体による斜行繩文が粗く施されている。底面と底部付近は磨かれている,胎土に砂粒が多く黄

褐色を呈する。内面には炭化物が付着する。 64は器面が磨滅していてはっきりしないが、斜行ある

いは羽状繩文の地に太い綾絡文が何条か施されている。65は突起部をもつもので突起下を断面三角

形に肥厚させている。焼成が非常に良く内面も丁寧に磨かれている。 66は帯状に数段施されたRL

原体による斜行繩文に、同じ原体を縦方向に回転施文した繩文を重ねている。 71～73は突起部の破

片。 77はL原体による無節の斜行繩文が施されている。

58は二叉の突起部をもつもの。無文地に細い貼付帯で「X」字状の文様を縦につなげる文様を突

起部の表裏に施し、内面ではこの文様の下位に溝状の沈線で「一文字」を椛いている。貼付帯上に
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図Ⅲ－12 GH-3出土の土器(4)

はR原体による繩線文が施されている。体部は沈線で文様力：描かれていると思われる。 59は繩文地

に細い貼付帯で文様が描かれている。山形隆起部には粘土紐により円形の窪みをつけそのまわりに

細い貼付帯を交叉させている。円形文の左右からは口縁にそって貼付帯が2条配されている。体部

には弧線と弧線を斜めにつなぐ、文様が描かれている。内外面には炭化物が付着する。

60～62はいずれもRL原体による繩文地に平行沈線や曲線などを描いている。

78～89はIII群B]類に相当するもの。 78は断面を三角形に肥厚させた111形隆起部をもつ。肥厚部

は磨かれ、太く明瞭な沈線を施し隆起部で渦巻を描いている。体部には繩文地に沈線で文様が施さ

れている。 79はRLI)1(体を縦方向に回転施文した繩文が施されている。n縁部には横走する沈線が

4条めぐっている。口唇は細い棒状工具で斜めに刻みがつけられている。 80は複節の繩文が施され

ている。 84．86は角形の口唇上に繩文が施されている。

90～93はⅢ群B2類に相当するもの。 90は山形隆起部をもつもので、 口縁部にはLR原体による

繩線が2条施されている。焼成が良い。 91．92は同一の個体と思われる。山形隆起部の頂部に指頭

によると思われる圧痕がつけられ小波状になっている。体部には無文地に沈線で縦．横に区l町する

文様が浅く施されている。 93は隆帯上にLR原体による繩線がつけられている。

6．96～98は箙土1類に相当するもの。無文地あるいは繩文地に沈線で文様が柵かれている。 1 ．

96は壺形土器。 1は胎土が榿色である。 99～107は盛土2類相当のもの。 99･100は貼付帯で文様が

描かれている。100はl l l形隆起部の内外Imに弧状の文様を描き太い沈線で縁取りしている。裏面には

沈線で「乙」字文が施されている。 102～104， 106･107は櫛状工具で文様を描き太い沈線で縁取り

するもの。 103･ 104には円形の刺突文がつけられている。 105は半裁竹管状工具で斜格子目状の文

様を描いている。 108は底面に簾状の圧痕がある。

108･110は有茎凹基、 109は菱形で尖基の石雛。 114はつまみ部の作り出し以外に、ほとんど二次石器

加工がみられないもので､ある。 111～113， 115～118は素材である剥片の形状をほとんど変えること

な< Iil辺加工、両面･ I 1I面加工でﾒj部を作り出している。 119は磨きによって整形されている。 120 石刀

は石刀の破片。 122は扁平礫の側縁のところとゞころに、 125はほぼ全周に、 126～128は側縁の一部に

使用痕がある。 124は2箇所にくぼみがある。 129は長軸に打ち欠きがある。

柱穴。小ピットの規模 （長径×短径／深さm)

柱穴1 0.24×0.23/0.57 柱穴2 0.28×0.25/0.59 柱穴3 0.23×0.20/0.45

柱穴4 0.24×0.22/0.75 小P-1 0.20×0.18/0.34 小P-2 0.20×0.18/0.38

時期繩文時代中期前葉ⅡI群A3類土器の時期

1Q1
ユヘノユ
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第3章繩文時代の遺跡

GH-4 (図Ⅲ-14～19、図版8 2， 9， 10)

位置P-60･61、 Q 59･60･ 61 規模5.10×4.10/4.78×0.03/0.34m

特徴第1層を除去した段階で|リ形の黒褐色土の落ち込みとそれをとり囲むように黄褐色ローム、

多量の炭化物が混じる焼土が環状に堆積していることが確認できた。 トレンチを掘り調査した結果

竪穴住居であることがわかった。大規模な風倒木により土層の逆転がおこり、住居跡の南西側3分

の1ほどが攪乱を受けている。 また西側部分5分の1ほどが発掘区域外に及んでいる。東側壁ぎわ

でGP-31と北西壁でGP-32と重複する。いずれも竪穴の方が新しい。本遺講は焼失家屋で､第1II

層上面に堆積していた焼土、炭化物、黄褐色ロームはその際のものである。平面形は楕円形と思わ

れる。壁の立ち上がりは南西壁が攪乱により明確にとらえることができなかったが、 そのほかの部

分では急角度で立ち上がる。床面は全体的に堅くわずかに凹凸がある。中央部やや北よりの床（網

の部分） には黄褐色ロームが貼ってあり他のところよりわずかに高くなっている。掘り込みのある

炉は確認できなかったが、床面のところどころから焼土が検出された （網の部分)。

炭化材は風倒木による攪乱を受けたところ以外では、覆土中位から床面にかけて二重三重に重

なって出土している。特に南東側に多く、住居跡の中心付近では散在的に出土している。図Ⅲ－15

のNo. 1～4の炭化材は､壁ぎわから竪穴内部にむかって先を卜にして斜めに倒れこむように、ある

いは「〈」の字に折り重なるような状態で出土した。 これらの炭化材は丸い棒状で比較的残りが良

く、No. 1は径8cm、No.2は径1Ocm、No.3は径5cmあった。 またNo.5， 6、 7のように径

5mmほとゞの細い蔓状のものも検出された。南西部では小j 1｢、小枝状あるいは床面に糊状に貼りつ

いている炭化物が多い。太めの丸い材は柱材、小枝状のものは茅材かと思われる。蔓状のものは村

をしばる際に用いたものかもしれない。 また南壁ぎわの台石の下の床面からぴったりと貼りついた

状態で炭化物が検出された。敷物であろうか。 また北側床面の炭化材の上には厚さ10cln程の焼土

が堆積していた。 これらの焼土は上屋を覆っていた土が焼け落ちたものと思われる。

竪穴内から小ピットが15個検II}された。いずれも径30cm内外で浅いものが多い。柱穴と断定で

きるものはなかった。小P-10は床面に貼った非常に硬い焼土を取り除いた段階で検出された。覆

土下部には軟らかい土、上部には堅い黄褐色ロームを主とする土力訂堆積していた。竪穴を構築する

際に埋め戻したものであろう。小P-12の上面にも炭化物混じりの黄褐色土が貼りついていた。覆

土中から炭化したオニグルミの堅果、 クリ、床面からはオニグルミの堅果、 ミズキの種子が検出さ

れた。

覆土は、 l :暗黄褐色土(極細かいローム粒か混じり、ボロボロと崩れやすい)、 2 :茶褐色士(l

よ'）も黒色土が少なく 、焼土がわずかに混じる)、 3 ：褐色土（焼土、炭化物が不均一に混じる) 、

4 ：茶褐色士（細かい炭化物、 ローム粒、焼土が混じ|)硬くところによりロームの量が多く暗黄褐

色を呈する)、 5 ：暗黄褐色士(径1cmほどの黄褐色ローム、炭化物､焼土が不均一に混じる)、 6 :

茶褐色士（この層の下部に焼土、炭化物が並ぶ)、 7 ：赤褐色士（焼土) 、 8 ：茶褐色土（細かい炭

化物が混じり粘性がある)、 9 ：黒褐色士（床面に堆積し、炭化物が層をなして並ぶ)、 10 ：暗黄褐

色土(細かいローム粒、炭化物が混じり硬い)、 11 :暗黄褐色土(10よりもロームが少なく 、炭化物

が混じる)、 12 :黒褐色土(粘性があり8に似ている炭化物がわずかに混じる) 、 13 :茶褐色土(ロー

ムが混じる)、 14 ：暗黄褐色土（硬く 、細かいローム粒が混じる)、 15 :茶褐色土（ローム粒力訂不均

一に混じる)、 16 :灰褐色土(炭化物が混じる)、 17 :黄褐色土(ロームが混じる)、 18 :黒褐色土(炭

化物が非常に多い) 、 19 :赤褐色土(焼土) 、 20 :茶褐色土(径l～2cmほどのローム粒がまじる)、

21 ：茶褐色土。

風倒木

重複

焼失家屋

炭化材の出

土状況

柱・茅材

焼土

小ピット

炭化種子
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図Ⅲ－14 GH-4

遣物床面からⅣ群C類（1～3）、 II群B"(5)、 III群A類(6) 、 ⅡI群B類(7 ･ 8) 、Ⅳ群A

類（9）、 V群土器と、石雛(47･48･ 50･51 ･54～58)、すり石(76)、 たたき石(80)、 ストーン

リタッチャー（82)、台石（86）が111土した。覆土からはⅡ群B類(10～15) 、Ⅲ群A"(16～28)、

Ⅲ群B類（29～33)、 IV群A類(34～42)、 V群(4 ．43～46)土器と石錐(49･52･53)、 スクレイ

パー（59～74) 、すり石（75．77． 78)、北海道式石冠（79)、 たたき石(81･83･84)、砥石片(85)

などが出土した。

lは平縁の浅鉢形土器。 口唇の断面は切り出し形を呈する。器面には羽状繩文が施されている。

内面から1 I唇にかけて磨かれている。内mに炭化物が付着する。焼成は良く茶褐色を呈する。 2は

土器
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図III-17 GH-4出土の土器(2)

西側の床面から出土した大型深鉢形土器。 LI唇断面は切り出し形で2個一対になるll1形のﾉl､突起が

6箇所に配されている。器面には底部付近まで0段多条の原体によるかと思われる羽状繩文が施さ

れており、頸部には沈線で区画され磨消された幅2～3cmほどの無文帯力ざ形成されている｡lliil部と

内面に炭化物が付着する。内面にはへう削りの痕跡が残る。焼成は良く胎土に小砂利が混じる。茶

褐色を呈する。 3は平縁の大型深鉢形土器。底部は欠損している。器面には羽状繩文が施されてい

る。内外面に炭化物が付着する。焼成、胎土はlに似ている。

5には斜行繩文が施されている。 9は壺形土器の破片で無文地に沈線で文様が描かれている。 10

の体部には撚糸文が施されている。 1 1縁部には横走する5 ･ 6条の繩線と綾絡文が施されている。

1lは角形の口唇に繩文が施されている。15は撚l)の異なる原体を2条並列させて軸に巻いた原体に

よる撚糸文。結束第2種の回転文を重ねている。

16～23は貼付帯で文様力葡描かれているもの。 16は角形の棒状工具による刺突文が施されている。

17は爪形の刺突文がある。 18は繩文地で|」唇に波状につけられている。 24･25は繩文地に沈線で文

様が描かれている。24は突起部の下位に鍔状の貼りつけがある。29は「l唇に細い沈線がひかれてい

る。 30･31には複節の繩文が施されている。 30の口唇は角形で磨かれている。

34～42は盛土1類相当のもの｡34はl l｣形隆起部のあるもの｡胴部が張り出し「l縁が外反する器形。

床面出十の

土器

196



第3章繩文時代の遺跡

鱸尋等嬢拳亀曇拳等感曇 馨零－47 －48
＜＞49

紬 琴” －” －‘’舳AA -"鞠患
＜二＞54

＝＝58

○55
～っ56 ~ 57／－J』

二二一＞60p5'

~

／
ノー
、
ｙ 〆

｝
ゞ
一
」

一つ62
こ~＝63 <二二二二二二二コ64

~

~

|k鯵電

」

/~一＞66~
三二二つ＝二言~＞ 6‘

、可

Dノ

I
ご“ 0 5cm

図III-18 GH－4出土の石器(1) 197



第3章繩文時代の遺跡

くう70

ハ
州
川
抑
川
川
ｗ
〕
刀

鼬-－ ﾌ′
〆

津

＜~－－．72 と一一一＞74
0 5cm

I

ノ

SLJ 、_ノ 75

79

薇一別
〆式

こ”
80

81

ノ

8 3

1

86
）

母
”

‘筋〆弓か｡ 自用王

84

ZZ=－一]8@ 0 5 10cm

図IⅡ－19 GH-4出土の石器(2)198



第3章繩文時代の遺跡

繩文地の口縁部に横走する沈線を3条めぐらし、隆起部では弧線で縦につないでいる。胴部には沈

線で楕円形の文様や縦横に区画する文様が施されている。炭化物が付着する。 36～41は無文地に沈

線で文様が描かれている。35は折|)返し口縁のもの。45は肩の張らない深鉢形をなすと思われるも

の。 口縁部に幅の広い無文帯を設けている。 1I唇直下には浅い沈線が1条施されている。 46は壺形

土器の破片。 [1唇に沈線が施されている。

47～53は直茎凸基、 54は菱形の尖基、 55は木葉形を呈する円基のもの。 47～52はIV群C類土器

に伴う石雛である。56～58は木葉形のもの。59～67は縦長の剥片を、69～73は横長の剥片を素材に

して周辺加工、両面加工によ')直刃や外湾、内湾する刃部を作り出している。 75は半円状扁平打製

石器と称されているもの。77は断面が三角形の角柱礫の一側縁にすり間がある。80は球形礫の周囲

の3分の2ほどに使用痕がある｡81は断面が三角形礫の一面にくぼみがある｡83.84は扁平礫の両端

に使用痕がある。

小ピットの規模 （長径×短径／深さm)

小P 1 0.28×0.25/0.05 小P-2 0.23×0.20/0.08 小P-3 0.20×0.19/0.12

小P-4 0.20×0.18/0.13 小P-5 0.23×020/020 小P 6 0.31×0.28/0.18

小P-7 0.19×0.17/0.11 小P-8 0.28×0.26/0.18 小P 9 0.22×~/0.11

小P 10 0.44×0.41/0.48 小P-11 0.12×0.11/0.11 小P-12 0.16×0.13/0.18

小P-13 0.22×0.20/0.38 小P-14 0.13×0.12/0.38 小P 15 0.17×0.15/0.55

時期繩文時代後期後葉IV群C類土器の時期

GH-5 (図IⅡ 20～22、図版11)

位置Q-62･63 規模 (3.70)×3.28/ (3.50)×3.06/0.24m

特徴第ⅡI層下位で茶褐色土の円形の落ち込みを確認した。平面形は南北にやや長く 、丸味が強い

卵形を呈する。壁の立ち上がりは北側壁と南東壁がそれぞれGP 30との重複、木の根による攪乱

のため明瞭にとらえることはできなかったがその他の部分では急角度で立ち上がる。床面は非常に

堅く 、後述するように炉の周辺の高まりもあってl'1凸がある。南西壁でGP-17、北側でGP-27、

30と重複関係にある。GP-17の方が新しい。GP-27はGH 5の床面に貼ってあるロームの高ま

｜)を掘り抜いていることから、GH-5より新しいと判断できる。GP 30も同様に竪穴より新しい。

27．30は覆土の堆積状態から判断すると竪穴の構築時期とあまり時間差はないように思われる。竪

穴住居に伴うものかもしれないがはっきりとはしない。床面中央からやや北側よ')に径50～60cm

程の浅い炉（炉－1）がある。炉の周I)には厚さ15cm程の表面に凹凸がある黄褐色ロームの高ま

りがあった(網の部分)。貼り付けられている黄褐色ロームはガサガサしており、長期間日に晒され

て硬くなったような状態である。 このロームは炉を取り囲むように意識的に貼り付けられている。

このロームを取り除くと堅い床面があった。炉－2は中央部やや南よりの位置から検出された。比

較的浅く壁は非常に堅い。南壁周縁に6 ． 7片の土器を配し炉を囲っている。 これらの土器片（図

Ⅲ－20 1～5)は同一個体で壁を背にして黄褐色ローム中に埋め込まれていた。残I)の破片は散

らばっていた。周辺の包含層からも炉に配されたものと同一個体の土器片が出土している。廃棄さ

れていた土器を利用したのであろう。炉-lと炉-2の前後関係はわからない。

竪穴のほぼ中央部から径60cm程のピットが2個(P 1、 P-2)検出された。 これらのピッ

トは短軸方向にそって並んでいる。 P-1 ･ 2はいずれも炉 1の周囲に貼ってある黄褐色ローム

の高まりと炉－2の焼土をわずかに掘り抜いて作られている。平面形はいずれも不整円形で断面形

は椿り鉢形である。壁はたたいて固めたかのように非常に堅いが火を受けてはいない。 P－lの覆

重複

炉

黄褐色ロー
ム

土器片炉

摺り鉢形の

ピット

堅い壁面
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図ⅡI-21 GH－5出土の土器 ， ， ， ， ， ，

土上部（覆土l層）には非常に硬い黄褐色ロームカ、堆積し、その下部はわずかに空洞になっていた。

下部（覆土2層）には底面に沿うようにU字状に軟らかい茶褐色土が堆積していた。 P 2の覆土

上部（覆土3層）には黄褐色ロームの塊、下部(覆土4層）には軟らかい土と非常に硬い黄褐色ロー

ムの塊が堆積していた。P 2では覆土3層のロームの落ち込みに沿うように遺物が検出された(図

IⅡ 20)｡P 1と2は覆土の堆積に違いがあることから、構築あるいは利用された期間にいくらか

時間差があるのかもしれない。 これらのピットがどのような性格のものかははっきりとはしない。

平面形が円形で壁がたたいて固めたかのように堅くしまっているピットは、昭和60年度BH ll、

昭和61年度FH-1,2からも検出されている。 これらの竪穴住居はGH-5と同時期の中期後葉

とされている。この時期の住居に特徴的なものかもしれない。小ピットは13個検出された。深さが

20cm内外のもので柱穴と|釿定できるものはなかった。 このうち小P－3， 7， 8， 9， 12からは

V群土器が出土していることから、周辺で多数検出されている晩期の小ピットと同様のものと考え

られる。床面直上からは炭化したオニグルミの堅果、 ミズキ、覆土からはクリが検出されている。

覆土は、 l :暗黄褐色土(粘性があり、極細かいローム粒と炭化物、焼粘土が混じる)、 2 :暗黄

褐色土( 1J< I)もわずかに黄褐色ロームが多い)、3 :茶褐色土(細かいローム粒と炭化物が混じる)、

4 ：黒褐色土（炭化物が混じり、 ピットに堆積する) 、 5 ：暗黄褐色土（ロームの量が非常に多い)、

6 ：暗黄褐色土（硬く 、壁際に堆積する)、 7 ：黒褐色土（細かいローム粒が混じる、GP 30の覆

土)、 8 ：暗黄褐色土（大きなローム粒が混じり、床面に堆積する)、 9 ：茶褐色土（大きなローム

粒が混じり、両側の壁際に堆積する) 、 10 ：黒褐色士（薄く帯状に堆積する)。

｜ l l l l l

類例

小ピット

晩期の小ビ

ット

201
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第3章繩文時代の遺跡

遺物床面からIII群A類、Ⅲ群B類(10)土器、石斧(67)、たたき石(69～71)が出土した。覆上

からはI群、 II群B類(19･20) 、Ⅲ群A類(8 ･21～24) 、 ⅡI群B類(25～34)、 IV群A類(35～39)、

IV群C類、V群(40～51)土器と石雛(52～54)、ポイントまたはナイフ (55)、つまみ付きナイフ

（56． 57)、 スクレイパー（58～66) 、北海道式石冠（68)、たたき石（69～71)、 くぼみ石（72）が
ILI…↓‐1ナァ
lU－L→L〆／－o

炉－2の周辺にはIⅡ群B類( 1～5)土器片が配されていた。 またP－1からはIII群B類(6) 、

P－2からはⅢ群B類（7～9）土器が出土した。

l～5は炉－2周辺に配されていた土器片である。 口唇は角形で磨かれている。 1 I縁部がやや外

反する器形のものかと思われる。体部にはLR原体による横走気味の繩文か施されている。黄褐色

ロームの中に埋め込まれていたためか脆くなっている。胎土に小砂利が多く黒褐色を呈する。 6は

P－1出土のもの。器面に断面が三角形の隆帯がつけられた後､LR原体による斜行繩文が施されて

いるか~、隆帯の上位と下位では施文原体が異なっている。 0段の条の数が異なるかと思われる。 7

～9はP 2出土のもの。 7は薄手のもので斜行繩文が施されている。 9にはアスファルト状の物

質が付着している。 8 ． 9は|可一個体かもしれない。 10は床面出土のもの。単節の斜行繩文か施さ

れている。l1～16は小P－9出土のもの。 17は小P－4出土のものである。 19は1 I織部に条痕が横

位に施され、RL原体による繩線が縦に2条施されている。20には複節の斜行繩文が施されている。

21～24は貼付帯による文様が施されている。 23． 24の、辱には繩による刻み目がつけられている。

24は無文地に細い貼付帯で文様が描かれている｡25は口縁を肥厚させ磨きをかけて沈線を施してい

る。口唇上とI｣唇の表面側角には体部の繩文原体と同じと思われる繩による圧痕力蔀つけられている。

休部にはRLR原体による斜行繩文か粗く施されている。26は山形隆起部の破片｡隆起部を瘤状に肥

厚させその上位に浅い幅広の沈線を左右に配している。肥厚部は磨かれている。休部にはLRL原体

による横走気味の繩文が粗くつけられている。焼成は非常に良く色調は黒褐色を呈する。 27．28は

複節の繩文が施されている。 29は器面に横走気味の繩文が施され、沈線により縦・横に区画文を施

している。30は1 I唇に繩による刻み目がつけられている。穿孔は焼成前になされている。 31には太

b,LR原体による繩文が施されている。32～34は撚糸文が施されているI|1部破片。35はIV群A類盛

土1類に相当するものと思われる。細い沈線で文様を描いた後にまばらに繩文を施文している。 37

は0段多条のLR原体による斜行繩文が施されている。40～49は休部に縦行繩文が施されている鉢

形土器と思われるもの。 40は肩部が張り出す器形のもので、 ｜|】目の狭い頚部には細い沈線が4条め

く．っている。上位の沈線にはﾎIHい棒状工具で刺突文が施されている。 口唇には指頭と思われる圧痕

がつけられている。 43は頸部に比較的|幅広の沈線が浅く施されている。 47．48は同一個体と思われ

る破片で、頸部にはI幅の狭い無文帯を設け肩部には段状に沈線が施されている。 50は壺形土器の破

ノ !｢。 51は体部には斜行繩文が施されている。 「I縁には211古|一対になる小さな突起があり、その下位

には低い小さな瘤状の突起がある。 1 1縁にそってこの突起から左右に沈線が配されている。突起の

上下からも三角形に入り組む形で沈線が施されている。内外面に多量の炭化物が付着する。

52は有茎門基53は木葉形の石錐。 54は菱形で尖基、 55は有茎のもの。 56．57は縦形で片面加

工のもの。57はつまみ部が欠損している。58は両Imj川工のもの◎バチ形を呈する。61はハー面加工で

楕円形を呈する。 69は側縁に、 70は側縁の一部と背･腹面、 71は側縁のところどころに使用痕があ

る。 72は軽石製。

ピット ・小ピット ・炉の規模と出土土器 （長律×短径／深さ （厚さ)m;土器）

P-1 0.59×0.56/0.36 ;Ⅲ群B類 P 2 0.52×0.45/0.34 ;Ⅲ群A類

炉に配され

ていた土器

石器

2()3



第3章繩文時代の遺跡

小P-1 0.22×0.21/0.21 小P－2

小P-3 0.22×0.20/0.23 ;V群土器 小P－4

小P-5 0.24×0.19/0.10 小P－6

小P-7 0.33×0.28/0.49 ; IⅡ群B類、 V群小P－8

小P-9 0.21×0.21/0.18 ; IV群A類 小P-10

小P-11 0.20×0.16/0.12 小P 12

炉 1 0.58×0.51/0.08 炉-2

時期繩文時代中期後葉'Ⅱ群B2類土器の時期と思われる

0.19×0

0.38×0

0．30×(）

0．27×0

0．27×0

0.17×0

0．35×0

17/0

37/0

27/0

25/0

24/0

17／

17/0

10

13 ; II群、 III群B類

41 ; IV群A類

26 ; III群A･B類、 V群

21

;V群

05 ; III群B類

GH-6 (図III 23～29、図版12-1 ･ 2 ． 13， 14-1)

位置0-61･62， P-60･ 61 規模3.92×3.54/3.70×3｡20/0.55m

特徴第1II層中位で黒褐色土の落ち込みを確認した。GH-7と重複している。本遺講の方が新し

い。平面形は楕円形の長軸方向の一端をまつすぐに断ち落したような形で、北側壁が直線的で南側

壁が丸味を帯びている。周溝は南側の丸味のある部分と北側で一部途切れるほかはほぼ一周する。

周溝は10～20cm深さは5cm程である。壁は全周でほほ垂直に立ち上力ざる。床面は凹門があり

壁から50～60cmほと．内側の部分は黄褐色ロームが貼ってあり踏み固められたように堅くなって

いる(網の部分)。炉は3箇所検出された。炉－1は比較的深く掘I)込まれ炭化物がまじる赤褐色焼

土が堆積し3個の小さな杭穴状ピットが穿たれていた。炉－2と炉－3は床面に貼ってある黄褐色

ロームを取|)除いた段階で検出された｡いずれも浅く炉－2は炉－3を掘り抜いて作くられている。

炉－1が一番新しく 、炉－3→炉－2の順で作り替えられている。径が20m程、深さ10cm内外の

浅い皿状のピットが炉の周辺から4個、北側の壁から60cmほど離れた位置から1個検出された。

また西側の周溝中から1個、西側と東側の周溝のすぐそばから2個小ピッ |､が検出されたが柱穴か

と．うかわからない。炉の焼土中からは獣骨片、小P 1からはオニグルミの堅果が出土している。

覆土は、 1 ：黒褐色土（細かいローム粒が混じる)、 2 ：黒褐色士（細かいローム粒と炭化物が混

じる)、 3 ：暗黄褐色士（4よりもロームが多い)、 4 ：暗黄褐色土(3よりも黒色土が多く径2mm

から3mmほどのローム粒と炭化物が混じる)、 5 :暗黄褐色土(やや大きなローム粒が不均一に混

じりロームの量が多く炭化物も混じる)、 6 ：暗黄褐色土(比較的大きな炭化物とローム粒が混じり

8よ'）もロームが少ない)、 7 ：茶褐色土（炭化物が多くやや黒味を帯びる)、 8 ：灰褐色土（ロー

ムの量が多く径1cm前後のローム粒とごく少量の炭化物が混じる)、 9 :暗黄褐色土(壁ぎわに堆

積する、大きなローム粒が多量に混じり、 12層よりもロームが多い)、 10 :黒褐色土(床面に堆積し

大きなローム粒が混じる)、 11 :灰褐色土（径2mmほどの細かいローム粒が混じる)、 12 :暗黄褐

色士(11 ･ 9層よりも黒みを帯びる) 、 13 :茶褐色土（ロームの量が少ない)、 14 :暗黄褐色土（硬

い) 、 15 ：暗黄褐色土(非常に硬い)、 16 :暗黄褐色土(ローム粒をわずかに含む)、 17 :暗黄褐色土、

18 ：茶褐色土（細かいローム粒を含む)、 19 :暗茶褐色土(18よりも黒色土が多く黒|床を帯びる) 、

20 :暗黄褐色土(非常に細かいローム粒が混じり硬い)、 21 :茶褐色土(硬く炭化物が混じる） 、 22 :

黄褐色土（硬く大きなローム粒が混じる）、 23 ：黒褐色土、 24 ：茶褐色士（床mi付近に堆積し黒色土

に炭化物が混じる)。

遺物床面からIII群B]類(1) 、 II群B類、 ⅡI群A"(4 ･ 5) 、 IV群A類土器と石雛(77) 、つま

み付きナイフ （84)、 スクレイパー(102･ 106･ 112) 、石斧(124)、たたき石(134･ 135･ 138)が

出土した。覆土からはII"B類(6～9)、 ⅡI群A"(10～29)、 III群B"(2 ． 3 ･30～58)、 IV群

重複

周溝

炉

小ピット

2()4
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第3章繩文時代の遺跡

A類（59～65)、 IV群B類(66) 、 IV群C類(67)、V群(68～72)土器と石鑛(73～76, 78～81)、

ドリル(83)、ポイントあるいはナイフ(82) 、スクレイパー(85～101,103～105,107～111，113～123)、
石鋸(125)、すり石(126～128, 136)、北海道式石冠(129)、 ス|､一ンリタッチャー(130･ 131)、
たたき石（132． 133･ 137)、 くぼみ石(139･ 140)、石錘(141)、有孔石(142･ 143)、 などが出土
している。

1は床面から出土した。胴部から上の部分と底部が離れた位置から出土したものである。大型の

深鉢形土器。胴部が張l)出し頸部がややくびれ｢1縁部か外反する。大きさに比べて底部が小さく不

安定な土器である。 口唇は角形で磨かれている。 3箇所に山形隆起部をもちそのすぐ横には小さな

隆起があり大小の隆起部で一対になっている。体部にはRL原体による斜行繩文がほぼ全面に施さ

れている。底部付近は磨かれて無文となっている。文様は口唇直下に太い沈線を｢1縁にそってめぐ

らしそれぞれの隆起部に対応する位置と大きな隆起部と小さな隆起部の中間の位置で渦巻文を描い

ている。胴部には渦巻文に対応して縦に31MI I'1形文が配され渦巻文と円形文の間には縦横を一列に

つなぐように沈線が施されている。－番下位の円形文から伸びる縦の沈線は途中でとまっている。

四角形に区画された部分の内側は沈線でさらに枠取りされている。焼成力：非常によく胴上半部には

ところどころに炭化物が付着し茶褐色から黄褐色、胴下半部は赤褐色を呈する。 ll唇から内面にか

けては丁寧に磨かれており、内面は口縁部から胴半ばまでは赤褐色で底部付近は炭化物が付着し黒

褐色を呈する。胎土には小砂利が多い。 2は平縁の大型深鉢形土器。 1の土器よりもわずか5cmほ

どの上位の覆土最下層から出土した。底部はややあげ底気味である。 II1部がわずかに張り出し、縁

が緩やかに外反する。胴部の張り出し、頚部のくびれはlほど強くない。 I l唇は角形で磨かれてい

る。器面にはLR原体による横走気味の繩文が施され､底部付近で･は斜行気味になっているところも

ある。底部は磨かれている。 n縁部は繩文施文後磨かれ無文になっているところがある。焼成は非

常に良く胴上半部は黒褐色、底部付近は赤褐色を呈する。内面は丁寧に磨かれている。胎土には小

砂利が多い。 3は2箇所に山形隆起部をもつ中型の深鉢形土器。胴下半部から下は欠損している。

llil部から11縁にかけて直線的に立ちあがる。口唇は丸味を帯びた角形で磨かれている。器面にはLR

原体による繩文が口縁部付近で斜行気味、胴部では横走気味に施されている。胎土には小砂利が多

<iliil上半部は黒褐色、下半部は赤褐色を呈する。器面には炭化物が付着する。 6は条痕が横位に施

されている。器壁は薄く焼成は良い。9は結束羽状繩文が施されている。10～17はIII群A2類､18～29

はIII群A3類に相当するもの。 10～14には貼付帯で文様力、描かれている。 17は無文地に角形の棒状

工具で刺突文が施されている。 18は繩文地に細い貼付帯で文様が描かれている。 19は沈線で文様が

施されている。 23．27．29は1 I唇に繩による刻み目が、 28には棒状工具による刻み目がつけられて

いる。 30～46はIⅡ群B｣類相当のもの。 30は波状口縁を呈する。 口唇を肥厚させ器面と同じ繩文を

施し、太い溝状の沈線を1条ひいている。器面にはLR原体による斜行繩文が施されている。 31は

体部にLR原体による斜行繩文が施されている。 I1縁部と口唇上には同じ原体で繩線がつけられて

いる。 32は口唇を肥厚させた後、磨きをかけて幅の狭い無文部を形成している。休部にはRL原体

による斜行繩文が施されている。焼成は良い。34～36は沈線で文様が描かれている。34は肥厚させ

た口唇に渦巻文が描かれている。 37～46は繩文のみが施されているもの。 42.44～46には横走気味

の繩文が施されている。 44は無節。 45は口緑が強く外反する。 47．48は大木8b式相当のもの。太

い沈線で円形の文様が描かれている。 49～59はIII群B2類相当のもの。 49は隆帯上に竹管状工具で

刺突文が施されている。50は体部に横走気味の繩文が施されている。隆帯上とその上位には繩線が

つけられている。51～54は、縁部に繩線で文様が描かれている。51･52は山形隆起部をもつもので、

床面出土の
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口縁に沿ってつけられ、縦方向にもつけられている。 52は横走気|床の繩文のもので、 口唇上にも繩

線が施されている。55は緩やかな2個一対と思われる隆起部をもつ。口織部は肥厚し磨かれている。

器面には横走気味の繩文が施され肥厚部にそうように半数竹管状工具で刺突文を施している。 57．

58は撚糸文が施された胴部破片｡59は口縁部が大きく外反する｡頚部に隆帯をめく”らし隆帯上には、

竹管状の工具で刺突文が施されている。 口縁部には細い沈線で文様力罫描かれている。器面には炭化

物が付着している。 60～62は盛土I類相当のもの。 61は折り返し、縁のもの。 64･65は需土4類に

相当するもの。 口縁は角形で繩文が施されている。 67は壺形土器。n唇断面は切|)川し形をしてい

る。器面には羽状繩文が施され頸部には無文帯が設けられている。 68は頸部に無文帯が形成されて

いる鉢形土器。肩がやや張りだす器形のもの。体部には斜行繩文が施されている。

73～77は有茎II11基78～80は木葉形あるいは柳葉形の円基､尖基のもの｡81は菱形の尖基のもの。

82は有茎のもので黒曜石製である。83は両端に機能部がある。84は細長の縦形剥III-につまみ部をわ

ずかに作り出している。 85～94, 97～123は周辺加工で刃部を作りlllしている。 88は鋸歯状の刃部

をもつ。 95．96は両面加工のもの。 これらは剥片の形状をあまり変えることなく刃部を作り出して

いる。 125は|釿面がV字形を呈するもの。 127は半円状扁平打製打器と称されているもの。 128は断

面が三角の角柱礫に非常に幅の狭い使用面がある。 132･133は両面に、 134は一端に、 135は両端に、

136は側縁に、 137は両面と一端に使用痕がある。 139は一面に、 140111j面にくぼみか~ある。141は長

軸に打ち欠きがある。 142と143は泥岩の自然の有孔石。

炉の規模 （長径×短径／厚さm)

炉 1 0~32×0.12/0.05 炉 2 0.34×0.30/006

時期繩文時代I|､期後葉IⅡ群B1類土器の時期時

石器

黒曜石製

有孔石

212



第3章繩文時代の遺跡

GH-7 (図111-30 ･31、図版12-1 ･ 3， 14-2)

位置0-61 ･62， P-60～62 規模 0．22m

特徴GH-6を調査中に確認できた｡GH-6、GP-45と重複する。いずれも本遺構のほうが古い。

GH-6の構築により中央部が掘りぬかれ、北西部は発掘区域外におよんでいる。北側から西側にか

けての部分は上部が削平されているためか明瞭にとらえられなかった。平面形は長円形あるいは楕

円形かと思われる｡床面は凹凸があり堅い｡壁の立ち上がりは北西側ではとらえることができなかっ

たが、確認できた範囲ではやや急角度で立ち上がっている。柱穴は南側壁から50cmほと離れた位

置から1個検出された。小ピットは5個検出された。 また浅い皿状のビットが2個検出されたが、

いずれもGH-6の構築により半分以上が失われている。覆土はGH 6と一括して記載する。

遺物床面からII群B類(6) 、 III群A2類(1)土器が出土した。覆土からはII群B類(2～5)、

IⅡ群A類（7～9）、Ⅲ群B類(10･ 11)、 IV群A類(12～14)、 V群(16～19)土器と石雛(21) 、

ポイント （22)、スクレイパー（23～27)、石斧（28)、たたき石（29.30)、台石（31)、 コア、 Uフ

レイクなどが出土した。

1は南東側の床面から出土したものである。胴部から下は欠損している。 口縁の四箇所に弁状突

起をもうけている。文様帯は胴上半に限られるようで、胴部との境は2本の貼付帯により区切られ

ている。休部には斜行繩文が施されている。文様は無文地に貼付帯で弁状突起下に2本垂下する文

様を描き突起間は弧状の貼付帯で結ばれている。 口縁直下にも貼付帯がつけられている。貼付帯間

には3本組の繩線と馬蹄形圧痕文が加えられている。器面は磨滅し、茶褐色を呈する。 2は体部に

結束第1種羽状繩文がつけられている。 1 1縁には撚りの異なる原体を2本組にした繩線が平行ある

いは斜めにつけられている。 3は体部に撚糸文が施されていると思われる。 口縁には細い繩線が3

条めぐる。 4は多軸絡条体の回転による撚糸文が施されている。 5 ． 6は撚り戻しの原体による繩

文がつけられている。 10は1 1唇にも繩文が施されている。 12は口唇に深い刻み目がある。 13は盛土

1類に相当する。無文地に櫛状工具で文様を描き、太い沈線で縁取りするもの。 16は肩部が張り出

す深鉢形土器と思われる。狭い頸部に沈線が3条引かれ、その下位に2ｲ|制一対の突起がつけられて

いる。体部は縦行繩文。 「I縁には炭化物が付着し、内面にはへう削りの痕跡が残る。

24～27は剥片の形をほとんど変えることなく周辺加工により刃部を作り出しているスクレイ

パー。 29は一端と側縁に、 30は両端と側縁に使用痕があるたたき石。

柱穴・小ピットの規模 （長径×短径／深さm)

柱穴1 0.34×0.30/0.76 小P 1 0.29×0.28/0.28 小P-2 0.29×0.25/0.22

小P-3 0.23×0.22/0.14 小P-4 0.27×0.21/0.15 小P-5 0.26×0.21/0.25

時期繩文時代中期前葉III群A2類土器の時期

重複

柱穴

小ピット

床面出土の

土器

石器

ワ1つ
台LJ
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GH-8 (図IⅡ 32)

位置Z 55 規模 / /0.40m

特徴発掘調査区境界の土層断面で確認できた。掘り込み面は第1Ⅱ層上部である。遺構の大部分は

調査区域外におよんでおり壁ぎわの部分をわずかに検出したのみである。床面は|凹|凸があり軟らか

い。壁にそって1IR1Ocm内外、深さ5cm程の浅い溝がめぐっている。 また溝を切|新するかのよう

に浅いピットが2個検,IHされた。覆土は主に茶褐色土が混じる土である。砥石、礫、 フレイクが出

土している。掘り込み面が第1Ⅱ層上部であること、床回が黄褐色ロームをあまり掘り込んではいな

いこと、周溝の存在から判断するとGH-9と同時期(繩文時代後期前葉IV群A類土器の時期)であ

る可能性が強い。

小ピットの規模 （長径×短径／深さrn)

小P-1 0.20×0.17/().31 小P 2 0.24×0.14/0.28

周溝

掘り込み面
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GH-9 (図Ⅱ1 33～39、図版15～19)

位置W-55･56， X 55･ 56 規模5.24×－/0.05×-/0.32m

特徴昭和60年度B地区で発見された盛土の続きを確認するために､調査区南西部の発掘区域境界

にそって'1550cm程のトレンチを入れた結果、箙土が確認されるとともに盛土の末端部を掘り込ん

で（図III 133)竪穴住居が発見された。掘り込み面は第Ⅲ層上部の需土（盛土4層）中である。南

西部の5分の一程度が発掘区域外に及んでいる。本住居（下位の竪穴住居）は覆土13層中を床面と

する上位の竪穴住居と重複している。上位の竪穴は下位の竪穴の形状をほとんど変えることなくそ

の窪みを利用しているらしい。平面形は円形である。壁は耕作による攪乱で一部確認できないとこ

ろもあったが、ほぼ全周で急角度に立ち上がる。下位の床Imは平土日で堅く締っている。上位の床面

はこの面のところどころに黄褐色ロームを貼って床面としている。下位の床面からはIV群A類．盛

土4類土器（図I11-34-2 ･ 3)、上位の床面からはIV群A類・礁土5類土器（図Ⅱ1-34-1)が出

土している。

炉は竪穴の中央からやや南東よりの後述する出入｢'施設に近い位置から検出された。径が60cm

程で平面形は円形、断面形が鉢形である。炉の中には硬く締った赤褐色の焼土、炭化物混じりの焼

土がぴっし'）と堆積していた。 この炉の周りに貼り付けられている黄褐色ロームを剥ぐと、下位の

堅い床面が検出された。 このことから下位の炉の周辺に占い焼土や黄褐色ロームを貼り付け嵩あげ

し （網の部分）上位の竪穴の炉として使用していたことがわかった。炉の中にはIV"A類土器の大

型破片（図Ⅱ1-35-9)が内|川を表にした状態で出土した。長い間炉の中に置かれ熱が加えられて

いたらしく 、土器の胎土内部まで真白になっており文様はほとんとゞ消えていた。炉を使用する際の

台のようなものであったろうか。

H1入口部と思われる施設は炉の1付東側から検出された(図版15-1)。長さ1.3m、 1F20cm、深

さ15～2()cm程の2本の溝が竪穴内の炉の方向から外に向けて並列してつくられている。満lの方

が2よりもやや浅い。溝の先端は2本とも40～50cm程外側に張り出している。これらの~帷列する

溝の間をつなぐように'|]520cm、深さ5～8cm程の幅広の溝と1IRI()cm程の細い溝がつけられて

いる。溝lの横には長さが3分の2程の短く浅い溝があるが、上位の竪穴を利肘する際に新たに掘

られたものかもしれない。小さな杭状のピットが2帖'2つの溝の間に穿たれている。周溝は出入口

施設の両端から40～50cm離れた位置で途切れるほか砿から20cm程|大l側をめ〈･っている。溝は幅

上位と下位

の竪穴の重

複

床面

炉

炉の中の土

器片

出入口部施

設

周溝
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第3章繩文時代の遺跡

10cm内外、深さ6～8cmである。溝の何箇所かに小さな杭状のピットが穿たれている。図示した

周溝は下位の竪穴住居のもので、上位の竪穴のものは平面的にはとらえることは出来なかったが、
土層断面（図III 33、セクションa－b、 c-d)からその一部か確認できた。柱穴は4個検出さ

れた。炉と出入口施設を結んだ線の延長上に左右対称に配されているようである。 このうち柱穴1

と柱穴4は重複している。柱穴1は上位の竪穴のものであろう。 このほか炉の両側から浅い皿状の

ピッ l､ 、柱穴とは断定できないが、径が20cm程、深さ30cm程の小ピットから5個検出された。

床面、覆土下部からオニグルミの堅果、ヤマフゞドウ、キハダ、覆土中からオニグルミの堅果、 クリ、
焼けたシカの11,V末節骨が検ILI1された。

覆土は、 1 ：茶褐色土(径1， 2mm程のローム粒が混じる)、 2 :茶褐色土(3よりもロームが

少ない) 、 3 ：暗黄褐色土（硬く 、比較的大きなローム粒と炭化物力§不均一に混じる)、 4 ：暗茶褐

色士（細かいローム粒、黒色土が不均一に混じり、焼粘土と炭化物も混じる)、 5 ：黒褐色土（ボロ

ボロと崩れやすい)、 6 ：暗茶褐色土(径5mm程のローム粒、黒色土が不均一に混じり、炭化物と

焼粘土も混じる)、 7 ：暗茶褐色土(細かいローム粒と炭化物が混じり、 8よりもロームの量は少な

く黒味を帯びる)、 8 ：明茶褐色土（黄褐色ロームが比較的多く細かい炭化物力ざ混じる)、 9 ：黒褐

色土(硬く、非常に細かいローム粒と炭化物がわずかに混じる)、 10 :茶褐色士（黒褐色土が不均一

に混じり、竪穴の中心部に向うほど量が多くなり炭化物も混じる。ボロボロと崩れやすい)、 11 :茶

褐色土(10よりも炭化物の量か多く 、焼土も少し混じる) 、 12 :黒褐色土(黒味が強く 、細かいロー

ム粒と炭化物が混じる)、 13 :黒褐色土(炭化物が多く粘性があり、非常に細かいローム粒が少し混

じる。 この層中に上位の竪穴住居の床面力訂ある)、 14 :暗黄褐色土(黄褐色ロームのう、ロックが多量

に混じり、炭化物、焼土も混じる) 、 15 :暗黄褐色土(下位の床面に貼ってある比較的硬いロームで

汚れてお|) 、炭化物と径5mm前後のローム粒が混じる)、 16 :黄褐色土(硬い黄褐色ロームを主と

する土で汚れており 15と似ている。下位の床面直上の土である)、 17 :茶褐色士（やや黒味を帯び

て炭化物が混じる)、 18 ：茶褐色土（炭化物と細かいローム粒が混じる)、 19 ：暗黄褐色土（6より
も黄褐色ロームが多い)、 20 :黒褐色土。

遺物床面からIV群A類( 1～3， 10～13)、 II群、 III群A類土器とすI)石が出土した。覆土からは

I群、 II群(8， 14～20)、Ⅲ群A類(21～33)、 IⅡ群B類(34) 、 IV群A"(4～7， 35～61)、V

群土器と石雛（62～77)、 ドリル（78)、つまみ付きナイフ （79.80)、 スクレイパー(81～104)、す

り石(105･106)、たたき石(107～116) 、 くぼみ石(117･118)、台石、砥石(119)、石製IM! (120～124)

が出土している。炉からはIV群A類(9)土器が出土している。

1は上位の床面から押し潰されたような状態で出土した。畷土5類相当のもの。緩やかな波状口

縁の大型深鉢形土器。胴部がやや張り出し口縁部に直線的に開く 、 口唇は角形で磨かれている。頚

部のくびれ部には沈線で区画された幅の狭い無文帯が形成されている。 口縁部には1条沈線が施さ

れ、磨消繩文により横長の区画文が8箇所に配されている。胴下半部には2条沈線力訂施され、沈線

で区画された中に磨消繩文で大衲な「J」字状の入組文が描かれている。肩部には沈線で波状文が

施されている｡繩文はRL原体によるものである｡焼成は非常に良く内面からLI唇上にかけて磨かれ

ている。 I|1部には炭化物が付着する。胴部下半は欠損している。 2･3は下位の床面から出土した。

盛土4類相当のもの。 2は緩やかな波状口縁の中型鉢形土器。 口唇は丸味のある角形で磨かれてい

る。 LI縁部は無文で、 I|而1部には沈線で区画されて文様帯が上下に2段ある。文様は沈線で「乙」字

文を2条横位方向に展開させて、文様帯の部分にのみLR原体による繩文を不規則な方向に粗く施

文している。焼成は良く灰白色を呈する。胎土には砂が多↓恥3は平縁の中型深鉢形土器。底部は

柱穴

皿状・小ピッ

ト

シカの末節

骨

上位の床面

出土の土器

下位の床面

出土の土器
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図IⅡ－37 GH-9出土の土器(4)

輪積みの位置で欠損している。文様帯は2と同様に沈線で区画され2段に構成されている。上段に

は縦に蛇行する沈線、下段には｢乙｣字文をそれぞれ横位方向に展開させて、 その部分にのみLR原

体による繩文を施している。焼成は良く灰黄色を呈する。内面には調整痕が残る。 9は炉と住居跡

の覆土中から出土したもので図の網の部分の土器片が炉の中央に内面を表にして置かれていた。 1 1

縁部は欠損している。胴部がわずかに張り出す|]]筒形の深鉢である。盛土4類かと思われる。二次

焼成を受けて全体に灰白色を呈している｡特に炉の中にあった部分は文様がほとんど磨滅している。

頚部に1条沈線がめぐり体部には繩文地に沈線で縦に等間隔に平行線を施し、その間をl1l形の文様

を充填させている。 10はlllilが張らず'二|縁が直線的に開く平縁の深鉢形土器。盛土5類相当のもの。

｢l唇は角形、頚部には狭い無文帯が形成されている。 口縁部には繩文地に沈線で鋸歯状文が描かれ

ている。胴部には磨消繩文で「カニのハサミ」状の文様と沈線で硬化した渦巻文が描かれている。

内外面には炭化物が付着している。 12は無文地に横走沈線と 「乙」字文を横環させる文様が施され

ている。沈線上には竹管状工具で刺突文がつけられている。 13は波状の口縁部に斜行繩文が施され

3条埴位の沈線をそわせている。頸部にも沈線がめ<･ l)下位には刺突がつけられている。

8は円筒形深鉢形土器。 n唇はやや尖り気味である。 口縁にはLIji(体による繩線が3条施されて

いる。体部には網目状撚糸文（稗Ih絡条体第6類）が施され、結束羽状繩文が5段程重ねられてい

るが羽状にならず斜行繩文の部分のみが施されているところもある。 IN上半部は赤褐色を呈する。

内1niは磨かれ赤褐色を呈する。 14は撚り戻しの原体による繩文のもの。15は無節の繩文が施されて

いる。 17は多軸絡条体の回転文。 18は｢I縁部に2条一組の繩線が施されている。 21～24はⅢ群A2

類相当のもので貼付帯により文様が施されている。 25～32はⅡI群A3類朴|当のもの。 25･26は同一

化1体の破片と思われる。 1l1形突起部をもつもの。 「1唇と突起部を肥厚させその上に繩文を施してい

る｡器面にはRLjji(体による斜行繩文を施した後綾絡文を重ねている｡文様は突起部~|､~に太い沈線を

4 ． 5条垂下させ、そこから左右にI｣縁に沿う沈線を配している。焼成は良く黄褐色を呈する。 27

は口唇に細い棒状工具で刻み目がつけられている。29は細い沈線で文様が描かれている。32はサケ

タイプの魚骨回転文が施されている。35～41は盛土1類相当のもの。35～40は無文地に沈線で文様

がｷI!,iiかれている。 35はILI形隆起部をもつもの。隆起部とその両側に指頭によると思われる圧痕がつ

炉の中の土

器

二次焼成

網目状撚糸

文

クワ‘フ
白白色
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第3章繩文時代の遺制

けられている。体部は無文地に細い沈線で文様力§描かれている。36にも同様の圧痕がある。 37は口

唇に細い棒状工具で斜めの刻み目がつけられている。 41は山形隆起部をもつもの。口縁の無文部に

3条の平行繩線がめぐっている。休部には沈線施文後にRL原体による斜行繩文が帯状に施されて

いる。42～46は關土2類相当と思われる。42は強く外反する口縁の内外面に粘土紐で弧状の文様が

描かれ、その上にのみ繩文が施されている。 43は内面にも横走する沈線が施されている。46は口唇

の断面力寸切|)出し形を呈する。 47は無文のもの。 4．51は盛土3類に相当するもの。 4は平縁の大

型深鉢形土器。 ll耐1部がやや張I)出し口縁が外反する。 I 1縁には幅の狭い無文帯が形成されており、

指による整形の跡がある。文様は頸部と肩部にひかれた狭い範囲に限られ、 その部分にのみ繩文を

施し沈線による大柄な「乙」字文を横位に展開させている。灰黄色を呈しところどころに炭化物が

付着する。 5～7 ．49．50．52～55は磯土4類に相当のもの。 5は大型の壺形土器。胴下半は欠損

している。 n縁は緩やかな波状である。頸部には1条沈線が横環する。胴部文様は器面が磨滅して

いてはっきりしないが、磨消繩文による文様と沈線による「乙」字文が描かれている。胎土に小砂

利が多く灰白色を呈する。長い間地表に晒されていたような状態である。 6は緩やかな波状の小型

鉢形土器。胴部はあま')張らず口縁が外反し、頚部に1条沈線がひかれて'隅の広い無文帯が形成さ

れている。体部には磨消繩文で硬化した大柄な渦巻文が描かれている。胎土に小砂利が多く茶褐色

を呈する。内外面に炭化物が付着する。 7は口縁が緩やかな波状を呈する無文の中型深鉢形土器。

頚部に途切れ途切れに沈線がめぐっている。 口縁から胴上半部の器内外面には多量に炭化物が付着

する。器面に縦方向に調整された痕跡が残り凹凸がある。胎土・焼成・色調は6と良く似ている。

54はLI縁部に沈線が鋸歯状文が施されている。口唇は角形で繩文が施されている。56～59は盛上5

類相当のもの。 56．57は非常に焼成が良い土器である。 57は薄手で灰白色を呈する。波状、縁のも

の｡RL原体による繩文地の1 I唇直下と頚部に沈線が施され､区画された中に磨消繩文で文様を施し

ている。 58は頸部に無文帯を設けているもの。 1 l唇は角形で繩文力、つけられている。 1.縁の繩文地

には沈線で「乙」字文が2条施されている。 61はI|1部文様帯が多帯化しているもの。盛土4類かも

しれない。

62～66は有茎凹基、 67～71は有茎平基、 27は菱形の尖基である。 78は棒状のドリル。 79は横形

のもので両面加工がなされている。 80はつまみ部を二箇所に設けるもので、片面周辺加工のもので

ある。 81～83は円形もしくは楕円形の両面加工のもの。 87･88は尖頭部をもつもの。 89は内湾する

刃部を作|)出している。 105･106は半円状扁平打製石器と称されているものである。すり面の幅は

狭い。 1()7～112は両端もしくは側縁に使用痕がある。 113･ 114は側縁のところとゞころに、 115は両

端と側縁のところと？ころに使用痕がある｡117は両面に連続した複数のくぼみがある｡120･ 121は三

日月形石器。 121は黒ll認石製で両端が欠損している。琴柱に似た形をしている。 120は頁岩製。断面

は菱形で二次加工が両面に入念になされている。 122･ 123はひすい製の玉。 122は両方向から穿孔

されたもの。孔壁には工具の回転痕が認められる#, 123は孔の部分から割れているが両方からの穿孔

のもの。 124は泥岩のH然の扁平な有孔石で､側縁の一部が磨がかれている。垂飾として利用したも

のかもしれない。

柱穴・小ピット ・炉の規模と出土土器 （長径×短径／深さ （厚さ)m;土器）

柱穴1 0.27×0.24/0.61 ; IV群A類 柱穴2 0.33×0.25/0.53 ; II群･ IⅡ群A類

柱穴3 0.26×0.23/0.49 ; IV群A類 柱穴4 0.27×0.26/0.37 ; II群

小P-1 0.37×0.22/0.11 ; IV群A類 小P-2 0.27×0.21/0_20 ; II群

小P 3 0.23×0.19/0.19 小P 4 0.25×0.24/0.18

RL原体に

よる繩文

石器

三日月形石

器

ひすい製の

玉

Ｆ
ｎ
Ｊ

ｎ
／
］

、
／
』



第3章繩文時代の遺跡

小P-5 0.27×0.25/0.34

炉 0.58×0.56/()13

時期繩文時代後期前葉IV群A類土器の時期

llll状ピッ|、 0.58×0.38/0.15 ; II群

（3） 土 壊

1） フラスコ状ピット

GP-31 (図III-40～44、図版20～22)

位置Q 60･61 規模1.04×1.00/2.30×2.08/1.14m

特徴繩文時代後期後葉の住居跡GH-4の東側隅の床面で確認された。 G地区で発見された唯一

のフラスコ状ピットである。平面形は擴1 1部、底面ともに不整円形である。中央からやや北よI)の

底面から径32×20cm、深さ10cm程の楕円形の浅いピットが検出された。断1mは南西部に非常に

強く張り出す形であるが北側ではあまり張り出さない。壁は全体的にボロボロと崩れやすい。特に

擴口部付近は調査中にも何度か崩落しており、本来擴nは相皇'』I小さいものであったと思われる。覆

土は軟らかい焼土、炭化物、焼骨なとゞが混じる茶褐色土と、壁の崩落土とみなされる黄褐色ローム

を主とする硬い土が堆積していた。遺物は堆積が一応連続している3つの層、①覆土l～4層、②

覆土6 ･ 7 ･ 11 ･ 12屑、③覆土131W･床面、から比較的まとまって出土した。土器はすべてII群B

類である。特に覆土7層からはほほ完形に復元できた土器が4個体、土圧で押し潰され重なった状

態で出土した。 このような土器の出土状況はII群B類土器の比較的短い期間に、数度にわたって埋

没土の堆積、土器の廃棄という現象が繰')返された結果であると考えられる。床面、覆土の土をフ

ローテーションした結果、炭化したクリ、 オニグルミの堅果などが出土した。

覆土は、 1 ：暗黄褐色士（硬く 、細かい炭化物が比較的多く混じり、黄褐色ローム粒も混じる)、

2 ：黄褐色土（硬く 、 ロームにわずかに黒色土が混じる) 、 3 ：暗黄褐色土（軟らかく 、非常に細か

いローム粒と炭化物が混じり、 lよりもロームの量は少ない) 、 4 ：茶褐色土(軟らかく粘性があり、

細かいローム粒と炭化物が混じり、 1 ･3層よりも黒色土が多い) 、 5 :黄褐色士（『欣らかく 、 ロー

ムが帯状に堆積し、わずかに黒褐色土が混じる) 、 6 ：暗黄褐色土(ボロボロと崩れやすく 、遺物が

比較的多く出土した層で、焼土が混じり、黄褐色ローム粒、炭化物も多く混じる) 、 7 ：茶褐色土(径

5mm程の炭火物とローム粒、焼粘土が多く混じり、軟らかくボロボロと崩れやすく 、遺物がまと

まって出土している層である)、 8 ：黄褐色土（硬いローム) 、 9 ：茶褐色土（軟らかく 、 ロームと

黒褐色土か不均一に混じ') 、ボロボロと崩れやすい)、 10 ：茶褐色土(ブロック状のロームが不均一

に混じり、ボロボロと崩れやすく炭化物がわずかに混じる) 、 1l :暗黄褐色土(炭化物が多く黄褐色

ロームがところどころに混じり、崩れやすい)、 12 :茶褐色上(炭化物が非常に多く 、黄禍色ローム

が不均一に混じる、焼土も混じり、粘性がある)、 13 ：黄褐色土(硬いロームと軟らかいロームが不

均一に混じり、比較的遺物が多い)、 14 :暗黄褐色土。

遺物床面、覆土から出土した士器はすべてII群B類土器である。覆土の堆積状態と遺物の出土状

況から1:ll断し、 1 )覆土l～4層出土の土器(1 ･ 8～18)、 2)覆土6 ･ 7 ' 11 ･ 12層出土の土器

（2～5， 19～43)、 3)覆土13層、床面出土の土器(6 ･ 7 ･ 44～54)に分けて記載することと

する。石器は床面から幌棒状石器(65)、覆土から石雛(55) 、 スクレイパー(57～61)、たたき打(62･

63) 、黒唯石のフレイク、砥石ﾉ= II･、 くぼみ石が出土している。

l)覆土1～4層出土の土器（図IⅡ－40 1 ， 41)

1は3層から出土した。 口縁がわずかに外反する平縁の中11＃の筒形土器。 「1唇断面は丸味を帯び

浅いピット

崩落

II群B類土

器

埋土の堆積

と土器の廃

棄

６？〕
「
Ｊ
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第3章繩文時代の遺"

る。体部にはRの繩を軸に右巻にした原体による撚糸文カゼ底部まで施されている。 I I縁部には撚り

戻しの1%(体による横走する繩文が施されている。あげ底気味の底面と内面は磨かれている。体上半

にはところどころに炭化物が付着し茶褐色を呈する。胴下半は黄褐色である。 8 ． 9は同一個体の

破片と思われるもの｡体部にはやや斜めに撚糸文が施されている。口縁部にはLR原体による繩線か

施されている。10はl l縁部付近の破片と思われ､RL原体による斜行繩文地に同じ原体によると思わ

れる繩線が施されている｡11には撚糸文が､12～14には撚I)戻しの原体による繩文が施されている。

12の|ﾉ11(IIは黒光l)す~る。13は繩文施文後へラ状の工具で器面を調整している。15は撚糸文か施され

ている破片。擦')切')痕か残る。 16．17は同一個体と思われる。比較的幅広となると思われるI 1"

部に幟方向に条痕文か施され、LR原体による繩線を縦方向につけている。体部にはLR原体を縦方

向に回転させ、 1 l緑部との境目に中空の棒状工具で下から斜めに突く刺突文がめぐっている。内面

は丁寧に磨かれている。 18は絡条体圧痕文が施されている。

2）覆土6 ･ 7 ･ 11 ･ 12層出土の土器（図III-40 2～4， 42)

2～4は7層からまとまってILH土したものである。 2は平縁の中型筒形土器。 口唇の|断面は尖り

気味である。休部にはRの繩を軸に右巻にした原体による撚糸文が不規則に浅く施文されている。

#lliに繩を巻く際の間隔が密なところと疎のところがあって不揃いになっているようである。撚糸文

には結束第1種羽状繩文が3段重ねられている。 口縁部には羽状繩文後に撚りの異なる2本一組の

繩線か~2条施されている。 口唇から内面にかけてと、 あげ底気味の底面は磨かれている。全体的に

黄榿色を呈し体上半と内面~ﾄ半部に炭化物が付着する。 3は不規則に波打つ中型の筒形土器。 口唇

の断面は尖り気味である。休部には結束第1種羽状繩文とLの繩を軸に左巻にした原体による撚糸

文とを'二から順番に交互に施文している。 l l縁部には羽状繩文施文後軽く磨がかれ絡条体圧痕文が

2条口縁に並列して施されている。内面から口唇にかけては]一章に磨かれている。あげ底気味の底

面も磨かれている。焼成は良く体上半は茶褐色、 ‐卜半は黄榿色を呈し内外面のところどころに炭化

物が付着する。 4は4箇所に緩やかなl1 1形隆起部をもつ大型の筒形土器。 L1唇は尖り気味でわずか

に外反する。休部には3と同様の手法で結束第1種羽状繩文とRの繩を軸に右巻にした原体による

撚糸文を上から順番に交互に施している。 「1縁部には羽状繩文施文後R原体による繩線を2条、RL

原体による繩線を1条施している。 R原体の繩線が不鮮lﾘ}なところをRLlj(体の繩線で補っている

ところが部分的にある。内Iniから| I唇にかけては磨かれている。焼成は良く体上半は茶褐色、体下

半は黄榿色を呈する。 ところと÷ころに炭化物が付着する。 5は平縁の' |｣型の筒形土器。 Iﾄil下半は欠

損している。 口縁はやや外反し、 「1唇断面は丸味を帯びている。休部には撚')戻し原体による縦行

繩文が施され、部分的には磨きがかけられている。 「l縁部には休部と同じ原体を横位に回転させ重

ねているところもある。器面は茶褐色を呈し多量に炭化物が付着する。 19．20は同一個体のものと

思われる。 「1唇|断面は尖り気|味である。器面には結束第1種羽状繩文とRの繩を杣に左巻にした原

体による撚糸文を上から111頁に交互に施文している。21も同様の施文手法である。22は休部にLの繩

を軸に左巻にした原体による撚糸文か施され、 1 1縁の狭い無文の部分にL原体による2本一組の繩

線カゴ3条口絨に平行に施されている。黄榿色を呈する土器である。 23は薄手のやや外反するI 1縁の

もの｡休部にはLR原休による斜･行繩文が施されている。 l l縁部には比較的太いL原体による2本組

の繩線が2条施されている。24は本遺構から出上した他の土器と異なり胎土に海綿の骨針とみなさ

れる白色の針状のものか混入していないものである。内1iliは非常に良く暦かれ灰白色を里する。 「I

唇は丸味を帯び磨かれている。 ｜ |縁部は比較的1幅広かと思われ、無文地に撚りの方lhlの異なる2本

一組の繩線とL原体による繩線を何条か施している。 25は19と同じ文様構成をもつものかもしれ

撚り戻しの

原体

絡条体圧痕

文

結束第1種

羽状繩文

施文順序

海綿骨針が

混入しない

土器
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ない。 26は撚りの方向の異なる2本一組の繩線が施されている。 27の口唇は角形で磨かれている。

L原体による2本一組の繩線が施されている。 28は柚方向に条痕文が施され、 L原体による繩線が

横、斜めにつけられている。 29～32は撚糸文が施されている'何部の破片。 33．35は撚り戻しの原体

による繩文か施されている。 34-a･bは|司一個体の破片で、 19と同様の手法で文様がつけられて

いる。 41～43は擦り切り痕のある土器片-である。 41は有孔土製円盤の未成,lihであろう。表・裏面か

ら穿孔がなされている。 H繩自巻的繩文に結束第1種状繩文が重ねられている破片。内面は非常に

丁寧に磨かれている。42には撚り戻しのli(体による繩文、 43は撚糸文に結束第1種羽状繩文が重ね
られている破片である。

3）覆土13層・床面出土の土器、石器（図IⅡ－40-6 ･ 7，－43･44)

6は床而から出土した。 4箇所に山形隆起部をもつ小型の筒形土器。 n唇は尖り気味で口縁はわ

ずかに外反する。器面には底部付近にまで太いLR原体による斜行繩文が施されている。口縁部には

休部の繩文と|可じ原体と思われる繩線を3条横環させている。内・外面ともにあまり磨きはかけら

れていない。内面の下半には炭化物が付着する。黄褐色を呈する。 7はu縁部が大きく外反する大

型筒形土器の破ﾉﾔ。 口唇断imはやや丸味を帯びている。頸部には粘土がわずかに盛り上げられ軽〈

磨かれて狭い無文帯が作り出され、 口縁部と|ﾙ1部を区画している。 ｜幅広の1J縁部と体上半には撚

り戻しの1%(体による斜ｲ丁繩文が施されている。下半部には口縁部のものとは異なる撚り戻しの原体

擦り切り痕
のある十器

片

23()



第3章繩文時代の遺跡

による縦行繩文が施文されていると思われる。内面は丁寧に磨かれ黄褐色を呈する。器而は上半が

黄褐色、下半部は茶褐色を呈する。 44は口唇が丸味を帯びる。口縁の無文地に撚糸文を横位に回転

し施文している。 45は口唇の角形で磨かれている。器面にはLR原体による斜行繩文が施されてい

る。 47は休部にはLR原体による細かい斜行繩文か施されている。 | 1縁にはL原体の2本一組の繩

線が2条施されている。内面は磨かれ黄樟色を呈する。 48は貼付帯と2段のlj(体による太い綾絡文

で文様が描かれている。貼付帯の上ﾄには太い沈線がひかれている。 49は緩やかな波状'二1縁をなす

と思われる。口縁はやや外反する。、唇は尖り気味で磨かれている。LR原体をI｣縁部ではI幅広く縦

方向に、体部では横方向に施文しているものである。焼成は良く黒褐色を呈する。 50～53は擦り切

')痕のある破片。 50．52．53は撚り戻しの原体による繩文が施されている。 51は図の両側縁に擦り

切り痕がある。内面は丁寧に磨かれ黄榿色を呈する。焼成は良い。 52は大型の筒形土器の破片-かと

思われるもので、 I｣唇は角形で口唇上から内面にかけては丁寧に磨かれ光沢がある。擦り切り痕は

図の両側縁にある。体部には撚り戻しの原体による斜行繩文が施されている。幅広の、縁部には絡

条体圧痕文が5条口縁に並行に施されている。 lll'il部との境目には中空の棒状工具による刺突文と細

い先の尖った工具での刺突文が施されている。焼成は非常に良く内面には炭化物が付着する。 53は

数箇所に擦り切I)痕がある。胎土、焼成内liliの磨きは51と良く似ている。54はRL原体による斜行

繩文が施されている。内面はあまり磨かれておらずザラザラする。

55は菱形の尖基の石雛、 57． 58は両面加工のもの。 59はノッチのあるスクレイパー。 62は棒状

礫の一端、 63は側縁にたたき痕がある｡64は両面に複数のくぼみがある。65は泥岩製の根棒状石器。

表面には鉄分が付着し茶褐色を呈する｡柄の部分には粗く削りが加えられ握り部を作り出している。

側縁にもわずかに調整の跡があるが全体の形状を殆んど変えていない。

擦り切り痕
のある土器

片

梶棒状石器

2）墓の可能性があるピット

GP-6 (図Ⅱ1 45･ 46、図版26-1 ･ 2)

位置S 60･61 規模 1.54×1.47/1.28×1.13/0.66m

特徴第1Ⅱ層中部で黄褐色ロームが多量に混じる茶褐色土の円形の落ち込みを確認した。平而形は

円形で底面は平坦で堅くしまっている。壁の立ち上がりは全周でほぼ垂直で擴n部でわずかに広

がっている。擴底から15cm程上位、覆土3層からIV群A類の小型深鉢形土器（図Ⅱ1-45 3)が

横倒しの状態で出上した、完形品で土圧で押し潰された状態でもないことから、上擴に埋納された

ものと考えられる。土器の中には軟らかい茶褐色土が詰ってお') 、その中からサメの下顎歯(図Ⅲ

45－2）が検出された。土器に封入されていたものであろう。覆土の堆積状態は人為的埋め戻しの

様相を呈してお') 、土器の出土状況、サメの歯の封入という点から判|釿し、本遺構は墓である可能

性が強いと思われる。

覆土はl :茶褐色上（粘性があり、 ローム粒と焼土と炭化物を含む)、 2 :茶褐色土(1よりも黄

褐色ロームの量が多い)、 3 ：暗茶褐色上(細かいローム粒と炭化物が混じ') 、 1よりも黒褐色土が

多く粘性がある)、 4 ：暗黄褐色土（ロームの量が多くポロポロする) 、 5 ：黒褐色士（細かいロー

ム粒を極わずか含む)、 6 ：昭黄褐色上、 7 ：黒褐色土(ポロポロして、床面に堆積している） 、 8 ：

暗黄褐色士。

遣物覆土31稗からIV群A"(1)土器が出土した。 この土器にはメジロザメ属の一種の下顎歯(2)

が入っていた。 このほか覆土からII群B"(3)、 ⅡI群A"(4～16)、 III群B類(17～23)、 IV群A

類（24～44)、 V群（45）土器と、 ドリル（46)、 スクレイパー（47～51) 、石斧、すり石(52)など

土器の埋納

サメの下顎

歯

蟇の可能性

23］



第3章繩文時代の遺跡
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第3章繩文時代の遺跡

が出土した。

1は盛土2類相当のもの。平縁で胴が張る小型の深鉢形土器。 口縁部は無文で幅が狭くわずかに

外反する。櫛状工具により頸部から肩部にかけて施された'幅の広い条線と、胴部中程に施された条

線で区画された中に縦方向に蛇行する文様を6箇所に配している。縦の条線による文様は、間延び

した「乙」字文で横方向にもつなげられている。条線は太い沈線で縁取りがされているが、条線の

文様に沿わずに不規則に施されているところも部分的にある。焼成は良く黒褐色を呈する。器面全

櫛状工具
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第3章繩文時代の遺跡

メジロザメ

属の一種
体に炭化物か付着している。 2はメジロザメ属の一種の下顎歯と思われる。 lの土器に充填されて

いた土の中から検出された。歯冠部のエナメル質のみが残る。 4～10は貼付帯により文様が描かれ

ている。いずれも貼付帯上には縄による刻み目がある。 5， 6は断面が角形の工具で刺突文か施さ

れている。 10は貼付帯間に円形の刺突文が施されている。 11は細い沈線で文様が描かれている。

12～16は縄文が施されているもの。 14-a･bは薄手で口唇は尖り気味である。 口唇上には縄の刻み

目がある。器面にはRL原体による縄文地に綾絡文が重ねられている。焼成が良く茶褐色を呈する。

17は山形隆起部をもつもので、器面にはLR原体を横位と縦位に回転させて重ねている。 19には無

節の縄文、23には複節の縄文か施されている。24～41は盛土1類相当のもの｡24は器面にはまばら

に縄文が施されてお')、横走する沈線を口縁にそって何条かめぐらしている。 口縁部には細い貼付

帯で「8」の字の文様を描き沈線で縁取りしている。貼付帯上には指頭の圧痕力葡つけられている。

25～41は無文地に沈線で文様が描かれているものである｡25は無文地にI I縁部では隆起部にそって

3条の沈線をめぐらし、下位にめぐらされている沈線と2本組の弧線でつないでいる。 n縁部の隆

起部には指頭の圧痕が複数施されている。胎土は砂っぽく灰黄色を呈する。 31～40は壺形土器の破

片。31には鮮やかな朱が塗られている。34～37は同一個体と思われる壺形土器の破片。波線でl1｣形

を重ねる文様、円形、蛇行する区画文を描いている。胎土には小砂利が多く灰黄色を呈する。焼成

は良い。41は指でつけられたかのような沈線がある。42は文様を描き沈線で縁取りしている。43に

は中空の工具での刺突文、 44には爪形の刺突文か施されている。

時期縄文時代後期前葉Ⅳ群A類土器の時期。

GP-19 (図IⅡ－47, 図版26-3, 4)

位置Q-61 ･62 規模1.18×1.08/1.06×1.05/0.68m

特徴第Ⅲ層中部で茶褐色土の落ち込みを確認した。平面形は不整円形、西側壁がオーバーハング

し断面形は袋状である。底面は皿状である。床直上からIV群A類土器か出土した。覆土には炭化物、

焼土、焼粘土が多量に混じる土、上部には黒褐色土を主とする土が堆積しており埋め戻しの様相を

呈している。覆土の状態はGP-2と非常に良く似ている。

覆土は、 l :茶褐色土(細かいローム粒と焼粘土を含み、軟らかい)、 2 :茶褐色土( 1よりもロー

ムの量が多く 、軟らかく炭化物も多い)、 3 ：黒褐色士（細かいローム粒と炭化物を含む)、 4 ：暗

黄褐色土（径l～2cm程のローム粒と焼粘土が混じる) 、 5 :暗黄褐色土（炭化物、焼土、焼粘土

が混じり、 4よりも黄色味を帯びる)、 6 ：暗黄色土(黄褐色ロームの量が非常に多く 、径l～3cm

前後の比較的大きなローム粒、炭化物、焼土、焼粘土が多量に混じる。ボロボロと崩れやすい)。

遺物床直上からIV群A類土器(1)が出土した。覆土からII群B類、 III群A類(2～6)、Ⅲ群B

類（7～15)、 IV群A類(16～18) 、 V群(19)土器スクレイパー(20～25)、台石等が川土した。

1は盛土1類に相当する深鉢形土器、底部は欠損している。胴部が張り 1 1縁か外反する。器畦は

薄い。 5箇所に1l｣形隆起部をもつ。 ll何部にLR原体による斜行縄文が帯状に施されている。 I 1縁部

には隣り合う隆起部あるいは3つの隆起部をつなぐように2条一組の細い沈線が|｣縁に沿って弧状

にひかれ、 その下位にも上位の弧状の沈線をつなぐように細い2条一組の沈線か施されている。 口

縁部からll'1部にかけて炭化物が多量に付着し黒褐色を呈している。内面は横なでして成形した刷毛

目状の痕跡が残る。焼成は非常に良い、 3は無文地に貼付帯で文様が描かれ、 その間には断面が角

形の棒状工具で刺突がつけられている。 「1唇には棒状工具で浅く刻み目がつけられている。 8は' 1

縁をわずかに肥厚させて磨きをかけている。 13はl l｣形隆起部に対応して縦方向と、 にl縁にそって隆

帯がつけられている。隆帯と、唇上にはそれぞれ異なった工具で刺突がつけられている。 14は隆帯

床面出土の

土器

234
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第3章繩文時代の遺跡

上に刺突が施されている。 15はLR原体による斜行縄文がつけられている。 16は先の尖った工具て

沈線を描いている。 21 ． 22は尖頭部をもつスクレイパー。

時期縄文時代後期前葉IV群A類土器の時期

3）埋め戻しの可能性のあるピット

GP-25 (図III 48～51、図版23～25)

位置V 56，W56 規模1.40×1.38/1.08×1.04/0.64m

特徴關土の4層中を調査中に土圧で押潰された数11曲|体のIV群A類土器か窪みに落ち込むような状

態で検出された。遺構の存在を予想して半裁した結果、平面形が円形の土壌であることがわかった。

底面は凹I｢I1がある。壁は全周ではほぼ垂直に立ち上がり開口部でわずかに広がる。掘り込み面は1I1

層上部の箙土中である。覆土は全体的に軟らかく炭化物、焼土が混じる茶褐色土が主である。土器

は覆土l層中から4個体が一度に投げ込まれたような状態で出土している。覆土の状態がこの周辺

に堆積している盛土の二次堆積土とほぼ同じであることから、 この土擴は盛土がある程度形成され

ていた時期に掘り込まれ、Ⅳ群A類（盛土4類）土器が投げ込まれる頃は半ば埋没していたものと

思われる。

覆土はl :茶褐色土（細かいローム粒と炭化物がわずかに混じる)、 2 :黒褐色土（炭化物と焼土

が多く混じる)、 3 ：黒褐色土(細かいローム粒が混じり、焼土のブロックがレンズ状に堆積する)、

4 ：赤褐色士（焼土)、 5 ：黒褐色土、 6 ：暗黄褐色土（黄褐色ロームに黒色土が混じる)。

這物覆土からIV群A"(1～4， 19～45, 49) 、 II群B類(5～13)、 ⅡI群A類(14～16)、 III群B類

（17, 18)、 IV群土器と石雛、 スクレイパー(46)、たたき石(47, 48)、 くぼみ石、すり石、 コア等

が出土した。

l～4は覆土1層の上部から下部にかけて土擴に投げ込まれた後土圧で潰れたような状態で重な

り合って出土したものである。 3 （一括土器l)は輪積みの位置で底部より下位が欠損している。

わずかに1 l縁が波打つ大砲鉢形土器。 II1部はあまり張らず1 1縁が外)又する。頸部には幅の広い無文

帯が形成されている。 l l唇は角形で縄文が施されている「I縁部には無文地に沈線で大柄な波状文を

3条横環させている。川部文様は上下部に限られ、磨消縄文による入組文が描かれているが、櫛状

工具で文様を描き太い沈線で縁取りし、 その部分にのみ縄文を施す手法のものである。文様帯の下

部には沈線によ'） 「乙」文字を2条横環させている。器面は全体的に灰白色でところどころに黒色

の顔料のようなものが付着している。 1 (一括土器2)は頚部がややくびれ口縁が外反する平縁の

中型の深鉢形土器。底部は欠損している。文様は頚部下位と11N部の中程に沈線で区i由iされた縄文帯

が2段あり、上段には縦に蛇行する沈線、下段には「乙」字文様をそれぞれ横環させている。器面

は| 1縁部付近が黒褐色、 IF1部から底部にかけては赤褐色を呈する。 l l織部と内確に炭化物が付着す

る。 2 （一括土器3）は'1､剛の浅鉢形土器、底面は丸味を帯びて不安定である。器面にはLR原体

による縄文がまばらに施され、底部付近は無文で磨かれている。口縁に2条横走する沈線がひかれ、

その-ﾄ位には「カニのハサミ」状文様を上下で向きを変えて交互に配している。 口縁部から底部ま

で炭化物が付着している。内面にはへう状工具の調整痕が残る。胎土には小砂利が多く海綿骨針が

混入する。 4 （一括土器4）は胴部が強く張り出す大型の深鉢形土器。胴部上半部は欠損している◎

文様はI|1部中程までに限られ、磨消縄文により大柄な入組文が拙かれている。 この入組文をはさむ

ようにlllil下半部には磨消縄文による上|f!lきの弁状文がIIFI上半部には下向きの弁状文が配されてい

る。縄文帯には沈線で「〈」の字の文様が加えられているところがある。器面には炭化物が付着し、

掘り込み面

土器の出土

状況

一括土器1

一括土器2

一括土器3

一括土器4
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第3章繩文時代の遺跡

底部付近は赤褐色を呈する。内面にはへう状工具による調整痕がある。 5は平縁の筒形土器、 口唇

は薄く尖り気味である。体部には肖縄自巻的縄文が施されている。 n縁の狭い無文帯に2条並列す

る綾絡文がつけられている。器面にはところどころに炭化物が付着する。 6は口縁にLR原体によ

る縄線が3条施されている。7は撚りの方161の異なる2本の原体を並列した縄線文が施されている。

8～10， 12は自縄自巻的縄文の施されたI|1部破l '｢｡ 14には単節と無節の縄の原体による結束第1種

羽状縄文が施されている。 18は無文地の口縁に太いLR原体による縄線が1条施されている。n縁

の隆起部は磨かれて平坦になっている。胎土に小砂利が多く器面に凹凸がある。 19～24は盛土1類

に相当するもの。 24は縄文地に細い沈線で文様が描かれている。その他は無文地に沈線で文様が描

かれている。 25， 26は需土2類相当のもの。櫛状工具で文様を描き沈線で縁取りしている。 26には

円形の刺突文がつけられている。27～31は盛土3類と思われる。27は口縁の表裏に沈線で文様が描

かれている。 32～38は縄文地に太い沈線で文様が施されている。 39， 40は盛土4類かと思われる。

41には「カニのハサミ」状文様が描かれている。 45は底部に簾状の圧痕がついている。 49はGH

9の覆土、周辺の包含層からも破片が出土したものでA～Cの大きな破片は同一個体である。接合

しなかったので文様の展開を図上で復元した(図III 50)。盛土4類に相当する大型深鉢形土器。波

状u縁をなす、 口縁部はやや外反し無文帯を設けている。 口唇は角形、頭部とlliil下半に波線を施し

区画した中に磨消縄文で「カニのハサミ」状文様と入組文を組み合わせた文様か描かれている。縄

文地には口縁の隆起部に対応する位置に上下に沈線で大柄な渦巻文を描き、縁飾り的に蛇行する沈

線文、 「〈」の字の文様が施されている。器面は灰白色で胎土には小砂利が多い。内面は磨かれてい

る。 47， 48は扁平礫の両面に使用痕がある。

時期縄文時代後期前葉IV群A類土器の時期

GP-1 (図III-52)

位置T-60 規模1.18×1.12/0.94×0.93/0.65m

特徴第1Ⅱ層下部で中央に黄褐色ローム土、 それを取り囲むように黒褐色土が環状に堆積する円形

の落ち込みを確認した。同様の落ち込みはGP-1の周辺で3個確認された (GP 2、 3， 4)。

平面形は円形、底面は平坦で硬い。壁の立ち上がりは全周でほぼ垂直である。覆土は上部に黄褐色

ローム層が多く混じる土、下部には軟らかい褐色土を主とする土が堆積していた。人為的な埋め戻

しの可能性がある。

覆土は、 1 ：暗黄褐色土（硬く 、 ロームの量が非常に多く 、 ピットの中央部にのみ薄くⅢ状に堆

積する)、 2 ：灰黄褐色土( 1よりも黒色土が多い)、 3 :褐色土、 4 :黒褐色土（軟らかく 、粘性

があり細かいローム粒が混じる)、 5 ：茶褐色土（4よりも黄褐色ロームの量が多い)、 6 ：黄褐色

士（壁際に堆積し、軟らかい茶褐色土も混じる)、 7 ：黒黄褐色士（硬い暗黄褐色ロームがブロック

状に堆積する)。

遺物覆土からII群B類、 IⅡ群A類(1～4)土器がIIH土した。 l～4は覆土4層から川土した。

1は棒状工具による半円形状の刺突文が付けられている。 4は突起部分である。

GP-2 (図Ⅲ-53、図版27-1 ･ 2)

位置T-60 規模0.95×0.92/0.80×0.72/0.55m

特徴第ⅡI層中部で確認された。平面形は円形で底面は硬く平土日である。酸の立ち上がりは全周で

ほぼ垂直である。覆土は全体的に軟らかく 、下部には炭化物が多く混じる土が堆積する。覆土5層

から獣骨片が検出された。

覆土は、 1 ：黒褐色土(軟らかく 、粘性があり細かいロームが混じる)、 2 ：茶褐色土、 3 ：黒褐

文様の復元

覆土の状態

人為的埋め

戻し

24］
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色土（1との分層は明瞭ではないが、 lよりも炭化物が多く軟らかい) 、 4 ：茶褐色土（炭化物、焼

土がわずかに混じる)、 5 ：赤褐色土(炭化物、焼土、骨1 !｢が多量に混じり、黄褐色ロームがブロッ

ク状に混じる)、 6 ：灰褐色土(壁際から床面にかけて堆磧し、軟らかく 、わずかに炭化物が混じる)。

遺物覆土からII群B類(2)、 ’Ⅱ群A類(1･3～11)、 IV群A類土器とドリル(12)、 スクレイパー

（13． 14)、北海道式石冠(15) 、炭化したクルミ等が出土した。

2はR撚糸文が底部まで施されている。 5は口縁の隆起部に粘土を貼り付け、 さらに細い粘土紐

を縦に貼')付けている。休部には縄文地に沈線で文様が描かれている。 10は口縁から垂下すると思

われる2段LR原体の縄の圧痕がある。 9は山形隆起部に短い沈線が3条うけられている。 6は0

段多条のRL原体による斜行縄文が施されている。 1は覆土2層から出土した。休部には結束のあ

る斜行縄文力ご施されている。弁状突起に細い粘土紐で文様が描かれ、突起下にも細長く粘土を貼り

付けているものと、わずかに肥厚させその上を爪状のもので刻み突起の~卜に断面が三角形の隆帯が

付けられているものがある。向い合わせで文様が対になるのかもしれない。 口唇上には縄の圧痕が

ある。 12は剥片の一部に機能部が作りだされたもの。

GP-3 (図III 54、図版27 3)

位置T 60、 U-60 規模0.79×0.76/().63×0.57/0.86m

特徴第1II層中位で黄褐色ローム層が多量に混じる土の落ち込みを確認した。平面形は| '1形で、開

擴部西側は攪乱を受けている。底面は平坦で壁は全周で急角度に立ち上がる。覆土は人為的な埋め

戻しの可能性がある。上～中部は黄褐色ロームが多量に混じる土、下部には黒褐色土を主とする土

が堆積していた。

覆土は、 1 ：暗黄褐色士（硬く 、径l～2cmの黄褐色ローム粒が混じる) 、 2 :灰黄褐色土（粘

性がありlよりも黒味を帯び、 ローム粒が不均一に混じる) 、 3 ：灰黄褐色土（2よりも茶褐色土が

多い)、 4 ：茶褐色土（細かいローム粒と炭化物が混じり、粘性があって軟らかい)、 5 ：暗黄褐色

土（4よりも黄褐色ローム粒が多い) 、 6 ：暗黄褐色土、 7 ：黒褐色土（軟らかく 、黒色土が多<%lll

かいローム粒が混じる)、 8 ：暗黄褐色士（炭化物が混じる)。

遺物覆土l層からII群B"( 1)土器が川土した。

GP-4 (図Ⅱ1 55)

位置T-60 規模0.99×0.86/0.74×0.68/0.70m

特徴第1Ⅱ層下部で確認した。平面形は楕F1形。底Iniは平坦で壁の立ち上がりは、全周で急角度で

ある。覆土は黄褐色ロームか多く混じる土と焼土、骨片、炭化物が多く混じる黒褐色土が交互に堆

積している。人為的埋め戻しの可能性がある。

覆土は、 l :茶褐色土（粘性がある、 」鑑の中央に皿状に堆積し、わずかにローム粒も混じる) 、

2 ：暗黄褐色土(径2～3cm程のローム粒とロームのブロックが不均一に混じる)、 3 :茶褐色士

（粘性があ') 、細かいローム粒と炭化物かわずかに腱じる) 、 4 ：暗黄褐色上(ロームのうゞロックが

非常に多く 、炭化物、焼土、 ′骨片、焼粘土が混じる)、 5 ：茶褐色土、 6 ：暗黄褐色士(細かいロー

ム粒と炭化物、焼土が混じる) 、 7 ：黄褐色土、 8 ：略黄褐色士（9よりもロームの量が少ない)、

9 ：略黄褐色土（7に11ｿ､るがやや黒味を術びる) 、 10 :黄褐色士（畦の崩落土と思われる)、 11 :黒

褐色土（底面に堆積し、粘性がある)。

遺物覆土l･2層からI群、 II群B"(1 ･ 2)、Ⅲ群A類(3 ･ 10)、Ⅲ群B類、 IV群A類土器と

北海道式石冠（12）が出土した。 2は撚り戻しの原体による斜行縄文が施されている。 5に結束羽

状縄文が付けられている。
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GP-11 (図IⅡ 56)

位置S-59、T 59 規模0.82×0.80/0.69×0.61/0.62m

特徴第1Ⅱ層中部で確認された。平面形は擴口部、底面ともに不整円形である。底面は平坦で、壁

の立ち上がりはほぼ垂直で、開l l部がやや広がる。覆土は硬い土と軟らかい~tが交互に堆積してお

り、埋め戻しの様相を呈している。近接するGP 10と覆土、遺物の出土状態が似ている。

覆土は、 l :茶褐色土(細かいローム粒や炭化物が混じI) 、硬い)、 2 : H音黄褐色土(硬い)、 3 :

黒褐色土（ロームと炭化物が混じり、軟らかい)、 4 ：黒褐色ロームがブロック状に混じる)、 5 ：

暗黄褐色土(細かいローム粒を多量に含み、軟らかく 、炭化物が混じる)、 6 ：暗茶禍色士（ローム

の量か非常に多く 、黒色土を極くわずかに含む)。

遺物覆土l層からⅡ群B類(1～8)、 III群(9 ･ 10)土器が出土している。

2 ． 3は撚|)戻し原体により縄文が施されている。 6 ． 7は川部の破片。 自縄自巻的縄文が施さ

れている。 6は包含層出土の図ⅡI-95-56 a～cと同一個体かもしれない。 4 ･ 5 ･ 8には撚糸

文か施されている。 9は結束のある斜行繩文がつけられてお') 、 口縁部には表裏とも、粘土紐によ

る文様がつけられている。 また一部剥離しているu縁にそって貼付帯がつけられている。 口唇上と

貼付帯上は繩の圧痕で刻まれている。 10は無節の斜行繩文のもの。

GP-16 (図III-57)

位置V-58･ 59 規模1.27×1.17/0.88×0.85/1.01m

特徴GP-26と重複する。本遺構が新しい。第1II層中部で確認された。平面形は不整円形。底面重複

はやや凹凸がある。壁は東側底部付近でやや張出し壌口部に向って広がっている。種上上部には噸

い土、中～下部には比較的軟らかい土が堆積しており、 人為的埋め戻しの可能性がある。

覆土は、 l :茶褐色土（硬く 、細かいローム粒が混じる)、 2 :茶褐色土(1よりも黄褐色ローム

量が多い)、 3 ：明茶褐色土（軟らかく 、炭化物が混じる)、 4 ：暗黄褐色土、 5 ：黄禍色土（黒色

土がわずかに混じる)、 6 ：暗黄褐色士（黄褐色ロームと黒色土が不均一に混じる)、 7 ：暗黄褐色

土（6よ'）も黒色土が多くボロボロと崩れやすい)、 8 ：黒褐色土（軟らかく 、底面に堆積する)。

遺物覆土からII群B類(3～7)~ IⅡ群A類(1･ 2， 8～13) 、 ⅡI群B類、 IV群A類、 V群(14)

土器が出土した。 1は覆土と周辺の包含層から出土した破片である。円筒形の深鉢形土器、 4個の

弁状突起をもつ、文様帯は体上半に限られ、 llil部との境は2条の貼付帯で区切られる。休部には結

束第1種羽状縄文が施される。貼付帯による曲線、 ジグザグ文様が施され、貼付帯上には縄の圧痕

が付けられている。貼付帯間は3本一組の縄線と馬蹄形圧痕文が施されている。内面には炭化物が

付着する。 2は口縁部が外反するいびつな小型鉢形土器、器面は凹凸があり、結束羽状縄文が粗く

施されている。胎土には小砂利が多い。 3は撚I)の異なる2本の縄を並列させて軸に巻いた原体に

よる撚糸文が施されている。

4は複節、 5 ． 6は白縄自巻的縄文が施されている。 9 ･ 10は同一体と思われる。休部には結束

第2種羽状縄文が施されている。 口唇には不規nllな間隔で刻み目がつけられている。

14は土塘の上部から出土したものである。

GP-26 (図IⅡ-57)

位置V-58･ 59 規模一×－/-×一/0.20m

特徴GP-16･39を完掘後第VI周上部まで掘り下げた段階で黒褐色土の落ち込みを確認した。上

部を削平してしまった為非常に浅く 、Ⅲ[状である。GP-16J< I)も占いが、 39との新旧関係はわか重複

らない。土層断面図は作成できなかった。
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第3章繩文時代の遺跡

遺物覆土からII群B類(15)土器、黒曜石のフレイクが出土した。

GP-39 (図Ⅲ57)

位置V-58･59 規模 (0.73)×0.65/(0.50)×0.43/0.27m

特徴第Ⅵ層上面と精査! '｣に確認出来た。GP 26と重複する。新旧関係はわからなかった。平面

形は不整円形で底1mは平土日である。壁の立ち上がりは比較的緩やかで断面形はⅡ状である。土層断

面図は作成できなかった。

遺物覆土からI群(16)土器が出土した。

GP-32 (図III-58)

位置P-60 規模 (0.93)×0.79/(0.62)×0.41/0.72m

特徴繩文時代後期後葉の竪穴住居GH 4を調査中に確認できた。GH 4と北西壁で重複し

本遺構の方か古い。 また遺構の一部は発掘調査区域外に及んでいる。平面形は楕円形と思われる。

底面は平坦で堅く 、壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は焼土、炭化物の多く混じる茶褐色土と、黄

褐色ロームを主とする土が交互に堆積しており、人為的な埋め戻しが行なわれたと思われる。

覆土は、 l :黒褐色土(焼土が混じる)、 2 :暗黄褐色土(炭化物と径5mm程のローム粒が不均

一に混じる) 、 3 ：黄褐色士（硬く 、炭化物が極わずか混じる)、 4 ：黄褐色土（軟らかく 、 3より

も焼土、炭化物が多い)、5 ：茶褐色土（炭化物、焼土が混じ|)軟らかい)、 6 ：茶褐色土（5よりも

炭化物が少なく 、硬い黄褐色ロームが不均一に混じる)、 7 ：赤褐色士(黄褐色ロームと炭化物が混

じる焼土)、 8 ：暗黄褐色土（ボロボロと崩れやすく 、炭化物と黄褐色ロームが不均一に混じる)、

9 ：暗黄褐色土（硬い) 、 10 :黄褐色士（硬い)。

遺物覆土からI群、 II群B類、 III群A類(1～6)、 IV群A類、 V群(7)土器とスクレイパー(8)

か出土している。 lは体部に結束第1種羽状縄文が施されている。文様は貼付帯により描かれ、貼

付帯上には縄の圧恨が付けられている。 2は無文地に貼付帯で文様が描かれ、断面が四角の工具で

刺突文が加えられている。 5は結束第2種羽状縄文が施されている。 I｣唇には縄の圧痕がつけられ

ている。胎土には小砂利が多くもろい。 7はⅢ形土器と思われる。器内外面に赤色の顔料が塗られ

ている。 旧縁には浅い沈線が3条ひかれ、肥厚させた口唇上と表側の口唇角に刺突文が施されてい

る。体部は細かい磨消し縄文により雲形文が施されている。 この土器は土擴の上部から出土したも

ので、埋め戻されたと考えられる~ l層からの出土ではない。

GP-33 (図Ⅱ1 59)

位置P 61 規模0.91×0.87/0.57×0.51/0.53m

特徴第Ⅲ層中部で黄褐色ロームが多く混じる円形の藩ち込みを確認した。平面は平坦で堅い。壁

の立ち上がりはほぼ垂直で開口部でやや広がっている。焼土の混じる硬い士が覆土上部に、軟らか

い土が覆土~卜部に堆積している。覆土の状態、形状はGP-16, 3と似ている。遺物は覆土2層か

らまとまって出土している。

覆土は、 l :暗黄褐色士(堅いロームと径5mm程のローム粒、焼土力ず混じる)、 2 :茶褐色士(径

2～3cm程のローム粒と炭化物が混じり硬く 、この層からj豈物が多く出土している) 、 3 :茶褐色

士（2よ'）も黄褐色土が多く軟らかい) 、 4 ：暗黄褐色上（ロームに茶褐色土が混じり、 『飲らかく粘

性がある） 、 5 ：暗黄褐色上。

遺物程士からII群B類(1)、 ⅡI群A類(3～6)、Ⅲ群B類(7)、 IV群A類土器とたたき石、北

海道式石冠（8）が出土した。

Iは1 I縁に撚りの方向の異なる2本一組の縄の圧痕が3条つけられている。2はRL原体を縦位、

重複

重複
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第3章繩文時代の遺跡

横位に施して羽状縄文を表現しているかと思われるもの。 3は体部には太いRL原体による縄文が

粗く施されている。貼付帯間には断面が角形の棒状工具で刺突文が斜め方向から施されている。 4

は突起部の破片。縄の刻み目がつけられた貼付帯、 2本一組の縄線、棒状工具による刺突文で文様

が描かれている。 7は波状口縁をなすかと思われるもので、横走気味の縄文が施されている。

4）大型の円形柱穴状ピット

GP-7 (図IⅡ-60)

位置R-62， S-62 規模一×－/0.90×0.63/0.86m

特徴遺構のほぼ半分程が発掘区域外に及んでいる。土層断面から判断すると、掘I)込み面は第1Ⅱ

層中部と思われる。底面は凹凸があり硬く 、壁の立ち上がりはほぼ垂直である。

覆土は、 1 ：暗黄褐色土(黄褐色ローム粒と炭化物が不均一に混じる)、 2 ：茶褐色土(粘性があ

り、炭化物が混じる)、 3 ：暗黄褐色土（炭化物と黄褐色ローム粒が少し混じる)、 4 ：黒褐色土、

5 ：灰褐色土、 6 ：暗黄褐色土（7よりも黄褐色ロームの量が多い) 、 7 ：暗黄褐色土(硬い)、 8 ：

茶褐色土（軟らかくボロボロと崩れやすい)。

遺物覆土上位からⅡI群A類（1 ． 2）土器が出土している。 lは結束羽状縄文が施されている。

GP-12 (図Ⅱ1 61)

位置T 59･60、U 59･60 規模0.89×0.85/0.58×0.57/062m

特徴第Ⅲ層下部で確認された。平面形は円形で底面は平坦で硬い。壁の立ち上がりは全周でほぼ

垂直で､あるが、擴口部でやや広がる。

覆土は、 1 ：黒黄褐色土（硬い)、 2 ：茶褐色土（細かいローム粒と焼土が混じる)、 3 ：暗黄褐

色土(黄褐色ロームの量が多く 、 ロームがブロック状に混じる)、 4 ：暗黄褐色土（細かいローム粒

が混じる) 、 5 ：黄褐色土（ボロボロと崩れやすく 、黒色土がわずかに混じる)。

遺物覆土1 ･ 2層からII群B類(1 ･ 2)、 ⅡI群A類(3～5)、 IⅡ群B類(6～8)土器が出土

した。 1 ･ 2は撚り戻しの原体による縄文が施されたもの。 3は突起部の破片。ニシンタイプの魚

骨回転文がつけられている。 6は口唇に縄による刻み目がある。

GP-13 (図IⅡ-62)

位置U 58 規模0.70×0.65/0.55×0.52/0.74m

特徴第Ⅲ層下部で確認された。平面形は不整円形。底面は平坦で壁は全周で擴LI部までほぼ垂直

に立ち上がる。

覆土は、 1 ：茶褐色土、 2 ：黒褐色土（細かいローム粒、炭化物が混じる)、 3 ：暗黄褐色土（非

常に細かいローム粒と炭化物が混じ')、軟らかい) 、 4 ：黒褐色土（極わずかにローム粒が混じり、

軟らかい)、 5 ：暗黄褐色土（大きなローム粒と黄褐色ロームが混じる)、 6 ：茶褐色士（黒色土に

黄褐色が混じる)。

遺物覆土からII群、 III群B類(1)、 IV群A類土器が出土した。 lは沈線により円形の文様が描か

れている。

249



第3章繩文時代の遺跡

G H－3

~○①
ド
ー
ロ

〃lr8

b

~“
３
－

.’ 1
ノ 』

b 17.90ａ
’

0 5 10cm

0 1m

謝謝蕊蕊
毒>~＝ 人，

郷

調

伺
川
川
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ⅷ
馴
刀
脈
『
扣

胤

細

蝿

辮
壼画 ･

凸
迅
↑
ぜ
、
、
、

鐸

~

》

~

〆

・

嚢

蝿|]”
5cm

CBq’7

O 5cm
1 I I I I ｣

図Ⅲ－63 GP-10と出土の遺物

'8，旧

『'。
'8-'8

I
ロー〆Ｊ

Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
、

、
、
、
、
、
１
１
１
‐
‐
肌
〃

、

、

、

、

勘

、
』

一 〆

シ〆
18．1 6

'8 '6

、

、､一一一
シー＝

り〆

'8. ’

『
ユ
ー
の
、
、
○

~

O 5cm
l l l I l l

b旧90a
~

0 1m

図III-64 GP-14･ 15と出土の土器25(）



第3章繩文時代の遺跡

GP-10 (図IⅡ 63、図版26 5 ･ 6)

位置S-59 規模0.87×0.82/0.85×0.82/0.50m

特徴第ⅡI層中部で確認された。西側で縄文時代中期中葉の住居跡GH-3と重複する。本遺構の

方が新しい。平面形は円形で、壁は住居跡の覆土を掘り込んでいるために軟らかく東側でややオー

バーハングする。底面は平坦で硬い。覆土は全般的に軟らかく炭化物や焼土が多く混じる。

覆土は、 l :茶褐色土（細かい炭化物が混じり粘性力舗ある)、 2 :暗黄褐色土、 3 :茶褐色土（炭

化物が一番多く細かいローム粒と焼土が混じる)、 4 ：灰褐色土(炭化物が混じり、黄褐色ロームの

量が3よりも多い)、 5 ：暗黄褐色土（ロームの量が多い)、 6 ：暗黄褐色士（ロームの量が非常に
多い)。

遺物覆土1･3層からI群B類、 II群B類(2～5)、 IⅡ群A類(6～15) 、Ⅲ群B類(1)、 IV群

A類土器、スクレイパー(16)、石斧の破片、土製品(17)が出土している。

1はllil部が張らず口縁が外反する深鉢形土器。 口縁部に3箇所大きな山形隆起部があり、欠損し

ていてはっきりしないが、大きな隆起部の横には小さな隆起部力罰ありそうである。 にI唇を肥厚させ

て溝状の凹線を施している。隆起部には断面が円錐形の刺突文が付けられている。体部にはLRに

よる斜行縄文が施されている。器面には炭化物が付着する。 2は撚り戻しの原体による縄文が付け

られている。 9には無節の斜行縄文が施されているる。 12．13は結束第1種羽状縄文力:施されてい

る。 17はII群B類土器を利用した有孔土製円盤である。

GP-14 (図IⅡ-64)

位置V-58 規模0.75× (0.57)/0.38× (0.37)/0.48m

特徴GP-15と重複する。本遺構の方力罰新しい。平面形は卵形と思われる。底面は浅いⅡⅡ状であ

る。遺物、覆土は14･ 15一括して記載する。

GP-15 (図III-64)

位置V-58 規模0.92× (0.86)/0.53×0.45/0.57m

特徴平面形は楕円形と思われる。底面はIU1凸がある。壁は急角度で立ち上がり開擴部でわずかに

広がる。

覆土は、 l :茶褐色土（径2～3cmのローム粒が混じる)、 2 :褐色士（細かいローム粒が混じ

る)、 3 ： （茶褐色ロームが不均一に混じる)、 4 ：暗黄褐色土（黒色土と黄褐色ロームが不均一に

混じる)、 5 ：黒褐色土（軟らかい)、 6 ： |暗黄褐色土（黄褐色ロームの量が多い)。

遺物GP-14 ･ 15の遺物は区別が困難であったため、 まとめて記載する。

覆土からII群B類(1)、 III群A類(2 ･ 3)、Ⅳ群A類土器、 コアが出土している。 lは多軸の

lji(体による撚糸文が施されたもの。 2は口唇に縄による刻み目力､ある。

GP-17 (図Ⅱ1-65)

位置Q-62、 R-62 規模0.83× (0.79)/(0.57)×0.56/0.95m

特徴縄文時代中期中葉の竪穴住居GH 5、 GP-18と重複する。GH-5より新しく 、GP-

18よりも古い。平面形は不整円形と思われる。底面は平坦で壁の立ち上がりは壊口部までほぼ垂直

である。

覆土は、 1 ：茶褐色士（砿〈 、細かいローム粒と炭化物が混じる)、 2 ：暗黄褐色土（黄褐色ロー

ムを多量に含む)、 3 ：茶褐色土（ローム粒が不均一に混じり、焼土と炭化物も混じる)、 4 ：暗黄

褐色士（軟らかく 3よりもロームの量が多い)、 5 ： Ⅱ首黄褐色土（ボロボロと崩れやすい)、 6 ：黄

褐色士（ボロボロと崩れやすくロームの量が非常に多い)、 7 ：茶褐色土（硬く 、細かいローム粒が

重複

有孔土製円

盤

重複

重複
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第3章繩文時代の遺跡

混じる）、 8 ：暗黄褐色土（黒色土とロームが不均一に混じる)。

遺物覆土からⅡ群B類、Ⅲ群A類(1～3 ･ 8)、Ⅲ群B類(4～7， 9～l1)、 IV群A類(V群

(12 ･ 13)土器と炭化したクルミ等が出土した。

3は貼付帯による文様と棒状工具による刺突文が施されている。4は沈線で文様が描かれている。

5は口唇上に縄文が施されている。 10は複節の縄文のもの。

GP-18 (図Ⅲ-65)

位置Q 62、 R-62 規模0.68×0.58/0.63×0.50/0.71m

特徴GP-17と重複している。本遺構の方が新しい。平面形は楕円形。底面は平坦で硬い。壁の

立ち上がりは全周で擴｢1部付近までほぼ垂直である。覆土はGP-17と一括して記載する。遺物は

出土していない。

重複

5）円形あるいは楕円形のピット

GP-22 (図Ⅲ-66)

位置P 62 規模0.93×0.82/0.68×() .64/0.51m

特徴第ⅡI層中部で確認された。平面形は擴口部、底面とも不整円形。底面はII｣l['IIがあり壁の立ち

上が')は全周でほぼ垂直である。

覆土は、 l :茶褐色土（硬い)、 2 :茶褐色士( 1よりも黄色味を帯びる)、 3 :暗茶褐色士（細

かいローム粒と炭化物が混じる)、 4 ：暗茶褐色土(径1cm前後のローム粒が多く混じる)、 5 :黒

褐色土（わずかにローム粒が混じる)、 6 ：黒褐色土。

遺物覆土からII群B類、 ⅡI群A類(1～5)、 IⅡ群B類、 IV群A類、 V群(7)土器が出土した。

2は口唇にも縄文が施されている。 3はIII群A3類で細い貼付帯と沈線で文様が描かれ、口唇上に

は縄による刻み目が付けられている。 7は器面には0段の条数が異なる二種類のRLM(体で斜行縄

文か施されている。 口唇上にも縄の圧痕が付けられている。焼成が非常によい。

GP-21 (図III-67)

位置P 62 規模0.87×0.66/0.57×0.52/0.46m

特徴第Ⅲ層下部で確認された。平面形は擴口部では栫円形、底面は不整円形である。底面は凹凸

がある。覆土は全体的に黄褐色ロームが多く混じる土である。

覆土は、 2 ：黒褐色士（ローム粒をわずかに含む)、 2 ：茶褐色土（細かいローム粒が混じる)、

3 ：暗黄褐色土、 4 ：黒茶褐色土（ロームが少し混じりボロボロと崩れやすい)。

遣物覆土からII群B類、Ⅲ群A類(1～3)、 IV群A類(4)、V群(5)土器が出土した。

4は縄文地に沈線で文様が施されるもので、 口唇にも縄文がつけられている。 5は口縁部に無文

帯を持つ鉢形土器と思われる。

GP-30 (図Ⅱ1 68)

位置Q-62･63 規模0.63×0.50/0.45×0.37/0.40m

特徴GH 5 (縄文時代中期後葉III群B2類土器の時期）を調査中に確認出来た。住居跡の長軸線

上の先端部に位置し、住居跡の床面を掘')抜いている。平面形は不整円形。底面、壁いずれも|川凸

がある。北西側が袋状でその他では鋭角に立ち上がる。住居跡の壁と重複するため、北西側の壁が

明瞭ではない。覆土の状態から判断すると、住居との構築時期にあまり時間差はないものと思われ

る。

覆土は、 l :茶褐色土（噸〈 、黄褐色ロームが不均一に混じる)、 2 :茶褐色土（硬く、炭化物が

重複

構築時期
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第3章繩文時代の遺跡

混じる)、 3 ：暗茶褐色土(軟らかく、黄褐色ロームが不均一に混じる)、 4 ：黄褐色土(軟らかい)。

遺物覆土下部からII群B類、 ⅡI群A類(1～3)、 ⅡI群B類(4 ･ 5)土器等が出土した。

1は結束第2種羽状縄文力訂施されている。 2はLR原体による斜行縄文が浅く施されている。 3

は複節の縄文が施されたもの。 4の器面にはLR原体による横走気味の縄文が施されている。 「1縁

部には隆帯がつけられ、隆帯上と下端にはLR原体による縄線がつけられている。隆帯からは縦方

向にも縄線が施されている。頚部にも1条めぐらされている。 5はやや肥厚させた1l 1形隆起部をも

つもの。器面にはLR原体による横走気味の縄文が施されている。 ｜ ｣縁部にはLR原体による縄線

が2条めぐり、縦方向にもつけられている。頸部にも横走する縄線がつけられていることが痕跡か

らわかる。

GP-45 (図Ⅱ1 69)

位置P 61 ･62 規模0.90×0.67/0.70×0.47/0.42m

特徴縄文時代中期前葉の竪穴住居GH 7を調査中に確認出来た。竪穴の覆土から掘り込まれて

いる。平面形は楕円形で底面は平坦である。壁は全周でほぼ垂直に立ち上がり、比較的崩れやすい。

覆土は、 l :茶褐色士（粘性があり細かいロームが混じる) 、 2 :茶褐色土(1よりもロームよ量

が多い)、 3 ：茶褐色土（硬い)、 4 ：暗黄褐色土（ロームに黒色土が混じる)。

遺物覆土からII群B類(1)、 ⅡI群A類(2～7 ･10)、Ⅲ群B類(8 ･ 9)、 IV群A類(11)土器

とすり石が出土した。 lは撚系文が施されている。 11は把手がついた壺形土器。 「1縁部は縄文地に

沈線で文様が描かれていると思われる。

GP-46 (図III 70)

位置T-61 規模 ×－/0.70×0.64/().53m

特徴発掘調査区境界の土層断面で確認出来た。掘り込み面は第Ⅲ層中部である。遺構の半分程は

調査区域外に及んでいる。平凹形は|リ形かと思われる。底面は平坦で壁は開口部までほぼ垂直に立

ち上がる。

覆土は、 l :茶禍色土(2よりも黒味を帯び、炭化物と焼土が混じる)、 2 :茶褐色土(軟らかく 、

炭化物が混じる)。

遺物覆土上部からI群、 II群B類(1)、 ⅡI群A類(2～14･16)、Ⅲ群B類(15･17･18)、 IV群

A類土器とくぼみ石(19 ． 20) 、すり石(21)等が出土した。

1は撚り戻し原体による縄文が施されている。 2は無文地に貼付帯と棒状工具による刺突文で文

様が描かれている。 6は細かい貼付帯で弧状の文様を捕いている。 8 ． 9は縄文地に沈線で文様が

施されている。 10は小型の土器。無文地に非常に細かい撚紐による馬蹄形圧痕文が施されている。

14は無節の斜行縄文が施されている。器面は非常に丁寧に磨かれ黒褐色を呈する。20は扁平な礫の

両面にくぼみがある。 21は半円状而平打製石器と称されるもの。

GP-29 (図Ⅱ1-71、図版27 5)

位置U-59，V 59 規模一×－／一×－/0.52m

物徴第1II層中部で黄褐色ロームが多量に混じる土の円形の落ち込みを確認した。平面図は楕円形

覆土上部から中部に黄褐色ロームを主とする土、下部には軟らかい黒褐色士が主として混じる土が

堆積していた。調奄の不手際で平面図を作成することが出来なかった。

覆土は、 l :明茶褐色土(径5mm程のローム粒が多量に混じる)、 2 :黄褐色土(わずかに黒色

土が混じる)、 3 ：黄褐色士（硬い)、 4 ：黒褐色t、 5 ：暗黄褐色土（壁際から底面にかけて堆積

し、大きなローム粒が混じる)。

重複
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遺 物覆土からI群、 II群BM(1)、 ⅡI群AM(2～4) 、 IV#A類土器が出土した。

2～4は体部に結束羽状縄文が施されている。 4は縄線と貼付帯とで文様が描かれて､ムー4煙1牛制〕に楯米捌ﾉ|Xﾎ屯又_かり也され~（いゐ。 4は縄線と貼付帯とで文様が描かれてい る。

GP-34 (図III 72、図版27-4， 28 2)

位

特 特

置P-63 規模 ／

徴昭和60年調在地区との境界で検,'l }された。GSP-2と重複する。本遺構のほうがT{ I-い･適楠

の半分以上が過年度発掘した区域におよんでいるため遺構の全体をとらえることはできなかった。

平mi図、土層断面図は作成できなかった。覆土から身の巾ほとゞで折れた、石刀が川土した。GSP

2から出土したものと接合はしないか~、同一個体である。

遺物覆土からII群B類、 IⅡ群A類(1 ･2) 、Ⅲ群Bfn (3～7) 、 V群土器とスクレイパー(8)、

台77片、 コア、 7i製,l,'! (図Ⅱ1-83-21)が出土した。

重複

石刀
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第3章繩文時代の遺跡

2には口唇に縄による刻み目が施されている◎8はほぼ楕円形を呈する周辺加工のスクレイパー。

石刀はGSP-2出土のものと同一であるが接合しなかった。

GP-47 (図Ⅲ-73)

位置P-63 規模1.00×－/0.70×－/0.49m

特徴昭和60年調査でアンダーパス部分として報告した地区から検出された｡掘|)込み面は第1II層

中部である。境界にあるため60年度の調査では全体の形力訂とらえられなかった。平面形は情円形と
推定される。

覆土は、 1 ：黒色土、 2 ：黒褐色士、 3 ：黒色土、 4 ：黒褐色土（黄褐色ロームがブロック状に

混じる) 、 5 ：黒褐色土(軟らかい)、 6 ：暗褐色土(黄褐色ロームがブロックで混じる) 、 7 ：攪乱・

遺物 IV群A類、 V群土器が出土している。

6）皿状のピット

GP-9 (図III-74、図版28 3 ･ 4)

位置R-62･63 規模l.30×0.98/0.82×0.59/0.21m

特徴第ⅡI層下部で茶褐色土の円形の落ち込みを確認した。塘n部の平面形は円形で、断面形は浅

いⅢ状である。底面の北西部からIⅡ群B2類土器が押し潰された状態で出土した。

覆土は、 l :茶褐色土(硬く 、炭化物とローム粒力討混じる)、 2 :暗黄褐色土(ロームの量が多い)○

遣物底面からIII群BM( 1 )土器力舗州土した。覆土からはI群(2)、 ⅡI群A類(3 ･ 4) 、 ’Ⅱ群

B類、 IV群A類、 V群(5 ･ 6)土器とスクレイパー(7)が出土した。

1はIII群B2類相当のもの。北西側底面から壁際にかけて押し潰されたような状態でH1土したもの

である。半分以上は失なわれている。川部が張り頸部がくびれる大型の深鉢形土器。 「1縁部には| [」

形隆起部を4箇所に設けている。器面全体に太いLR原体による横走気|床の縄文が施されている。

縄文施文後､頸部に幅1cm程の隆帯を貼付し、「1縁の山形隆起部から縦に施した隆帯とつなげてい

る。隆帯上には地文と同じ2段LRの原体で縄線文か施されている。 l l｣形降起部と隆起部の中間に

対応する位置に上下に2個ずつ沈線で渦巻文を配し、頸部の隆帯から縦に2条施された沈線でつな

げている。上段の渦巻文は更に横走する2条の沈線につながれている。 ‐ﾄ段の渦巻文は左右に弧線

を施している。 2は細い隆起線が施され、その上から縄文が施されている。 3は0段の条数が異な

る原体による結束羽状縄文か施されている。

時期縄文時代中期末葉Ⅲ群B2類土器の時期

GP-23 (図Ⅲ 75)

位置P-63 規模1.23×1.03/1.02×0.77/0.36m

特徴第1I1層下部で確認された。平面形は長軸方｢h]でわずかに張り出す隅丸方形。底面は凹凸があ

り壁の立ち上がりは北西側で急角度である。

覆土は、 ， ：茶褐色士（ボロボロと崩れやすく炭化物が混じる） 、 2 ：暗黄褐色土（径5～10mm

程度のローム粒力ご不均一に混じる)、 3 ：暗黄褐色土(粘性がある)、 4 ：暗黄褐色土(径1cm程の

ロームが混じる)、 5 ：黄褐色士（4よ↑)もロームの量が多い) 、 6 ：暗茶褐色土（黒色土と炭化物

が混じる） 、 7 ：黄褐色土。

遺物覆土からII群B類、Ⅲ群A類(1 ･ 2) 、Ⅲ群B類(3)、 IV群A類、 V類土器とスクレイパー

（4）、 たたき石（5）が出土している。

，には結束羽状縄文が施されている。 3はLI唇が磨かれて角形になっている。頚部にはLR11i(体

による縄線がつけられている。 4は楕円形を呈する両面加工のスクレイパー、 5は円形礫の腹．背

底面出七の

土器

ワR7
ｰqノU
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第3章繩文時代の遺跡

面に使用痕がある。

GP-5 (図Ⅲ76)

位置T-61 規模1.08×0.98/0.92×0.80/0.36m

特徴第VI層上部を精査'|!に確認した。平面形はほぼ円形で上部を削平してしまったため浅い。壁

の立ち上がりはほほ垂直である。

覆土は、 1 :暗黄褐色土（硬く 、大きなローム粒か混じりポロポロする)、 2 :茶褐色土（わずか

にローム粒が混じる)、 3 ：茶褐色士、 4 ：暗黄褐色土（2よりもロームの量が多い)、 5 ：茶褐色

土（黄褐色ロームの量が少ない)、 6 ：黒褐色'2 （軟らかく粘性があり、所々にロームのう、ロックか~

混じる)。

遺物覆土からII群B類( 1～7)、 IⅡ群A類(8～18)、 ’Ⅱ群B#I (19)、 IV群A類(20･21)土器

と、 スクレイパー、 Rフレイク等か出土した。

lは体部には撚糸文が施されている。 1 I縁にはLR原体による縄の圧痕が数条施されている。そ

の下位には低い隆帯が付けられ、隆帯上には押しびきの刺突文が施されている。隆帯下位の体部文

様との境目には綾絡文が2条施されている。 2には低い隆帯が付けられその上には細い先の尖った

工具で横から刺突を加えている。隆帯の上位には縄線がそえられている。穿孔は焼成後のものであ

る。 3は複節の縄文、 4は撚糸文、 5は自縄|‘|巻的縄文が施されている。 7は多軸の撚糸文が施さ

れた底部の破l!｢。8は磨滅しているが、貼付帯と棒状工具による刺突文で文様が描かれている。 12･

13は突起部の破片で突起中央に孔を穿ち粘土紐を孔の周りに貼り付けている。突起上には縄文、 口

辱上には縄の刻み目が施されている。同一個体かもしれない。 16は0段の条数の異なる縄で結束羽

状縄文が施されている。 19は胴部がやや張り出し「l縁が外反する器形のもの。器面には凹1円があり

内面に炭化物が付着する｡体部にはLR原体による斜行繩文が施されている｡15は結束第2種羽状縄

文か、 17には縄文がまばらに施されている。

GP-20 (図Ⅲ-77)

位置Q-63 規模0.73×0.62/0.57×0.39/0,24m

特徴第1II層下部で茶禍色土の落ち込みを確認した。平I(li形は擴口部では栫円形、底IIIIは隈丸方形

である。底血は凹lnlがあり|釿而形はⅡ状である。覆土は非常に硬い。

覆土は、 1 ：茶褐色土(砿〈細かいローム粒と炭化物が混じる)、 2 ：黒茶褐色土(硬くしまって

いる)、 3 ：暗黄褐色土（黄褐色ロームの量が多い)。

遺物覆土からII群B類(1)、 V"(2～11)土器が出士している。

2 ． 3は肩部が張り出す器形の鉢形土器と思われる。 2には頚部に3条細い沈線が施されている。

口唇には細い棒状工具で刻み目が付けられている。

GP-8 (図Ⅱ1-78)

位置U-60 規模0.71×0.65/0.58×0.52/()37m

特徴第Ⅲ層下部で茶褐色土の落ち込みを確認した。平面形はほぼ円形。底而は中央部でやや|町'ん

でいる。覆土は全体的に硬い。遺物は出土していない。

霞｣zは、 1 ：茶褐色土(硬く 、炭化物とローム粒がわずかに混じる)、 2 ：茶褐色土( 1よりもロー

ムの堂が多く 、硬い)、 3 : I晴黄褐色士（噸いロームにわずかに黒色土が混じる)｡

GP-24 (図IⅡ-78)

位置Q-63･ 64 規模一×－/0.82×0.70/0.20m

特徴遺構の半分以上が発掘区域外に及んでいる。底面は浅く凹I｣11がある。硬い面と中央の柱穴状

259
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第3章繩文時代の遺跡

の部分との2段になっている。士層断面を観察すると中央の柱穴状ピッ1，は浅い底面を掘り抜いて

いるように見えることから、周辺で検出されている同様のピットである可能性が強い。遺物は出土

していない。

覆土は、 1 :茶褐色土（焼土が多く混じる)、 2 :茶褐色土、 3 :暗黄褐色土(1よりもロームの

量が多く細かいローム粒も混じる)、 4 ：黒褐色土（焼土、炭化物、 ローム粒が多く混じり硬い)、

5 ：暗黄褐色土（ロームが多い)。

GP-36 (図III 78)

位置V-58 規模0.61×0.51/0.38×0.35/0.30m

特徴第VI層上部で確認された。平面形は不整円形、断面形は椀状である。遺構の上部を削平した

ため浅い。土層断面図は作成できなかった。遺物は出土していない。

GP-37 (図Ⅲ-78)

位置V-56･57 規模0.81×0.68/0.47×0.33/0.33m

特徴第VI層上面で確認した。GP-36同様上部を削平したため浅い。平面形は南東壁がやや張り

出す楕円形である。底面は平坦で堅い。土層断面図は作成できなかった。遺物は出土していない。

GP-41 (図Ⅲ78)

位置U 59 規模0.56×0.46/042×0.42/0.38m

特徴第VI層上面で確認した。平而形は開口部が卵形で底面は不整円形である。壁は南側底部付近

でやや張り出し擴口部東側は大きく開いている。底面東側から壁際にかけて炭化物が貼り付いた状

態で検出された。土層断面図は作成できなかった。遺物は出土していない。

GP-42 (図IⅡ-78)

位置T-59 規模0.62×0.61/0.35×0.28/0.29m

特徴第Ⅵ層上部を精査中に確認出来た。平面形は擴口部が不整円形、底面は楕円形で平坦である。

断面形は椀状である。土層断面図は作成できなかった。遺物は出土していない。

GP-43 (図III 78)

位置T-58 規模0.55×0.49/0.34×0.28/0.28m

特徴第VI層上部を精査中に確認出来た。平面形は楕円形、底面は平坦で壁の立ち上力罰I)は比較的

緩やかである。土層断面図は作成できなかった。遺物は出土していない。

GP-27 (図Ⅲ-79)

位置Q-63 規模0.57×0.55/0.44×0.40/0.17m

特徴GH-5を調査中に確認出来た。竪穴住居の床面を10cm程掘り込んで作られている。 また

住居の炉－1を取り囲む硬い黄褐色ロームの高まりも掘り抜いている。覆土は軟らかい黒褐色土で

充填されており、長さが0．5～2cm程の小砂利が多量に(約6000ｲ|古|、総重量9709)混じっていた。

畦の立ち上がりは明瞭にとらえることは出来なかったが、小砂利の混じる土のみを取り除くと平面

形が不整円形の浅い土塘であることがわかった。底面は凹凸がある。

覆土は、 l :黒褐色土（小砂利が多量に混じる)。

遺物覆土下部からII群B類、 IⅡ群A類･B類(1～5)、 IV群A類(6～9)、 V群(10 ･ 11) =t

器が出土した。

1は口縁に2個一対-になる,と思われる小さな山形隆起部をもつもの。器面にはLR原体による斜

行縄文が施され、 口縁には同じ原体と思われる縄線力罰3条引かれている。焼成が非常に良い。 2は

口縁部を断面三角形に肥厚させている。体部には斜行縄文が施されている。 4は複節の縄文か施さ

重複

多量の小砂
禾Ⅱ
~』三

n戸T

‘Cl
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第3章繩文時代の遺跡

れている。 6は緩やかな波状口縁のもので粘土を貼りつけ、わずかに厚みを持たせて沈線を3条め

ぐらせている。体部は無文地に細い沈線で弧線をつなげる文様が複数の沈線で描かれている。内外

面には炭化物が多量に付着している。

GP-28 (図Ⅲ-80)

位置V-58 規模0.77× (0.60)/0.63× (0.45)/0.21m

特徴GP-35･44と重複する。GP-44よりも新しいが、 35との新旧関係はわからなかった。平

面形は楕円形と思われる。底面は|叩凸があり壁の立ち上がりは東側で･緩やかである。覆土は全体的

に硬い。

覆土は、 l :茶褐色土(硬く 、極細かいローム粒が混じる)、 2 :黄褐色土(硬く 、 ロームが多い)。

遺物覆土からI群（ 1）土器と炭化したクルミが出土した。

1は細い隆起線が貼り付けられ、 その間にはLR原体による斜行縄文が施されている。内外面に

炭化物が付着している。

GP-35 (図III-80)

位置V 58 規模(0.61)×0.52/(0.40)×0.33/0.30m

特徴GP-28と重複する。新|日に関係はわからなかった。平面形は不整円形、断面形は浅い皿状

である。土層断面図は作成できなかった。遺物は出土していない。

GP-40 (図Ⅱ1-80)

位置V-58、W-58 規模0.49×0.47/0.31×0.30/0.29m

特徴第Ⅵ層上面で確認した｡GP-44と重複し、本遺構の方が新しい。平面形は円形で、断面形は

椀状である。土層断面図は作成できなかった。

遺物覆土からⅣ層A類土器が出土している。

GP-44 (図Ⅱ1 80)

位置V-58 規模(0.59)×0.56/0.32×0.30/(0.16)m

特徴第VI層上部を精査中に確認出来た。GP-28･40と重複する。いずれも本遺構の方か新しい。

平面形は不整円形と思われる。覆土は硬い茶褐色土が堆積していた。土層断面図は作成できなかっ

た。遺物は出土していない。

重複

重複

重複

重複

｡〕／■『》

乙、｡



第3章繩文時代の遺跡

（4） 小ピット （図IⅡ 81～85、表IⅡ－1 ． 2）

80個検出された。 これらのピットの大部分は第V層、VI層を精査中に検出された。分布は次の1)

～4）のほぼ4箇所に集中している。 l) O･P 62～65区周辺、 2) P～R-6()～62区周辺、 3)

S～U-58･ 59区周辺、 4) X～Z-54～57区の盛土末端部。

l)の地区からは総ビット数のほぼ半数にあたる38個が検出された。断面図を作成しなかったが、

比軟的大きなピット (GSP-68･77)以外は大部分が深さ30cm内外のものであった。この地区の

小ピットから出土した土器がすべてV群土器であることから、縄文時代晩期のものが大多数をlliめる

と思われる。

2）の地区からは25個検出された。径は30cm～40cmで深さは70cmをこえるもの(GSP 24･

29）があるほかは30cm程のものが多い。石刀が出土したGSP-2， V群土器が出土したGSP-

5 ･30は晩期のものであろう。 この地区の竪穴住居跡(GH-4･ 5)から検出され、小ピッ |､とし

て報告したものの中にも晩期のものがありそうである。

3）の地区からは散在的に9個検出された。時期が明確なものはない。

4）の地区では盛土の外側部分から6個検出された。GSP 41は繩文時代後期前葉の竪穴住居跡

を掘り抜いていることから後期以降のものである。

次に小ピット出土の遺物について地区ごとに記載する。

1) O･P-62～65区周辺の小ピット出土遺物（図III-81-l～49)

l～49はすべてV群土器である。ほとんどのものは縦行･斜行縄文が施されている胴部破片である。

lは小型の鉢形土器。頸部に無文帯を設けている。 1 |縁部には山形の突起と剥落していてはつきl)は

しないがB状突起もつけられていたようである。 1 l唇にはやや厚みをもった溝状の沈線を1条施して

いる。 1 1唇直下に1条と「|縁の内1Hllにも2条沈線が施されている。山形突起の表裏には沈線が三叉的

に入り組んでいる。肩部には棒状工具で不規則な間隔で刺突がつけられている。肩部、上位の沈線間

には2個一対の突起力:つけられている。体部には工字文が施されている。作りが雑であま')磨かれて

いない。内外面に炭化物が付着する。 2 ． 3は同一個体と思われる。体部にはLR原体による斜行縄

文が浅く施されている。 、縁部は指頭の押捺により波状を呈している。 4 ． 5にはLR原体による斜

行縄文が施されている。同一個体かもしれない。 10の体部には縦行縄文が施されている。深鉢形土器

の破片と思われるものである。胎土に小砂利が多く 、焼成は良い。 11は口縁部に間隔をあけて沈線が

施されている。 19は｢1縁部内側に1条沈線が施されている。29は鉢形土器であろう。頸部にややlllm広

の沈線が数条施されている。30は体部にLR原体による縦行縄文が粗く施されている。31は[1唇の断

面が丸味を帯びるもので、口縁部に浅く雑な沈線が3条施されている。 「-1唇の内外面は磨かれている。

内面にはへう削りの痕跡が残る。 32は大型の深鉢形土器かと思われる。薄手で｢I唇が角形を呈する無

文のもの。34は頸部に無文帯が設けられているもので、 「1唇の内面に浅い沈線が1条施されている。

40は体部にLR原体による斜行縄文が施されている。 41は大型の深鉢形土器と思われるものである。

器壁は薄<n唇は尖り気味で、 ｜ﾉ1側に1条沈線が施されている。肩部はわずかに張り出す。 口縁部に

は比較的幅広の沈線が3条施されている。休部にはLR原体による縦行縄文が施されている焼成は良

く内外面は磨がかれている。

2) P～R-60～62区周辺の小ピット出土遺物（図IⅡ－83-1～21)

lは「I縁部が大きく外反する器形のもの。体部は無文で炭化物が付着している。 U唇の断面形は切

り出し形を呈し、太いL原体による繩文が施されている。角形の｢1唇には先の尖った工具で刺突がつけ

られている。 4はLR原体による斜ｲr縄文が帯状に施されている。 5は0段の条数が異なる縄による

分布

晩期の小ビ

ット

V群土器
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第3章繩文時代の遺跡

結束第1橦羽縄文が施されている。 6は縄文地に沈線が施されている。 9は撚糸文が施されている。

14は貼付帯がつけられた突起部の破片。17は有茎凸基のもの。21は粘板岩製の細身の石刀。身はほぼ

半分から折れている。GP-34から身の中央部に相当する部分が出土したが接合しない。直刀状で身

の断面は中央部では楕円形､尖頭部では卵形をなす｡19は而平礫の一面と側縁の一部に使用痕がある。

20は扁平礫の一面に使用痕がある。

3) S～U-58･59区周辺の小ピット出土遺物（図Ⅲ－84 1 ･ 2)

lは体部に結束第1種羽状縄文が施されている。 口縁部との境目に2本の貼付帯をめぐらし円形の

貼り付けをつけている。

4) X～Z-54～57区の盛土末端部の小ピット出土遺物（図III85-1 ･ 2)

lは撚りの異る縄を2本並列に軸に巻いた原体による撚糸文が施されている。
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第3章繩文時代の遺跡

（5） 焼土跡（図III-86～90)

19箇所検出された。分布はほぼ2箇所に集中している。 l)QラインとSライン間の地区と、 2)

南西部の盛土の末端部である。検出面は第Ⅲ層上部から中部でいずれも規模は小さく 、焼土の厚さは

1Ocm～30cmほどである。焼土中からは焼けた魚・獣骨が検出された。

1) QラインからSライン間の地区の焼土跡について （図Ⅲ86～88)

GF－l～9， 11～13， 18は検出面のレベルが第1II層上部であることから縄文時代晩期のものであ

る可能性が強い。 GF-13は晩期の埋設土器が検出された面に広がっていた。

GF-6 (図IⅡ-86) 位置Q 61･62 規模49×42/13cm

層序は1 ：榿色土（焼土に茶褐色が混じる)、 2 ：暗榿色土(1よりと焼土の量が少ない)、 3 :

虫褐色土（焼土力§わずかに混じる)。遺物はIⅡ群B類（2）、 V群土器と北海道式石冠（7）が出土

している。

GF-8 (図III-86) 位置Q 61 規模61×57/14cm

層序は1 ：榿色土（焼土に焼成粘土塊、細かいローム粒と炭化物が混じる)、 2 ：茶褐色土（黒褐

色土中に赤褐色焼土力、混じる)。遺物はIII群B類土器(6)が出土している。

GF-11 (図IⅡ 86) 位置Q 61 規模53×43/26cm

層序はl :暗榿色土（焼土中に炭化物と黒色土が混じる)、 2 :暗黄褐色土（黄褐色ロームに部分

的に焼土が混じる)、 3 ：暗黄褐色土。遺物はII群B類、 IⅡ群B類土器が出土している。

GF-7 (図III-86) 位置Q-61 規模130×100/17cm

層序は1 ：茶褐色土(黒色土中にわずかに焼土を混じる)、 2 ：榿色土(焼土に黒色土と黄褐色ロー

ム粒が混じる、軟らかい)、 3 ：茶褐色土（焼土と黄褐色ローム粒が混じる)、 4 ：暗黄褐色土（焼

土と細かいローム粒が混じる)、 5 ：暗褐色士（2よりも焼土が少ない)。遺物はII群B類(4)、 ’Ⅱ

群A類（3 ． 5）、 III群B類、Ⅳ群A類土器とスクレイパーが出土している。 4には撚糸文が施され

ている。 3には、縁部に粘土紐がつけられていた痕跡がある。

GF-12 (図III-86) 位置Q-61 規模40×31/5cm

層序は1 ：暗榿色土（焼土に炭化物が混じる)。

GF-3 (図III-86) 位置Q-62 規模38×35/4cm

遺物はIV群A類、 IV群C類(1)~ 、 V群土器が出土している。

GF-4 (図IⅡ 86) 位置Q 62 規模48×45/10cm

遺物はIII群B類土器が出土している。

GF-9 (図Ⅱ1-86) 位置Q-61 規模22×20/6cm

GF-18 (図III-86) 位置Q-61 規模68×31/~

GF-1 (図III-87) 位置R-62 規模79×47/9cm

層序は1 ：茶褐色土（黒色土中に不均一に焼土と炭化物が混じる)、 2 ：榿色土（焼土中に多量に

炭化物が混じる)、 3 ：暗榿色土（焼土中に黒色土と炭化物が混じる)。遺物はIⅡ群A類（1 ． 2）

土器が出土した。 lは無文地に貼付帯と刺突文が施されている。

GF-2 (図Ⅱ1-87) 位置R 62 規模64×48/7cm

遺物はIⅡ群A類土器（3）が出土している。 3は細かい貼付帯がつけられているもので、貼付帯

間には棒状工具による刺突文か施されている。

GF-5 (図Ⅱ1 88) 位置R-60 規模61×53/12cm

層序はl :榿色土（焼土)、 2 :暗赤褐色土（焼土に茶褐色土が混じる)。遺物はII群B類(1 ･

検出面

晩期の焼土

跡

埋設土器

269



第3章繩文時代の遺跡
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第3章繩文時代の遺跡

2 ． 4 ． 5）、 III群A類(3)、 III群B類土器が出土している。 2には撚り戻しの原体による縄文、

1 ． 4には撚糸文が施されている。 5には複節の縄文が施されている。

GF-13 (図Ⅲ-88) 位置R-59 規模60×32/6cm

遺物はII群B類土器が出土している。

2）盛土末端部の焼土跡について （図111 89 ･ 90)

GF-10、 14～17はⅣ群A類土器が集中して出土する層から検出された。縄文時代後期前葉のもの

であろう。

GF-10 (図III 89) 位置Y-56 規模40×35/9cm

遺物はIV群A類(1)土器が出土している。焼土はほとんど検出されなかったが、炭化物混じi)

の黒褐色土中に径2～5mmほどの米粒大の細かい小砂利が多量に混っていた｡GP 27の覆土中

から検出された小砂利と良く似ている。

GF-14 (図Ⅲ-89) 位置Y-56 規模98×38/20cm

層序はl :赤褐色土（焼土) 、 2 :茶褐色土（焼土に黒褐色土が混じる)。

GF-15 (図III-89) 位置Y-56 規模120×60/20cm

遺物はⅡI群A類（2）、 IV群A類(3)土器が出土している。 3は沈線で文様で描かれている。

GF-16 (図Ⅲ-89) 位置Y 55 規模43×25/16cm

GF-17 (図Ⅱ1-89) 位置Y-56 規模40×23/-

GF-19 (図III-90) 位置W-58 規模 (90)× (23)/16cm

遺物はIV群A類土器(1) とスクレイパー(2)、すり石(3)が出土している。 3は扁平礫の一

面に使用面がある。

後期前葉の

焼土跡

多量の小砂

利

表III 1小ピット出土掲載土器一覧
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小ピットの位置と規模 表Ⅲ－2
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3．包含層出土の遺物

(1) 土器
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第3章繩文時代の遺跡

I群B類土器 （図IⅡ－95 1～51)

l～33は中茶路式に相当するもの。微隆起線による文様が施されている。隆起の上から隆起線の問

にかけて斜行縄文、羽状縄文、綾絡文が施されている。 1 ･ 2 ･ 8 ･ 9は短縄文、 3～5， 10～22，

32．33にはRL原体による斜行縄文が施されている。 6 ･ 7， 26･27は綾絡文、 23．24は羽状縄文か

施されている。28～31はI可一個体と思われる破片である。羽状縄文と横走する撚糸文が施されている。

34～51は東’||路Ⅳ式に相当するもの。 34～36には綾絡文、 37には絡条休圧痕文が施されている。

38～51には自縄自巻的原体による羽状縄文が施されている。

II群B1類土器（図Ⅲ-94～96 1～128、図版29-1， 32-3， 33-1･2)

B｣類はさらに’～3群に細分される。

1 群（図III-94 1～23) :円筒土器下層c式の古い段階に相当すると思われるもの。

器形は口縁が外反する筒形のものが多い。器壁は比較的厚手でI I唇は丸味を帯びる。 口縁部文様帯

は幅広で太い原体による不整綾絡文の施されるものがある。 lll1部との境目に低い隆帯をつけるもの、

文様帯を設けず全面に縄文だけ施されるものもみられる。体部には単節、複節の縄文、 多軸絡条体の

回転文、網目状撚糸文が施されている。

a類(1～10)

体部あるいは「l縁部に縄文が施されているもの。

lは厚手の土器。 口唇は丸味を帯びやや外反する。体部による斜行縄文が施されている。 口縁部文

様帯はI幅広く 、太い原体による不整綾絡文力訂4条施されている。その下位の体部との境目には、 LR

原体による縄の圧痕が2条施されている。器面には凹凸がある。 2は、縁が外反する器形のもので、

l同様太い綾絡文がつけられている。 3 ． 4は同一個体と思われるもの。 LR原体による斜行縄文が

施され、 1 1縁部と胴部の境目には低い隆帯がつけられている。隆帯上には太いLR原体による縄の圧

痕が斜めに施されている。 I I縁部には同じ原体で縄線を数条、縁に平行に施している。内面はあまり

磨かれていない。 6 ． 7は｢1縁部のみのもの。 6はやや外反する。 7はLRLIM(体による斜行縄文が

施されている。 n唇は角形で磨かれている。 8 ． 9は複節の縄文が施されている。

b類(11～17)

体部に多軸絡条体回転文が施されている。

11は厚手で｢I縁がわずかに外反する大型の深鉢形土器である。口唇は角形で磨かれている｡口縁部文

様帯は||]吊広で、太い原体による不整綾絡文が8 ． 9条密に施されている。綾絡文はa類の1 ． 2のも

のと非常に良く似ている。 I|1部との境目には|断面が三角形の隆帯がつけられ、隆帯上にはLR原体の

縄で斜めに深く刻み目をつけ、隆帯上の上下端には同じ原体で1条ずつ縄線を施している。体部には

多軸絡条体を斜めに回転させ浅く施している。焼成は良く器面は灰褐色、 内面は赤褐色を呈し丁寧に

磨かれている。 12･ 13も斜めに浅く施されているものである。

c類(18～23)

網目状撚糸文が施されているもの。

18は口唇が丸味を帯びた角形。口縁部に1条大い沈線が施されている。器面には扁平な網目状撚糸

文（単軸絡条体第6類）が施されている。 19も|面l様な1片(体のⅡ転文である。 20は原体を斜めの方向に

回転施文したもの｡ 21 ． 22･23は2本の縄を用い一ﾌjを右巻、他方を中lllに左巻にした原体（単軸絡条

体第5類）によるものである。

2 群（図I11-94.95 24～67) :円筒下層c式相当のもののうち、新道4遺跡BP 157出土のも

の､ Ⅷ ' : ' ’本年度GP-3 1の床面・覆土13層出土のものに類似のもの。サイベ沢I式に属する。

中茶路式

東釧路IV式

自繩自巻的

原体

不整綾絡文

隆帯

多軸絡条体

回転文

隆帯

単軸絡条体

第5類

Ｆ
Ｄ
７２
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第3章繩文時代の遺跡

n縁部文様帯は比較的幅が広く口縁か外反する器形を呈する。 1 1唇の断面はやや尖り気味になるも

のがある。体部には撚り戻しの原体による縄文、単節の斜行縄文、撚糸文、 H縄自巻的縄文が施され

ている。 口縁部には縄線による文様が施されるもの、条痕文か施されるもの、絡条体圧痕文が施され

るもの、体部と同じ縄文が施されるものもある。文様構成が明らかな資料は少ない。

a類（24～36）

体部に撚り戻しの原体による縄文が施されているもの。

24は口縁が外反する大型の筒形土器。器壁は薄<LI唇は尖I)気味である。口縁部文様帯はII1同広でと

ころどころに条痕文が残る。比較的太いLRI%(体による縄線が口縁に平行に6 ･ 7条施されている。

体部には斜行縄文が粗く施され部分的に磨かれている。内面から口唇上にかけては丁寧に磨かれてい

る。25は厚手のもの。胴部との境目に低い隆帯がつけられ、その上には円形の刺突文が施されている。

体部の縄文は隆帯がつけられた後に施文されている。隆帯の上端には細いLR原体による縄の圧痕が

つけられている。 口縁部はl隔広で絡条体圧痕文が数条施されている。炭化物が付着している。 26は口

緑が大きく外反する器形と思われる。胴部との境目をやや膨らませ軽〈磨きをかけている。 口縁部に

は体部と同じ原体による縄文が粗く施されている。 28．29は、縁部に太い原体で粗く斜行縄文が施さ

れている。いずれも厚手で内面は磨かれている。 30はLR原体による縄線を縦に2条施している。 35

は縄文を施文後撚糸文を重ねている。焼成が良く黒褐色を呈する。 36は底部に浅く施されている。

b類（37～44）

体部に単節の斜行縄文が施されているもの。

37．38は口縁が外反する器形のもの。いずれも口唇は尖り気味で、休部にはLR原体による斜行縄

文が施されている。 37は｢1縁部とllil部の境目には太いLR脈体による縄線が2条施されている。n縁

部には体部の縄文と同じ原体で斜行縄文が浅く施されている。 ll'i1部は羽状縄文かもしれない。 38は器

壁が比較的薄く 、やや幅広の口縁部に条痕文が横位に施されている。 Ilil部との境目には低い隆帯がつ

けられている。隆帯上には刺突文がめく“っている。 39～44は条痕文力都施されているlI縁部、底部の破

片である。体部文様はわからないが、一応ここに入れておくこととする。 39は口唇が尖り気味で外反

するもの。 1段の原体による縄線が縦に2条施されている。 40には綾絡文が施されている。44は縄文

地に縦方向に施された条痕文が重ねられている。

c類（45～55）

体部に撚糸文が施されているもの、 、縁部に縄線文だけで文様を施すもの、撚糸文を施すもの、縄

線と綾絡文を施すものがある。

45-a･bは同一個体の破片。口縁部にはL原体による縄線で文様が描かれている。46は｢1縁部と胴

部の境目にLR原体による縄線が2条施されている。 I隔広と思われる口縁部には撚糸文が横位に施さ

れている。 47．48は綾絡文が施されているものである。 47はR原体による縄線の下位に比較的太い綾

絡文が施されている。49～52は底部破l 1I-｡ 49～51はあげ底気味である。53は胴部破片である。撚糸文

に斜行縄文を重ねている。 54は撚糸文（単軸絡条体回転文）に多岫絡条体回転文を重ねている。 55は

多軸絡条体回転文が施されているI同部破片。

d類（56～67）

向縄目巻的縄文が施されているもの。全体の器形が明らかではないが施文の状態、器面、胎土が2

群の他の土器と類似することから本群に含めた。 自縄自巻的縄文が不規則な方向に回転施文されてい

る。

57～67は2群に相当するLI縁部、川部の破片。57～59は比較的太い2段の原体による縄線で文様が

撚り戻しの

原体

絡条体圧痕

文

太い繩線

条痕文

太い綾絡文

自繩自巻的

繩文

？77
ｰ00



第3章繩文時代の遺跡
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第3章繩文時代の遺跡

描かれているもの。 57はLR原体による縄線が4 ･ 5条施されており、 その下位に爪状の圧痕がつけ

られている。 61～64は撚りの異なる2本一組の縄線で文様が施されている。 65は縄線文を縦、横、斜

めに施している。 66は縄線による文様に太い綾絡文が加えられている。 67は合撚の原体によるもの。

3 群（図I11-95･96-68～130) :円筒下層c式相当のもののうち、GP 31の覆土7 ･ 8 ･ 9 ･11･

12層出土のものに類似するもの。

胴部から直線的に立ち上がり口縁部がやや外反する器形のものが多い。 口唇は尖り気味である。体

部には自縄自巻的縄文、撚糸文が施されている。 自縄自巻的縄文は2群のものと比べて比較的整って

いる。 口縁部文様帯は幅が狭く 、縄線・綾絡文などが施されている。 n縁部文様帯との境目に結束第

1種羽状縄文、結束第2種羽状縄文、結束第2種羽状縄文の結束部分の回転文が施されるもの、隆帯

がつけられるものがある。 口唇の極狭い範囲に縄文が施されるものもある。

a類（68～81）

体部に自縄脚巻的縄文が施されるもの。

a類－1 （68～72） 口縁部文様が縄線文と綾絡文で描かれるもの。

68-a～cは同一個体の破片。胴部から「l縁にかけて直線的に立ち上がり口縁が外反する大型の筒

形土器。 口唇は尖り気味である。休部には比較的整った縄文が施され、胴下半では斜行する撚糸文が

重ねられている。 口縁部と胴部の境目には結束第1種羽縄文が重ねられその下位に綾絡文が3条施さ

れている。内面から口唇上にかけては丁寧に磨かれている。 焼成は良く茶褐色を呈する。 69～72は

胴部破片。 68 a～cと似て比較的細く整った縄文が施されている。一応ここに入れておくこととす

る。

a類－2 （73～78) I｣縁部文様が縄線のみで描かれるもの。休部との境日には結束第1種羽状

縄文が重ねられているものがある。

73は1 1唇は尖り気味である。L原体による平行縄線を密に施しその間を斜めにつなぐ文様が描かれ

ている。体部との境目には羽状縄文が重ねられている。 「1唇上には縄文が施されている。 74はLR原

体による繩線のもの。75は器面が磨滅している。撚りの方向の異なる2本一組の繩線を3条施してい

る。 76はR原体を2本一組にした繩線が3条施されている。

a類－3 （79～81) 綾絡文が施されるもの。

79･80は細い綾絡文を2条並列させている。 79は内面が非常に丁寧に磨かれている。 81は結束第1

種羽状縄文が施されている。

b類（82～128)

体部に撚糸文か施されているもの。

爪状の圧痕

合撚

尖り気味の

~口唇

細い綾絡文

b類－1 （82～87） 隆帯がつけられているもの。

82は「1縁力:わずかに外反する。低い隆帯上には刺突文がつけられている。隆帯の上位にはLR原体

による縄線が3条、下位には綾絡文が2条施されている。胎土には小砂利が多い。 83は低い隆帯を貼

付後にR原体による縄線を2本あるいは3本単位でI1縁に平行にめく、らしている。 84･86は口唇上に

縄文が施されている。 87は、縁部付近の破片と思われる。R原体による縄線の下位に細い綾絡文が2

条施されている。

b類－2 （88～95） 綾絡文と縄線で文様が施されているもの。

88は比較的太い原体による綾絡文がつけられている｡92はRLM(体による縄線と綾絡文がやや間隔

をあけて施されている。 93．94は' 1唇に縄文が施されている。 95は細い綾絡文が体部に2条施されて

いる。

刺突文

279



第3章繩丈時代の遺跡
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第3章繩文時代の遺跡

b類－3 （96） 綾絡文と絡条体圧痕文が施されている。

1 1唇は尖り気味で口唇上には縄文が施されている。 口縁部に絡条体圧痕文が4条施され、 その下位

には2段の原体による比較的太い綾絡文がつけられている。

b類－4 （97～105） 縄線文か施されるもので、休部との境目に結束第1種羽状縄文が重ねられ

ているもの。

97．98は体部にも結束羽状縄文が重ねられている。 97は黄褐色を呈するもので内面から口唇上にか

けて丁寧に磨かれている。 100． 101は撚りの異なる2本1組の縄線が施されている。 103は非常に細

"LR原体による縄線がつけられている。 104は撚糸文を施す前に底部周辺を磨いている。105は「l縁

部のみの破片。 ｜ 1唇に縄文が施されている。羽状縄文を施す際に斜行縄文の部分だけを重ねて施した

ものであろう。一応ここに入れておく 。

b類－5 （106～109) 縄線による文様に加えて刺突文が施されている。

106 a ． bは|面'一個体の破吟。紺Iv,Llli(体による縄線を7 ･ 8本平行あるいは斜めに密に施してい

る。 その下位に、半数竹管状工具で横から刺突文を施している。 107 a･bはl()6と同様に細い縄線

と刺突文が施されており、その下位には2段の原体による綾絡文が1条施されている。108は器而が磨

滅している。胎土に砂粒が多い。細いLR原体による縄線が施されている。その~ﾄ位に棒状工具で|'1

形の刺突文がつけられている。109は口縁部と胴部の境が強く くびれる器形のもの。 〈びれ部には先の

尖った工具で刺突文が施されている。 l I縁部には非常に細いL原体による縄線が密に施されている。

b類-6 (110～113) 結束第2種羽状縄文が、縁部との境、 あるいは体部に施されているもの。

110はLR原体による縄線が密に施され､その下位に綾絡文を施すかのように結束第2種羽状繩文を

施している。 111～113は体部に重ねている。いずれも羽状縄文の方はあまり意識されず、結束部分の

回転文を強調しているようにみえる。

b類-7 (114～130) 縄線文のみで文様が描かれるもの。

114は撚l)の異なる原体を2本一組にした縄線が3条施されている。内面はあまり磨かれていない。

l16は撚糸文が斜めに回転施文しているもので、太いLR原体による縄線が2条施されている。

119～130はいずれも3群に相当すると思われる口縁部の破片である。 119～122･ 130は口縁部と胴部

の境に結束第1種羽状縄文が施されている。 120 ． 127には綾絡文が施されている。 130はL原体によ

る縄線が横．斜め方向に密に施されている。結束第2種羽状縄文も施されている。 125～128は縄線で

l l1形の文様、縦・横に区切る文様が描かれている。

II群B2類土器（図I11 96･ 97 131～172)

B2類はさらに1 ･ 2群に細分される。

1 群（図Ⅱ1 96-131～148) :円筒土器下層d式の古い段階に相当するもの。

口唇の断面はB1類3群よりも丸味を帯びる。やや膨らみがあり厚みのあるものもある。n縁はあま

り外反せず胴部から直線的に立ち上がるものが多い。 口縁部文様帯はlll吊が狭く 、縄線・綾絡文、結束

第2種羽状縄文の結束部分の回転文が施されている。 II1部との境目には結束第1種羽状縄文が施され

ているものがある。体部には自縄自巻的縄文、撚糸文が施されている。

a類(131～138)

休部に自縄自巻的縄文が施されているもの。

a類-1 (131) LI縁部に縄線と綾絡文が施される。

131は胴部からI｣縁部にかけて直線的に立ち上がる平縁の大型筒形土器。 口縁の狭い範囲が磨かれ

無文帯になっており、 R原体による縄線が2条不規則に施されている。体部との境日には綾絡文が1

絡条体庄痕

文

結束第1種

羽状繩文

口唇に繩文

半裁竹管状

工具

結束第2種

羽状繩文

繩線文

幅の狭い文

様帯

自繩自巻的

繩文

281



第3章繩文時代の遺跡

M｡~糾~ 蕊"慰蝋I"篭蕊口鴬溌
’罰鳶巍:§

F‘ ｡. ~‐さ§ぞL2"圭

l"｡&"""Ⅱ溌迦‘哀“ 畿鋪聡羅況溌 l‘_一つ"=”霞 溌.'吟＝--1芸

O 5cm
l 1 1 1 1 1

図IⅡ－97包含層出土のII群B類土器(4)

条施されている。 口唇直下には縄文が施されている。 口唇上から内面にかけては非常に丁寧に磨かれ

赤褐色を呈する。器面には炭化物が付着する。

a類-2 (132) 結束第2種羽状縄文か施されるもの。

132は、縁部が膨らみをもつ。III1部から口縁にかけて直線的に立ち上がる大型筒形土器｡体部にはH

縄自巻的縄文が浅く施文されている。 1 1縁部は縄文施文後軽く磨かれ、結束第2種羽状縄文が2条施

されているが結束部分の凹転文を意識したものであろう。 口唇直下には59同様縄文がつけられてい

る。内面から｢1唇上にかけては丁寧に磨かれ黒褐色を呈し光沢がある。

a類-3 (133～138) 縄線による文様が描かれるもので、胴部との境目あるいは体部に結束羽

状縄文が重ねられるもの。

133 a･b、 134は口縁部と胴部の境目に羽状縄文を施している。いずれも1 I唇直下には縄文がつ

けられている。 133-a･bは糸II|い原体により自縄自巻的縄文が施されている。 135は口縁部にR原体

による縄線が4条施され、体部には何段かにわたり羽状縄文を重ねている。 136～138は胴部破片。細

かい自縄自巻的縄文が施されている。一応ここに入れておく。

b類（139～148）

体部に撚糸文力、施されたもの。

b類-1 (139～144) 縄線による文様が描かれるもの。 lliil部との境目に結束第1種羽状縄文を

重ねている。

139-a～cは同一個体の破片。、縁部と胴部の境目に粘土を貼り膨らみをもたせている。口縁部に

はL原体による縄線が横位に7 ． 8条施され、縦方向にも何条か施されている。 n唇直下には縄文が

施されている。内面から1 I唇上にかけては丁寧に磨かれている。焼成が非常に良く茶褐色を呈する。

140は細いLR縄線により平行･斜めの文様がつけられている。口唇上には縄文が施されている。内面

は磨かれている。 144は撚りの異なる2本一組の縄線で文様力舗描かれている。 141～143の体部の文様

はわからないが一応ここに入れておく。

琴
一一

結束部分の

回転

撚糸文

刺突文 b類-2 (145) 縄線による文様に加えて刺突文がつけられているもの。

145はI I縁部にわずかに膨みをもたせL原体による細い縄線を数条施している。その下位に、上下に

互い違いに押しびきした刺突文をめぐらしている。胴部との境目の結束第1種羽状縄文に重ねて綾絡

文を1条重ねている。

b類－3 （146～148） 結束第2種羽状縄文が施されているもの。

146･ 147は132と同様に結束部分の回転文を意識したものと思われる。

2 群(図Ⅲ96-149･150) :円筒土器下層d式のうち新道4遺跡B地区土器捨場川土の資料" |迄)に
類似するもの。

149は、縁がやや外反し内面がくびれる器形のもの。「I縁部は比較的I服が広い。 くびれる部分に押し

円筒下層d

式
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第3章繩文時代の遺跡

びきの刺突文が施されている。 口縁部にはR原体により平行線が引かれ、 その間を斜めにつなぐ文様

が施されている。体部の文様はわからないが、n縁部との境目に結束第2種羽状縄文が施されている。

内面は非常に丁寧に磨かれ榿色を呈する。150は磨滅していてはっきりはしないが､体部には多軸絡条

体の回転文か施されているようである。 149同様に内面がくびれる器形のもので､くびれる部分には爪

形の刺突文が施されている。 口縁部には細いRIjj(体による縄線が密に施されている。内面は丁寧に磨

かれ灰黄色を呈する。

151～172はII群B2類に相当すると思われる胴･底部の破叶、 151には細かい撚糸文に結束第1種羽

状縄文が重ねられている。 152～155は撚りの異なる縄を2本並列に軸に巻いた原体のもの。 156～167

は多*''1絡条体の回転文｡ 158は内I[iが非常に丁寧に磨かれている。 157･158･160は条が細いもの。 161

には多量に炭化物が付着する。 168は底面に絡条体圧痕文が施されている。 169は撚糸文を施文後細い

沈線を斜めに重ねている。 170～172は擦り切り痕のある土器片。 170には綾絡文が施されている。

註

l )北海道埋蔵文化財センター(1986) 『北埋調報33建川l ･新道4遺跡」
2）前掲書

ⅡI群A類（図III 98～103-1～130)

本群はA」～A3の3類に細分される。

Ⅲ群A｣類（図III 100-14･ 15) :円筒上層A式に相当するもの。

14はI 1縁に沿って横走する貼付帯があり l l唇とその問に貼付帯が波状に施されている。波状の貼付

帯上には撚りの異なる2本の並列する縄線がつけられている。器面には無文地に3本組の縄線が鋸歯

状につけられている。 15は「l縁部に比較的長めの縄による刻み目を施している。器面には3本組の縄

線で鋸歯状文を描いている。

Ⅲ群A2類（図III 98-1～5 ･ 100～102-16～68) : ITI筒上層B式に相当するもの。

「l縁部から体上半部にかけて無文地に貼付帯で文様を施するもの。縄文地に貼付帯で文様を施すも

の、縄文だけのものなと、がある。 4箇所に弁状突起部をもつものと平緑のものがある。

a類(1～5 ･ 16～45)

無文地に貼付帯で文様を施すもの、貼付帯間には2本あるいは3本組の縄線文が施されているもの

が多く 、馬蹄形圧痕文、様々な施文具による刺突文が組み合わされている。縄線のみのもの、刺突文

のみのものもある。貼付帯は比較的太いものと細|いもの2種がある。縄による刻み目がつけられてい

るものが大部分で刻み目は比較的等間隔で整っているもの力罫多い。撚糸文を施したものかと思われる

庄痕も認められた。休部には結束第1種羽状縄文、斜行縄文を施すものか多く 、斜行繩文に綾絡文が

加えられているものもある。

a類－1 （1～5 ．16～32） 比較的大い貼付帯で文様が描かれるもの。 1～4 ．16～22.25～32

は4箇所に突起部をもつもの。 5は平縁。 l～3 ･ 16･ 17･21 ･25は貼付帯による文様が突起部に限

られるものである。 2 ． 16．25は口唇|貞下にも突起間をつなぐように貼付帯がつけられている。いず

れも突起下に2条垂下させる文様を描き、胴部上半にめぐらされた2条あるいは1条の横走する貼付

帯につなげている。 lは文様帯の幅が大きさに比べて狭いものである。胴部下半は欠損している。貼

付帯に沿うように馬蹄形圧痕文が施されている。貼付帯は突起部では波状になっている。体部には結

束羽状縄文か施されている。胎tに小砂利が多くもろい。 2は馬蹄形圧痕文と撚りの同じ2本組の縄

線が施されている。 IIFI下半部にめぐらされたplli付帯の下位と休部の斜行縄文地には、結節の変形かと

思われる文様が加えられている。 3の底部は欠損している。 I| 'il上半部にめぐらされた2条の貼付帯に

は、突起-ﾄ→に対応する位置にボタン状の貼り付けと 「ハ」の字状の貼り付けがある。 ｜向]い合う一対の

擦り切り痕

のある土器

片

3本組の繩

線文

太い貼付帯

馬蹄形圧痕

文
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第3章繩文時代の遺跡

突起下に同じ貼')付けがつけられている。体部には結束第1種羽状縄文が施されている。縄線は撚り

の異なる3本組の原体によるものである。胎土には小砂利が多く黒褐色を呈する。 16は休部に0段の

条数の異なる原体による結束第1種羽状縄文か施されている。

4 ･ 18･ 19･22･ 27･30は口縁部の貼付帯による文様が突起部を中心として波状．弧状．直線的に

施されているものである｡文様が突起部間の中ほとゞまで及んでいるものもある。4は口縁部が強く外反

する器形のもの。胴上半から下位は欠損している。貼付帯は突起部では口縁にそって波状につけられ、

その下位には「扇」状に施されて突起間の中程にまで及んでいる。貼付帯間は馬蹄形圧痕文が主とし

て施され、撚りの異なる2本組の縄線も部分的につけられている。胎土に非常に小砂利が多くボロボ

ロと崩れやすい土器である。茶褐色を呈する。 19には爪状の刺突文が施されている。 22．23には体部

の斜行縄文に綾絡文が加えられている。 27は4と類似した文様構成をとるものであるが、やや複雑に

つけられている。焼成は良い。 30には円形の刺突文が施されている。

20は貼付帯上に縄の圧痕に加えて細い棒状工具で刻み目を施し、矢羽根状の文様を施している。 26

は馬蹄形圧痕文と撚紐によるIリ形の圧痕文が施されている。 31･32は突起部に楕円形の孔が穿たれて

いる。 31には円形、 32は角形の棒状工具による刺突文が施されている。

5は胴下半部が欠損している。 口縁部は強く外反し、断面力ご角形の口唇部には貼付帯が波状につけ

られている。体部には結束羽状縄文が施されている。 2条の貼付帯で区切られた口縁部には大柄な波

状の文様とその頂部から垂下させる文様、弧線でつなぐ文様が描かれている。貼付帯に沿って馬蹄形

圧痕文が施されている。茶褐色を呈する。

a類－2 （33～45） 比較的細い貼付帯で文様が描かれるもの。 33～39は山形突起部をもつもの。

40～45は平縁のもの。 口縁部の文様構成がはっきりわかるものは少ない。 33．35．37．39には貼付帯

間に刺突文がつけられている。33には突起部に円形の孔が穿たれている。34には体部に0段の条数が

異なるli(体による結束羽状縄文が施されている。 38は口唇の断面が切り出し形を呈するもの。

40～43は平縁の｢I縁に波状に文様がつけられている｡40は半数竹管状工具による刺突文が施されて

いる。 41は「1縁部のみの破片で全体の文様ははっきりしないが、口縁に平行に貼付帯が施されその間

には馬蹄形圧痕文が施されている。焼成が良く赤褐色を呈する。 42はl l縁が内傾する。貼付帯上につ

けられる縄の圧痕は等間隔で整っている。撚糸文が施文されているかのように見える。 このような縄

の圧痕はしばしば認められる。 44は棒状工具による刺突文が施されている。貼付帯上に文様が施され

ていない。胎土に小砂利が多く茶褐色を呈する。

b類（46～49･52-a･b)

縄文地に貼付帯で文様を描くもの｡46～48は平縁のもの。比較的細い貼付帯で文様が描かれている。

いずれも口縁にそって波状に貼付帯が施されている。体部には結束第1種羽状縄文が施されている。

47にはRL原体による斜行縄文が施されている。49は把手についたもの。把手部にも貼付帯力§施され

ている。 52－a･bは同一個体の破ﾊ~｡ LI唇は角形で磨かれている。器面には0段の条数が異なる2 ･

3種類のLR原体を器面に粗く施している。貼付帯はほとんどが剥れている力ざ、 その痕跡から判断す

ると比較的細いもので縦・横に文様を描いていると思われる。 口唇には縄の刻み目が不規則に施され

ている。焼成が良く黄褐色を呈する。

c類(50･51-a･ b)

縄文・無文地に馬蹄形圧痕史が施されているもの。 50は体部に結束羽状縄文が施されている波状の

小型深鉢形土器である。 口唇には縄の刻み目があり、 口縁にそって馬蹄形圧痕文が施されている。胎

土に小砂利が多い。 51 a ･ bは同一個体の破1 11-．突起部をもつ小唄の土器である。 ミニチュア土器

馬蹄形圧痕

文

棒状工具で

の刻み目

細い貼付帯

刺突文

繩の圧痕

把手部

ア
診
「
一一

罐
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図Ⅲ－99包含層出土のⅢ群A類土器（2）

かもしれない。無文地に非常に細い撚紐での馬蹄形圧痕文を縦方向に連続させて、並列に配する文様

が施されている。突起部にも施されている。 I｣唇にはLIji(体による縄の刻み目がつけられている。

d類（53～68）

縄文だけが施されているもの。 53.54は結束羽状縄文が施されている突起部の破片。 53には楕円形

の孔が穿たれている。 55-a･bは同一個体の破片。 I|1部が直線的に立ち上がり口縁が外反する平縁

の筒形土器。 口縁部にはR原体による無節の斜行縄文を施文後、 LR原体による斜行縄文を重ねてい

る。単節のDi(体は先に施文されている無節のものを撚り合せたものかもしれない。 口唇直下にはR原

体による縄の圧痕をところどころに施している。体部には破片がなくてはっきりとはしないが、 LR

原体による斜行縄文が施されているようである。 口縁部に施文されている原体とは異なるものかもし

れない。焼成は非常に良く 、内面から口唇にかけては磨かれ光沢がある。茶褐色を呈する。 56は原体

の異なる斜行縄文が重ねられている。57は無節。58には単節の斜行縄文が施されている。58は口唇に

も縄文が施されている。 59～68は胴･底部の破片。 59．63は無節と~単節の原体による、 61は0段の条

数が異なる原体による結束羽状縄文が施されている。62は0段の条数が異なる原体による結束斜行縄

文である。 64は結束のある原体を縦方向に回転させている。

III群A3類（図Ⅱ1-98･99-6～13 ． 102･ 103-69～130) :サイベ沢VII式に相当するもの。

縄文地に細い貼付帯で文様が描かれるもの、沈線文が施されるもの、縄文のみのもの、魚骨回転文

が施されるものなどがある。

a類（69～77）

縄文地の細い貼付帯で文様が描かれるもの。 69は1II1部がやや張り出す器形のもの。器面にはR原体

による縄文が不規!!ﾘな方向に粗く施文されており、羽状をなすところもある。 ところとゞころに綾絡文

も重ねている。 口縁にそって細い貼付帯を1条めぐらし、短い貼付帯で小突起を形成している。 口唇

と貼付帯上には方向を違えて縄による斜めの刻み目力ごつけられている。 ｜ﾉ1面には炭化物が付着し茶褐

色を呈する。70は口唇|析面が角形のもので縄文が施されている。71～76は突起部分の破片。71は突起

部の中程にボタン状の貼り付けがあり、 それに対応して裏側から孔が穿たれている。 「1唇には縄によ

る刻み目がある。

b類(11 ･ 78～85)

沈線による文様が描かれているもの。 1lは4個の山形突起部をもつもの。川部はあまり張り出さな

い。 I｣唇は角形で縄による斜めの刻み目がつけられている。器而にはRL原体による斜行縄文が施さ

れ底部は磨かれている。 口縁部に沿って胴部上半に3条平行する沈線が施され、 これらの沈線をつな

サイベ沢VII

式

細い貼付帯

ボタン状の

貼り付け

沈線文
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第3章繩文時代の遺跡
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第3章繩文時代の遺制

ぐように突起に対応して縦に蛇行する沈線か施されている。胎土には小砂利が多くボロボロと崩れや

すい。 口縁部から胴上半にかけては黒褐色、下半部は赤褐色を呈する。

c類（6～9 ･ 12 ･ 13･ 86～127)

縄文のみが施されているもの、 ’ 1唇には縄・棒状工具による刻み目があるものがある。体部には結

束第1羽状縄文、結束第2種斜行縄文、単節・無節の斜行縄文が施されている。

c類-1 (6 ･86～95･127 a～c) 口唇の断面が切り出し形のもの。 6は平縁の中型深鉢形

土器。比較的厚手でIII1力釘わずかに張I)外反する。器面には2段と1段の原体を結束させたかと思われ

る原体が粗く施文されておl) 、単節と無節の部分が観察出来る。結束は通常のものとは異なるようで

ある力§はっきりしない。底部付近には綾絡文が加えられている。器内外面は凹凸があり胎土には小砂

利が非常に多い。 口縁部付近は茶褐色、底部は黄褐色を呈する。 86．87は同一個体と思われる。 l l縁

に|'1形の貼り付けがあり、細い棒状工具で矢羽根状の沈線が施されている。 88･89には結束のある斜

行縄文が施されている。口唇には指頭によると思われる圧痕がある。 93は口唇に棒状工具で粗く刻み

目がつけられる。91は口唇に縄文がつけられている。95は2個一対になると思われる小突起のあるも

のである。口唇には縄による刻み目が深くつけられている。 127-a～cは同一個体の破j1｢．刺突文が

つけられているが一応ここに入れておく。 口縁が外反する器形のもの。 「1唇には縄の圧痕がつけられ

ている。体部には結束第1種羽状縄文が施されているが、底部付近は磨かれて無文になっている。 口

縁部の狭い範囲が無文になっており、角形の工具で押しびきした刺突文が不規則に2列横環されてい

る。胴上半部にも刺突がめぐっているようである。器内外面はlul凸があり焼成は良く黄褐色を呈する。

c類-2 (12･13･96～106) 口唇の断面が角形に近いもの。 12は4箇所に緩やかなl l l形隆起部

をもつもの。胴部がわずかに張り出す。 「I唇には縄文か施されている。器而には底部付近にまでRL

原体による斜行縄文が施され、底部は磨かれている。胎土には砂が多く器面はザラザラし、炭化物が

付着している。 口縁部から川部にかけては黒褐色を、胴下半部は榿色を呈し炭化物が付着している。

13は2箇所に緩やかな山形隆起部を設けていると思われる。口唇には縄の圧痕がつけられている。 II1

部から「1縁にかけては直線的に立ち上がる。器面にはLR原体による斜行縄文が浅く施されている。

胎土は12と非常に良く似ている。 96～98は突起部の破片。 97には器面に横走気1床の縄文力罰施されて

いる。ツバ状の貼り付けがある。 100･ 102･ 103･106には棒状工具による斜めの刻み目、他のものに

は縄による刻み目がつけられている。102は無節の縄文が施されている。口唇には棒状工具で不揃いな

刻み目がつけられている。

c類-3 (10 ･ 107～113) 口唇の断I前が丸味を帯びるもの。いずれも「l唇には縄による刻み目

がつけられている。 10は無文の小型深鉢形土器。底部から直すく“に立ち上がり胴部でわずかに張l)出

す。器面には凹凸があり作りが雑である。底面付近と内面のところどころは磨かれている。胎土に小

砂利が多い。 111は複節の縄文。

c類-4 (114～126) 1 1唇の断面が尖り気味のもの。 「1唇には縄の刻み目がつけられている。

114は斜行縄文地に綾絡文が施されている。117には縦行気味の無節の縄文が施されている｡118･120

a･bには結束のある斜行縄文が施されている。 120 a･bは胎土に小砂利が非常に多く器面にはI｢｜

凸がある。縄文は浅く施されている。 121･ 122は肥厚させた突起部。 121はRL原体を縦位と横位に

回転施文し羽状縄文的になっている。

c類-5 (128 a～c･130) 魚骨胆l転文が施されたもの。 128-a～cは同一個体の破片。サ

ケタイプの回転文のもの。 「1唇は角形で繩による刻み目が施されているもの。 129．130はニシンタイ

ブの回転.文。 129はLI唇は尖り気ll未である。

切り出し形

の口唇

綾絡文

角形の口唇

繩の刻み目

魚骨回転文
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第3章繩文時代の遺跡

’Ⅱ群B類土器（図III-104～106-1～117)

’Ⅱ群B1類（図Ⅱ1-104･ 105 1～78) :榎林式に扣当するもの。

本群は器形、 1 I縁の形からa～e類に糸IH分される。

a類(1～30)

「I縁力討肥厚しそこに沈線が施されているもの。休部の文様は地文だけのもの、沈線で文様が描かれ

るものがある。

a類-1 (2～6 ･ 18～26) 胴が張らず直線的で口縁部が外反しない器形のものである。

2はl l1形口縁のもので筒形になると思われるもの。 口唇をわずかに肥厚させ円形刺突文をはさんで

左右に沈線がひかれている。 1 1織部とlliil部にそれぞれ浅い3条の横走する沈線をめ<｡らし、沈線の下

位には3本一組の沈線で弧線文が連続して描かれている。弧線文からは垂下する沈線が|胴部の沈線に

下ろされている。地文はLR原体による斜行縄文。全体が茶褐色ないしは黒褐色を呈し焼成力罫非常に

良い。 3は「|唇をほんのわずかに肥厚させ、口唇直下にI隅l～2cm程の無文帯力ざ形成されている。 4

は平縁の小型鉢形土器。体部にはRL原体による斜行縄文が粗く施されている。内面に炭化物が付着

する。 5は山形隆起部に円形の窪みを配している。 6は地文にLR原休を縦方向に回転施文し、細|い

棒状工具で沈線文を施している。 18～26は口縁部のみの破片であるが、 口縁の外反の度合は比較的弱

いものと思われる。

a類-2 ( 1 ･ 7～17･27) 頚部力'<びれ、 口縁部が比較的強く外反する器形になるかと思わ

れるもの。 9～13， 15は沈線で文様が描かれている。 1は4個のl1l形隆起部をもつ大型の深鉢形土器

と思われる。肥厚部は沈線がひかれた後磨き力:かけられている。器面にはRL)A(体による斜行縄文が

施され、太く浅い沈線が｢1縁に平行に2条めぐらされている。胎土には小砂利が多く茶褐色を呈する。

7は緩やかな波状口縁をなすかと思われる。内外面に炭化物が付着する。 8は複節の縄文が粗く施さ

れている。 10～13は|LI形隆起部で沈線が渦巻状となり断面が円錐状となっている。16はワラビ状の沈

線文が描かれている。 17は山形隆起部に円形の窪みがつけられている。27は沈線で垂下する文様が描

かれているもの。一応ここで扱っておく。

a類-3 (28 a～c ･29･30) 大木8bに相当するもの。

28-a～cは同一個体の破片。「I縁は外反しわずかに肥厚させている。休部にはRLR原体を縦方向

に施文している。口縁部からlⅢ1部にかけて文様は2条あるいは3条一組の太い沈線で円形文、弧線文、

垂下する直線を描いている。焼成は非常に良く黄褐色を呈する。

b類(31～37)

’1縁を肥厚させるもの。肥厚部は磨きがかけられているものが多い。

31は体部にRLR原体による斜行縄文が施されている。肥厚部は磨かれている｡沈線が引かれていな

いか~、口縁の肥厚の状態がa類と非常に良く似ている。32～35はl l縁が外反するもの。 32は胴部が張

らず、縁が外反する器形のもの｡休部にはLR原体による斜行縄文が施されている。肥厚部には磨きが

かけられている。器面には炭化物が付着する。胎土に小砂利が多い。 33．34には複節の縄文が36には

横走気味の縄文が施されている。

c類（38～50)

「'縁部を肥厚させないもの。 口縁部を磨いて幅の狭い無文帯を形成するとのがある。体部は縄文だ

けのもの、縄文地に沈線で文様を描くものがある。

c類-1 (38～44) 比較的厚手で口唇がやや丸味を帯びるもの。

38-a･b～41は口縁がやや外反するもの。 38-a･bは休部には横走気味の縄文が施されている。

榎林式

肥厚した口

縁

弧線文

円形の窪み

沈線文

ワラビ状沈

線

大木8b

ワQq
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第3章繩文時代の遺跡

口縁部は磨かれ無文帯が形成されている。ややくびれる頸部には沈線による区画文の一部が認められ

る。胎土には小砂利が多く 、茶褐色を呈する。 39～41は波状口縁のもの。体部には複節の縄文か施さ

れる。 42．43は口縁が直立するもの。 42は口縁部にLRL原体を縦位と横位方向に施文し、刈状縄文

を構成しているかにみえるもの。 「l唇から内面にかけては磨かれている。胎土には小砂利が多く茶褐

色を呈する。焼成は非常に良い。 43はllil部から口縁部が直立する山形隆起部をもつ大型の鉢形土器。

休部にはLR原体による斜行縄文が施され口縁部の狭い範囲が軽く磨かれている。胎土に小砂利が多

く黒褐色を呈する。 44は無節の縄文が施されたもの。

c類－2 （45～50） 比較的厚手で1 I唇が角形のもの。

45～48は斜行縄文のもの。46はRLRM(体による複節の縄文のもので口縁部が磨かれている。49は

複節の縦行縄文、 50は横走気|味の縄文のもの。

d類(51～64)

口縁部を肥厚させないもので比較的薄手のものを本類とした。縄文だけのもの、無文のもの、縄文

地に沈線で文様を描くものがある。

d類-1 (51 ｡ 52 ．63) l l唇が尖り気味のもの。

51は頚部がややくびれ口縁が外反する小型の深鉢形土器。休部にはRL原体による斜行縄文が浅く

施されている。 口唇の内側は磨かれている。胎土は砂が多くザラザラとする。 63は山形隆起部をもつ

もので、 |}|11部は張らず口縁が強く外反するものである。隆起部は2個一対になるかもしれない。器面

には無節の縄文が浅く施されている。文様は半裁竹管状工具の腹面で縦・横に区画する沈線文が施さ

れている。器miには凹凸があり、胎土には小砂利が非常に多い。茶褐色を呈する。

d類－2 （53～57) 1 1唇はやや丸1床を帯びるもの。

53.54は口縁が外反する。 54は口縁をやや肥厚させ磨きがかけられている。 b類に相当するかもし

れない。 55は「l縁が直線的に立ち上がる器形で、無文である。 56． 57は斜行縄文が施されている。

d類－3 （58～62 ．64） 口唇が角形のもの。

58には横走気味の縄文が､59～61には斜行縄文が施されている。62は「i唇の形状が他のものと違う

が便宜的にここに入れておく。 口縁部を肥厚させるためにわずかに粘土を貼り付けているようにもみ

える。 64は樅位に施文された縄文地に沈線が縦にひかれている。 l 1唇は磨かれている。

e類（65～78）

l l縁部に縄線がつけられるもの。

65～67は口縁部をやや肥厚させ縄線をつけている。67の口唇は磨かれている。68は短い縄の圧痕を

連続して施している。 69～71はS-59、U 59、X 55と離れた位置から出土しているが、同一個体

かと思われる。休部にはRLRIjj(体による縦行縄文が施されており、山形隆起部では横位方向に施文し

地文に重ねている。 「I縁にそって地文と同じと思われるl1(体による縄線が2条施されている。 72～74

は太い縄線が施されたもの◎ 74の、緑は指頭を押しつけたかのように小波状になっている。 75．76は

縄線を施した後磨かれているため縄線がつぶれている。72～78はⅣ群A類涌元式に相当するものかも

しれない。

Ⅱ1群B2類（図ⅡI 105･ 106-79～117) :大安在B式に相当するもの。

本群はa～c類に細分される。

a類(79～94) 1 I織部の縄文地あるいは無文地に縄線で文様が拙かれるもの。 「1縁にそって2･

3条めぐらすものが多く 、縄線は2段の縄が川いられることが多い。

81は地文が横走気|床の縄文である。84は「l縁に2条縄線がめく"り、口唇と縄線の下位に棒状工具に

複節の繩文

繩線文

縦行繩文

大安在B式
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図Ⅲ－106包含層出土のⅢ群B類土器(3)

よる刺突文が施されている。 86．90は「I縁の狭い無文帯に縄線が施されている。 87は111形隆起部をも

つもの。88は無文地の口縁に横走する縄線が2条施され、その下位には2個一対になるかと思われる

1 1緑のl ll形隆起部に対応して、垂下する縄線が施されている。 89は横走気味の縄文地にLR原体によ

る縄線か~｢'縁に平行して2条めぐ')、下位の縄線からは垂下する縄線が施されている。 口唇は角形で

縄文がつけられている。内外面ともに磨かれて光沢がある。

b類（92～99） 降帯がつけられているもの。隆帯上には刺突文が加えられるもの。縄の庄痕が

施されるものなどがある。

92は休部にLR原体による斜行縄文が施されている。隆帯上には断而がl 11形の工具で刺突文がつけ

られている。93は無文の器面に縦と横に降帯を設けている。縦の隆帯は粘土を指でつまみ上げて作り

出したと思われる。横位の低い隆帯上には竹管状二l具で刺突文がつけられている。 ll台土に小砂トリが多

い。 94はこれと|面'一個体かもしれない。95は器面には枇走気味の縄文が施され、隆起ﾄｰに断IHiが角形

の工具で横方向へ押しびきした刺突文がつけられている。低い隆帯の上･下にはLR原体による縄線が

そえられている。97は隆帯上に短い縄の圧痕がつけられている。98は太い沈線と竹管状」具による刺

突文で文様が描かれている。 99は無文地に半裁竹管状工具で刺突文か施される。便宜的にここに入れ

ることとする。

c類(100～117) 縄文だけのもの。全体的な文様構成､器形のわかるものが少ないが､ⅡI群B2"

に特徴的と思えるものである。

100はl1l形隆起部をもつもの｡Ⅲ'i1部の張り出しが強く頚部がくびれl l縁が外反する器形のもの｡体部

にはLR原体による斜行縄文が底部付近まで施されていると思われる。 I I牌は角形で繩文が施されて

隆帯

刺突文
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第3章繩文時代の遺跡

いる。器而には炭化物が付着する。 101～105は横走気味の縄文が施されている。 101は無節の縄文。

109～113･ 116は撚糸文の施されたもの。 114は条痕と撚糸文がつけられていると思われる。 115･ 117

は集合条線文のもの。

IV群A類土器（図IⅡ 107～114、図版37～40)

IV群A類土器は土器分布密度(図III-92)からわかるように、調査区北側の、 l)Q、R、 S 61～63

周辺と、 2）南西側の盛土地区(U～Y-54～59)の2箇所から比較的まとまI)をもって出土してい

る。 1 ）を集中区1 ， 2）を集中区IIとして遺物の記載をする。本群の土器は昭和60年B地区で出土

した際の層位的分類に基づいて盛土1類から5類に細分することとする'; ' :)。

集中区I (図III-107･ 108 1～41、図版37)

盛土1類( 1～41)

縄文地に沈線で文様を描くもの、無文地に沈線で文様を描いた後縄文を所々に施すもの、無文地に

沈線で文様を描くもの、 口緑に貼付帯で文様がつけられるものなどがある。

l～7は沈線で文様を描いた後、縄文を所々に施す手法のものである。縄文は浅く施されている。

文様は細い沈線で口縁にそって2～3条の平行線をめぐらすものが多い。 1 ･ 2は波状｢I縁のもの。

lは頚部がくびれて胴部が張り出す器形のもの。内外面に多量に炭化物が付着する。縄文がつけられ

る前に磨きがかけられているため沈線が潰れている所もある。内面にはへう刺りの痕跡が残る。 3は

、縁がやや外反するもので、弧線を繋ぐ文様が描かれている。 8～10は縄文地に沈線で文様を描くも

のである。 8は曲線と直線を組み合せた文様が描かれている。 11～29･31-a･bは無文地に沈線で

文様が描かれているもの。 10～14･ 16～18は波状｢1縁のもの。文様は1 I縁にそって平行沈線を複数め

ぐらすものや、平行沈線を弧線でつなぐ文様が体部にまで及んでいるもの、区画文の描かれるもの等

がある。 16は口縁に'幅の広い無文帯を設けている。無文帯からI1唇上、内liliにかけては磨かれている。

焼成は良く黒褐色を呈する。炭化物が付着する。胎土には小砂利が多い。 15･19･20･21は平縁のも

の。 15の口唇は角形で磨かれており、 LI縁が外反する大型の深形土器。比較的太い沈線で、縁部に3

条横走する沈線を施している。休部には入組文的文様と縦方向に展開する文様が描かれている。内外

面に炭化物が付着する。焼成は良く黒褐色を呈する。 19･20は折り返し「I縁のもの。 19は口縁に'i'扇の

狭い無文帯が形成されている。その下位に細い沈線で3条平行線をめぐらしている。休部には曲線的

文様と 「．」の字状の区画文が描かれている。焼成は良く黒褐色を呈する。炭化物が付着する。胎土

には小砂利が多い。 27は無文地のもので、頸部に太く浅い沈線が1条めぐっている。焼成は良く内面

は赤褐色を呈する。 28は波状口縁の頂部に貼付帯で「8」の字の文様を描き、 その問を2 ． 3条の細

い沈線でつなぐ文様が柵かれていると思われるもの。器而から口唇上にかけては磨かれている。焼成

は非常に良い｡29は比較的太い沈線で文様が描かれる。「l唇に指頭と思われる圧痕がつけられている。

胎土に砂が多い。 31-a ･ bは浅鉢形土器と思われるもの。比較的太い沈線で｢l縁部には3条平行線

をめく“らしている。体部には曲線文と弧線で、縁の沈線をつなぐ文様が描かれている。胎土には小砂

利を多く含み灰黄色を呈する。 32．33は浅くまばらに施された縄文地に太い沈線で文様が描かれてい

る。34は浅く施文された斜行縄文地の｢l縁部に細い沈線が無造作に施されている。38は斜行縄文、 37

は無節の縄文が施されている。35には横走する撚糸文が施されている。30は半裁竹管状工具で文様を

描いた後沈線で縁取りしている。盛土2類の櫛状工具により文様を描く手法と似ている。 36は半裁竹

管状工具で文様が描かれている。 39．40は壺形土器。 39は無文の口縁部と肩部に細い沈線がめぐって

いる。40は細い沈線でl司心円状の文様を描いているかと思われる。内外面に多量に炭化物が付着する。

41は4箇所に緩やかな隆起部をもつ大型の深鉢形土器。底部は欠損している。胴部がわずかに張り出

撚糸文

分布

2， 3条の

平行沈線

平行沈線

入組文

「8」の字文

様

指頭の圧痕

太い沈線

ワQ'7
全屯ノ~I
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第3章繩文時代の遺跡

す。器壁は口縁に向って薄身になる。 口唇の断面は角形で磨かれている。 口縁の隆起部と隆起部の中

間に対応する位置に縦に短く粘土紐を貼付している。頚部にも1条めぐらし幅の狭い｢1縁部を区画し

ている。 口緑部には細い沈線で横に細長い区画文を上下に描くもの、区画文が崩れて一筆書きの文様

のようになっているもの等がある。 口縁部に沈線文を施した後、 l 1縁部を区画する低い貼付帯上から

器面全体に太いﾙI(体による横走縄文が施されている｡縄文施文後貼付帯周辺が部分的に磨かれている。

焼成は良く胴上半は暗黄褐色、胴下半は茶褐色を呈している。 口縁部内面と胴下半部には炭化物が付

着する。

集中区II (図III109～114-1～107、図版38～40)

盛土1類（図Ⅲ－110． 111 12～50)

縄文地に沈線で文様が描かれるもの、沈線で文様を描いた後縄文を施すもの、無文地に沈線で文様

の描かれるものなと．がある。器形には深鉢形、壺形力:ある。

12～16は沈線で文様を描いた後縄文を施すもの。 12･ 13･ 15は平縁、 14･ 16-a ･ bは波状l 1縁を

呈する。文様は口縁に平行して数条沈線を施すものや平行沈線を鉤の手につなぐ文様などが描かれて

いる。 12は折り返し口縁の大型の深鉢土器。内外面に炭化物が付着する。縄文施文後磨かれている。

13は半裁竹管状工具による沈線文が施されている｡16-a･bには2条並列する太く浅い沈線を横位に

施し、 その間を向きの違う短い弧線でつなぐ文様が描かれている。縄文は沈線間に部分的に施文され

ている。炭化物が付着し黄褐色を呈する。 17～27は縄文施文後沈線で文様か描かれている。文様は| 1

縁にそって数条平行する沈線がひかれるものや、弧線でつなぐもの、曲線的文様を描くものなどがあ

る。 17･20．24･25は波状口縁のもの、 20は4箇所に山形隆起部を設け、 I|1部が張る中形の土器。隆

起部に粘土で円形文を貼りつけその問を2条の沈線でつないでいる。円形文は沈線で縁取りされてい

る。 24は頂部とその両1nllに指頭による圧痕がつけられている。 28～42･45･46は無文地に細い沈線で

文様が描かれているもの。 LI縁にそって平行沈線がめく“るもの、入組文、区画文、弧線文なとゞが描か

れている。 28～30．37．40は波状口縁のもの。 28は1 1縁が外反する大型の深鉢形土器。 口縁にそって

2条沈線がめぐり頚部には無文帯を設けている。休部との境にも2条沈線がめぐり、弧線が加えられ

ている。体部には横位に展開する入組文や区両文が描かれている。胎'二には小砂利が多く器面はザラ

ザラしている。炭化物が付着し黒褐色を呈する。内面にはへうIIill ')の痕跡が残る。 38･39は棒状工具

で斜めの刻み目がつけられている。40は爪によると思われる刻みがつけられている。41は1 1唇上と、

縁の内側に棒状工具で円形の刺突文が施されている。41には指頭の圧痕がつけられている。43は波状

口縁をなすと思われ、 口縁にそって貼付帯が何条かつけられているようである。貼付帯は糸|Ⅱい沈線で

縁取りされている。 44は山形隆起部に貼付帯で文様が描かれている。部分的に細い沈線で縁取りされ

ている。 45．46は壺形土器。いずれも3本単位の細い沈線で文様が描かれている。 45は灰褐色を呈し

内外面は磨かれている。46は朱色の顔料が塗られている。47は折り返し、縁のもので器面には撚糸文

が浅く施されている。48は網目状撚糸文が施されている。49は糸ll1い沈線で網目状の文様が描かれてい

る。 50-a～dは口縁が外反する大山'』深鉢形土器と思われる□ I｣唇の断面は角形で指頭によると思わ

れる圧痕がつけられている。文様は断片的にしかわからないが、 I|]菌の広い貼付帯で縦に蛇行する文様

や円形の区画文なと．が細い沈線で縁取りがされている。沈線を施文後磨かれているところもある。内

面も丁寧に磨かれている。胎土には小砂利が多く器面はザラザラする。黄怜色を呈する。

盛土2類（図IⅡ－109-1 ･ 2，－111 ･ 112 51～67)

櫛状工具で文様を描き太い沈線で縁取りするもの、貼付帯で文様が描かれるもの、無文地に太い沈

線で文様を描く深鉢形土器などがある。頚部のくびれの強いものが多い。波状口縁のものでは隆起部

横走繩文

太い沈線

細い沈線

口縁の刻み

目

指頭の圧痕

3本単位の

沈線

網目状撚糸

文
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の内外面に貼付帯を弧状にめぐらすものがある。折')返し「1縁のものが多い。

1 ･51～56は櫛状工具で文様を描き、 それを太い沈線で縁取る文様が施されている。 口縁部に貼付

帯で文様がつけられているもの（54～57）が多い。 lはLI縁が緩やかな波状をなす大型深鉢形土器。

頸部がくびれてIn部が張り出す。 口縁は外反し隆起部を中心に内外面にわたって貼付帯で弧状の文様

が施されている。太い沈線で縁取りされ、 その部分にのみ縄文が施されている。体部の文様は上半部

に限られる。櫛状工具により幅狭〈帯状に条線文を施し上下を凶由Iしているが、 l 11形に張i)出すとこ

ろもある。 この部分に間のびした「乙」字文を横環させ大い沈線で縁取りしている。 ｜ﾒ画された無文

地には同様の手法で「カニのハサミ」状文様、弁状文、渦巻文を向い合せ、上下に組み合せた文様が

施されている。器而には炭化物が付着し茶褐色を呈する。 2は無文の小型深鉢形土器。 IIFIが張り出し

頸部がくびれている。内外面ともに磨かれている。胎土には小砂利が多< II商黄褐色を呈する。 「I縁部

内面には炭化物が付着する。 51は大型の深鉢形土器。折り返し、縁である。52･53は小型の鉢形土器。

53の口縁は尖l)気味で、体部には条線で格子稿を描き沈線で四角に縁取る文様が描かれている。

54～57は口縁の隆起部に貼付帯で弧状の文様が描かれている。54はllil-卜半が欠損している。頚部のく

びれが強く口縁が外反する大型深鉢形土器。折り返しl l縁でll 1形隆起部を中心に貼付帯で器内外面に

弧状の文様を描き、太い沈線で縁取りしている。指頭によると思われる圧痕がつけられている。頚部

と胴下半にそれぞれめぐらされた太い沈線で区luされた中に、条線文を縁取る手法で区画文力苛擶かれ

ている。胎土に小砂利が多く灰褐色を呈する。 55は折り返し口縁の下位に太い沈線が1条めぐってい

る。貼付帯が施された部分にのみ縄文が施されている。胎土に小砂利が多く灰白色を呈する。 57は1l

縁の内iⅢにめぐらされた貼付帯上にだけ縄文が施されている。 58．59は器面に縄文が施され、貼付帯

による文様が描かれている。 58は壺形土器かもしれない。内外面に赤色顔料が塗られている。条線に

よる弧状の文様もつけられている。 59は爪形の刺突文が部分的につけられている。 62-a～cは条線

で描かれた部分に、円形の刺突文が施されている。 61は波状、縁をなす中型の深鉢形~t器。器面調整

は非常に雑で胎土には小砂利が多い。文様は無文地に沈線で区画され、 '三段には崩れた「乙」字文、

下段には鋸歯状文を2条横位に展開させている。 63の口唇は角形である。無文地に櫛|k工具で雑に文

櫛状工具

縁取り

折り返し口

縁

貼付帯

壺形土器

刺突文

I ()(）
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第3章繩文時代の遺制

様が描かれている。 64は[1縁が内傾するもので、無節の斜行縄文地に沈線が｢l縁部、 IIIil部にそれぞれ

2条ずつ施されている。 65．66は器面に縄文のみか施されているもの。 66は平縁の深鉢形土器。内面

から、唇上にかけて磨かれている。器面にはLR原体による斜行気味の縄文が施されている。口縁部は

磨きがかけられ、 ’幅の狭い無文帯が形成されている。 I|1上半に半裁竹管状工具で浅い蛇行する沈線文

が不規則に描かれているが、器面を一周しない。器面には炭化物が多量に付着する。焼成は良く黒褐

色を呈する。 67 a･bは非常に焼成の良い薄手の精製鉢形土器である。波状口縁をなすかと思われ

る。器面には漆のようなものか塗られている。内外面ともに非常に丁寧に磨かれ光沢がある。器面は

茶褐色を呈する。内面は黄榿色である。磨消縄文は太い沈線で縁取られている。縄文帯が狭いために

沈線文か浮きでて見える。縄文は非常に細い原体によるものである。隆起部に対応して円形あるいは

「8」の字と思われる文様が沈線で描かれている。

盛土3類（図III-109-3～5， 112-68～77)

縄文地に沈線で文様が描かれるもの、無文地に沈線で文様が描かれるもの、磨消縄文が施されるも

のがある。頚部がくびれ服部がやや張り出す深鉢形土器が多い。

~3 ． 5 ．68．69．71 ．72．75は無文地に沈線で文様が描かれるもの。 3は波状｢l縁をなす小型の深

鉢形土器。 「I縁の山形隆起部には弧状の文様が描かれている。胴上半部と底部付近にそれぞれ1条沈

線が引かれ、不揃いな鋸歯状文が上ﾄｰに配されている。内外面に多量の炭化物が付着し黒褐色を呈す

る。 5は小型の深鉢形土器。胴上半は欠損している。破jヤは輪積みの位置で割れていた。太い沈線で

区画された中に「雷文」を描いている。内外面に炭化物が付着し黒褐色を呈する。 68は[1唇が尖がり

気味である。胴上半部に、 2条の沈線で区|町されたL|｣に波状文が描かれている。 69には大柄な｢雷文」

が描かれている。71には沈線で区画された中に縦に蛇行する文様を横環させている。72は波状口縁に

そって4条沈線をめぐらしている。 75は波状口縁をなす大剛の深鉢形土器。胴部がやや強く張|)出し

1 1緑が外反する器形のもの。頸部には太い沈線が引かれ無文帯を形成している。 I1N部中央とlll'1-卜半に

2条ずつ並列して沈線が引かれ、 2段の文様帯が区Ihjされている。その中に大柄な'茜文が描かれてい

る。焼成は良く器1mには多量の炭化物が付着している。内面は黄榿色を呈する。 4 ．70．73．76は縄

文地に沈線で文様が描かれるもの。 4は小型の深鉢形土器。折り返し口縁の名残りがある。文様は器

面全体に施されており、沈線で区画された上下に大柄な需文が描かれている。胎土に小砂利が多く 、

内面に炭化物が付着する。 70は平縁の大型深鉢形土器。 口唇はやや丸味を帯びた角形で、磨かれてい

る。頚部に1条沈線が引かれ、 口縁部には無文帯が形成されている。文様は胴下半部までに限られ、

太く雑な沈線で連続する弧線文や入組文的文様力計描かれている。下半部は文様施文後磨かれている。

内外面に多量に炭化物が付着し黒褐色を呈する。 73．76は口縁力：比較的強く外反する。 44．47は磨消

縄文によ')文様が描かれている。 74は1 1縁が強く外反する深鉢形土器と思われるもの。口縁部には比

鮫的I隔広の無文帯が形成されている。磨消縄文による文様に加えて沈線による「乙」字文が横位に2

段施されている。

盛土4類(EIIII 109 6～9, 113 78～86)

「1縁部が比較的i幅広となり口唇が角形になるものが多い。 LI縁部に無文帯が形成されるもの、縄文

地に沈線で鋸歯状文が描かれるものがある。休部の文様は磨消縄文によるもの、縄文地に沈線で文様

を描くものがある。

8 ．78～80．83．85．86は体部に「乙」字文、 「カニのハサミ」状文様などの磨消縄文力欝施される大

型の深鉢形土器である。 8は緩やかな波状1二I緑をなす大型深鉢土器、頚部がくびれて胴上半がやや張

り出す。 5箇所に山形隆起部をもつ。頚部に1条沈線がひかれて口縁部に無文帯を形成している。 I|1

精製土器

｢8」の字の

文様

沈線文

雷文

折0返し口

縁

幅広の口縁

部

磨消繩文
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第3章繩丈時代の遺跡
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第3章繩文時代の遺跡

部の文様は上半部に限られ、 2条の沈線で区画された上段には縄文地に沈線で雑な「乙」字文を2条

横環させている。下段には磨消縄文で大柄な「乙」字文を描いている。器面は文様を施文後に磨かれ

ている。胴上半には炭化物力ぐ付着する。焼成は良く茶禍色を呈する。 78．85は｢1縁部にも文様がつけ

られ、 78は口縁部が強く外反する。口唇の断面は角形である。 1 1縁部には縄文地に太い沈線で鋸歯状

文が描かれている。胎土に小砂利が多く灰黄褐色を呈する。 85は縁部の内外面に沈線で連続する弧線

文が描かれている。内側は文様の施されているところにのみ縄文が施されている。 79．80は口縁部に

幅の広い無文帯が設けられている。 79の口唇の断面は角形である。口縁下に沈線で区画された縄文帯

が設けられ、沈線で鋸歯状文が柵かれている。内外liliに炭化物が付着する。 80は体部には「カニのハ

サミ」状文様と硬化した渦巻文力釘描かれている。 1 1縁下に沈線による「〈」の字の文様が縁飾り的に

施されている。焼成は良く 、内面は丁寧に磨かれ赤褐色を呈する。 II1部に炭化物が付着する。 83は底

部付近の破片。入組文が描かれている。

6 ･ 7 ･81･84は縄文地に沈線で文様が描かれている。 6は平縁の中型深鉢形土器。 「I唇は角形で

磨かれている。文様は胴部上半に限られる。 I I縁部に沈線が1条めぐっている。胴上半に縄文を施し、

縦に蛇行する沈線と 「乙」字文を横環させている。焼成は良く胎土には小砂利が多く混じる。内外面

に炭化物力ご付着する。 7は大型の深鉢形土器。 llll上半から上は欠損している。底部から胴部にかけて

直線的に立ち上がる器形のもの。胴部には2条一組の沈線で|ﾒ画された縄文帯が設けられ、文様はそ

の中に間のびした「乙」字文を2列横環させている。 II1下半から底部にかけては文様文後磨かれてい

る。焼成は非常に良く 、胎土には小砂fllが混じる。文様帯の部分は黒褐色、底部は黄榿色を呈する。

81は灰白色を呈する。訴文が施されている。84は沈線で区画された｢1縁部の内外面に波状の文様が描

きその部分にのみ縄文を施している。

9 ．86は壺形土器、 9は4箇所の| | |形隆起部をもつ。 口唇は角形で縄文が施されている。隆起部の

内外面には沈線で弧状の文様を描き、 その部分にのみ縄文か施されている。頸部はややくびれ’条大

い沈線がひかれている。体部には縄文地に大柄な「乙」字文様を何段か横環させているようである。

内外面ともに丁寧に磨かれ灰白色を呈する。盛土3類かもしれない。 86は頚部が強く くびれる。 l l"

部は無文で内側にのみ沈線で連続する弧線が施され、 その部分にのみ縄文か施されている。体部には

磨消縄文により区画文が描かれている。胎土には小砂利が多く茶褐色を呈する。

盛土5類（図Ⅲ 109-10, 113･ 114 87～107)

鉢形土器では「l縁が直線的に開くもの、 n唇の断Imが角形のものが多い。 l l縁部は11H広て頚部には

幅の狭い無文帯が形成され、沈線により文様か描かれるものがある。休部には縄文地に沈線で文様が

猫かれるもの、磨消縄文のものか~ある。

10･87～90は頚部に無文帯をもつ鉢形土器。 I I縁部には縄文地に連続する弧線、鋸歯状文、波状文

を描くものがある。体部には闇i'j縄文により文様が捕かれている。 10は緩やかな波状1 1緑の大型深鉢

形土器。 llil部上半でやや張り出し頚部でくびれる器形のもの｡ 「l唇は角形で縄文が施されている。 口

縁部の隆起部に対応する位置で弧線を描く沈線が4条施されている｡胴部には上下で向きを変えた「カ

ニのハサミ」状文様が入り組む形で描かれている。 I|'1上半の縄文榊には渦巻文と縦に蛇行する沈線文

が施されている。胎土に小砂利が多くボロボロと崩れやすい。内外面、特に内面に多童に炭化物が付

着し略黄褐色を呈する。 90は焼成が良く黒褐色を呈する土器。 91 ．92･94～97は口縁部の破｝ I｢-．波状

文や弧線文、鋸歯状文、渦巻文が描かれている。 93 a･b、 98～101-a～dは磨汕縄文で文様が描

かれている。 93-a･bはl l縁部の文様帯が区画されていないものである。 100は非常に焼成が良い精

製深鉢形土器である。底部はわずかにあげ底気味である。 ｜ﾉ1外｢、ともに丁寧に磨かれ灰黄褐色を呈す

鋸歯状文

弧線文

縁飾り

連続する弧

線文

頸部に無文

帯

角形の口唇

精製土器
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第3章繩丈時代の遺跡
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る。 101 a～dは同一個体の破ﾊ~｡ l l縁が直線的に開く大W』深鉢形土器。 口縁部には0段多条のLR

1%(体による斜行縄文地に糺||い沈線で連続する弧状の文様を描き、 その間にl1 1形の沈線を入り組ませて

いる。休部には磨消縄文による文様に1川えて沈線による鋸歯状文か描かれている。廠士5類土器の中

でも比較的新しい段階のものかと思われる。

l1は盃形のもの。内面は磨かれている。胎土には小砂利が多く黄禍色を呈する。 1()2･1()3は底面に

磨消縄文によるカニのハサミ状文様、簾状の圧痕が施されている。 104･ 105はオオバコ|ﾛ|転文による

磨消縄文瓜の文様が施されている。 106は把手部分、 107はミニチュア |艮器かと思われる。

註

l )北海道蝿蔵文化財センター(1986) 「北塊洲報33建川l ･新道4遺跡」

|］

0段多条の

原体

オオバコ回

転文
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第3章繩文時代の遺跡

IV群B類．C類土器（図III 115-1～17)

1はIV群B類の手稲式、 2～20はIV群C類に相当する。2～12は堂林式に相当するものである。4 ･

5 ． 9には羽状縄文か施されている。 9は口縁部に突起がつけられている。 10～12は沈線か施されて

いる。 10は横走する平行沈線が施されている。13～17は湯の里3式に相当するもの。 13は、縁部に横

走する平行沈線と爪形文が施されている。 14a～cは同一個体である。縄文地に横走する沈線が4条

施され、沈線間には円形の刺突文が施されている。 15～17は沈線で区画された間に、片側に粘土の盛

りあがりがみられる爪形文が施されている。

V群土器（図III-116～119 1～190,-120、図版31 3～6， 32-1 ． 2， 41～44)

G地区からは札苅II群から尾、内I群に相当する深鉢、鉢、浅鉢、壺形土器が出土している。 これ

らをl～6群に細分し各群の特徴をみることとする。

I群札苅II群に相今'1するもの。

2群札苅II群のうち函館市高丘町遺跡↑' : ')出土資料にほぼ相当するもの。

3群聖山Iに相当するもの。

4群聖lllllに相当するもの。

5群湯の里6遺跡出土資料に相当するもの。

6群尾白内I群に相当するもの。

これら各群の深鉢・鉢・浅鉢形土器についてはI｣縁部の文様要素、器形によI) a～e類に分類した。

a類頸部の無文帯に数条の沈線が施されるもの。

b類頚部に無文帯を設けるもので、肩部に沈線が数条施されるもの。

c類縄文地の口縁部に沈線が施されるもの。

d類縄文だけのもの。

e類無文のもの。

1 群（図III 117 20～25)

深鉢形土器（20～23）

a類（20～22）

いずれも頚部がくびれ比較的肩が張るもの。頚部には細い沈線力訂3条施され上位の沈線には刺突文

がつけられている。 u縁は指頭のｷIII捺により小波状になっている。 20･22はLR原体による縦行縄文、

21はRL原体による斜行縄文が施されており、内面に多量に炭化物が付着している。

d類(23) ｢I縁部に2個一対になると思われる半円形の突起がある。 口縁には斜行縄文地に細

い沈線が1条引かれている。

鉢形土器（24．25）

a類（24． 25）

頚部の幅は狭く肩が強く張り出すもの。24は口唇に棒状工具で斜め方向に刻み目がつけられ小波状

になっている。休部はLR原体による縦行縄文。 25は内壁も逆「〈」の字に強< <びれる。 LI縁は2

個一対になると思われる小波状を呈する。 口縁内側にも1条細い沈線がひかれている。頸部の真中の

沈線に刺突文が施されている。器面調整は丁寧で、体部にはLR原体による斜行繩文が施されている。

2 群（図III 116 2～6 ･ 10 ･ 13 ･ 15･ 16､ 117･ 118 26～129)

深鉢形土器(15･26～55)

a類（26～40）

頚部にくびれをもち肩が丸味を帯びる器形のもので、 I 1唇に細かい刻み目をつけるものや、頚部の

手稲式

湯の里3式

爪形文

高丘町遺跡

刺突文

棒状工具で

刻み目

刺突文

}09



第3章繩文時代の遺跡
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第3章繩文|I寺代の遺跡

沈線に刺突文を加えるものがある。

a類-1 (26･ 27)

頚部の幅は狭<;IHい沈線がひかれ、肩は比較的強く張り II}す。いずれも口唇に細かい刻み目が施さ

れている。休部にはLR原体による縦行縄文が施されている。 26は上位の沈線に刺突文がめぐる。

a類－2 （28． 29）

肩部があまり張り出さない器形のもの｡いずれもLR原体による縦行縄文が施されている。口唇の内

側が段をなすかのように成形されている。29は沈線の下位に2個一対の螺状突起がつけられている。

a類－3 （30～33）

頸部の幅がやや広く肩が張らず、肩部からll'1部にかけて丸味を帯びる器形のものである。頚部の沈

線は細く比較的間隔をあけて施されている。 30は内外面に炭化物が付着する。胎土には小砂利が多く

内面にはへう削りの調整痕が残る。32は|」唇に刻み[Iが施されている。33は上位の沈線に刺突文がつ

けられている。沈線下位の瘤状突起は貼り付けた粘土を爪状のもので刻んでいる。

a類－4 （34～40）

肩はほとんど張らないか幾分丸味を桁びる器形のものである。頸部は'幅広くなり休部との境目は段

がつくような感じになるものもある。沈線はやや間隔をあけて施される｡体部にはLR原体による縦行

縄文か施されている。 34-a･bは人型のもの、体部から口縁にかけてはやや薄くなっている。沈線

の下位には2個一対になる低い瘤状突起がつけられ、他の部分は磨かれている。体部は黄榿色を呈し

内面は磨かれている。炭化物が付蓋する。 35は沈線施文後に磨がかれている。沈線の下位に瘤状突起

がつけられている。36は内外1mに多量に炭化物が付着する。37も大型のもの。体部には比較的太い原

体により縄文が粗くつけられている。 ’ 1唇の内側にも浅い沈線が1条施されている。内'剛は磨きがか

けられている。 38は幅広の沈線が重ねられている。 ｜ﾉ1面には多量の炭化物が付着する。

b類(41･42)

b類-1 (41) 肩か強く張I)出し、内畦も逆「〈」の字にくびれる器形のもの。上位の沈線に

刺突文がつけられている。胎土は砂質で内面には炭化物が付着する。

b類－2 （42）

大型のもの。頚部の無文帯は幅が談〈丁寧に磨かれている。 ｜｣縁に2個一対のB状突起がつけられ、

そこに三叉文に組合された沈線が配されている。胎土は茶褐色で内面には炭化物が付着している。

c類（43～55）

c類－1 （43～45）

いずれも口縁の狭い範囲に糸lIlい沈線を2 ． 3条めぐらし、LR原体による縦行縄文か施されるもので

ある。 43はI I縁がやや内傾する。 44･ 45には口唇に指頭でつけられたと思われる圧痕がある。

c類-2 (46-a･b･47)

比較的狭い範|腓|に太く浅い沈線が施されているもの。 ’ 1縁はやや膨らみをもっている。

46 a･ bは大型のもの。 l l拝の断面が丸味を稲びた角形で内慨する。焼成は非常に良く茶褐色を

呈する。 ｜ﾉ1面は｣~軍に磨きがかけられている。

c類－3 （48～52）

太く浅い沈線が' 1縁の狭い範囲に施されるもの。 「1縁はc類 2のようには肥厚させない。 「I唇の

断面は角形に近く 、体部にはLR原体による細|かい縦行縄文が浅く施されている。 48は灰ILl色を1 l上す

る土器でI I唇上か廃かれjrj形になるものである。

c類－4 （53～55）

細い刻み目

瘤状突起

頸部の沈線

B状突起

指頭の圧痕

11]
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第3章繩文時代の遺跡

口縁部に太く浅い沈線力訂間隔をあけてやや広い範囲につけられるものである。口唇は丸味を帯びる。

53．54はLR原体による縦行縄文が粗く施されている。 53にはへう削りの痕跡が残る。 55は口唇には
斜行縄文か施されている。

d類(15･56～60)

57は口唇直下の極狭い範囲が軽く磨がかれている。 58．60は口唇が角形に近く磨かれている。 59は

口唇が膨らみをもつものである。 15は深鉢形になるかと思われる底部の破片。縦行縄文が施されてい
る。一応ここに入れておく 。

e類（56）無文のもの。小型で器壁は薄い。 「I縁に指頭で圧痕がつけられている。

鉢形土器（2～6 ･ 16･ 61～117)

a類（2～5 ･61～103)

a類-1 (2 ･ 3 ･61～78)

頚部のI幅が狭く肩が強く張り出す器形のもの。沈線は比較的細い。 l l唇には細かい刻み目、指頭に

よる圧痕力欝つけられるもの、頚部の上位の沈線に刺突文をめぐらすものが多い。沈線の下位に突起を

つけるものもある。体部にはLR原体による縦行縄文が施されるものが主で、斜行縄文のものもある。

2は中型の鉢形土器。底面は磨かれ丸味を帯びている。 「l縁は指頭によると思われる圧痕が施され

て小波状になっている。沈線の下位には粘土瘤を貼りつけ太い沈線で逆「S」字状に刻みを入れるこ

とで2ｲ|古|一対の突起を形成している。比較的太いLR原体による縦行縄文が突起を貼りつけた後に施

文されている。内外面ともに炭化物が付着し、部分的に黒褐色を呈する。底部の内面は赤褐色を呈す

る。へラ削りの痕跡が残る。 3は小型のもの。底部は欠損している。 口唇は爪で刻まれたと思われ小

波状になっている。沈線の上位に刺突文がめぐっている｡体部にはLR原体による細かい縄文が斜行気

味に施されている。肩の部分に粘土の剥れた痕跡がある。突起をつけていたと思われる。炭化物が多

量に付着する。へラ削りの痕跡が残る。 61は「I縁に2個一対になる突起がつけられている。内外面に

は炭化物が付着する。 62．72は2と同じ手法で2個一対の突起を形成している。 70･71は沈線施文後

に瘤状突起がつけられている。 71の突起には刻み目がある。 62･63には、唇に指頭によると思われる

圧痕がある。いずれも内外面に炭化物が付着する‘, 77には頚部の沈線に横方向に押しびきした刺突文

がつけられている。

a類－2 （79～95）

頸部の幅はa類－1よりも1]畠広〈 、比較的細い沈線が施されている。肩がほとんとゞ張り出さず幾分

丸味を帯びるもの、 口唇に細かい刻み目を施すもの、頸部の上位の沈線に刺突文が施されるものが多

い。体部にはLRM(体による縦ｲ｢縄文がつけられている。

79．80は沈線の下位に2個一対の突起がつけられている｡79は突起を貼り付けた後磨がかれている。

80の突起には細い沈線で三角形に刻みが入れられている｡91～94は体部から口縁にかけて器壁が薄く

なるものである。 91．93は沈線施文後磨きがかけられている。 93は頸部の沈線が他のものと比べて細

いもので、 94と同様にやや間隔をあけて施されている。 95は体部に条痕が施されている。

a類－3 （96．97）

胴部から肩部にかけて丸味を帯びる器形のもの。96は、唇に刻みFIがつけられる。内面にはへう削

りによる調整痕がある。内外面に炭化物が付着する。 97は胎土に小砂利が多い。沈線施文後に磨かれ

ている。

a類－4 （4 ． 5 ．98～103)

頸部の'l]Hは広くなり沈線は間隔をあけて施される。肩部は張I)出さず丸味を帯びるか、肌部から口

浅い沈線

細い沈線

｢S」字状の

刻み

爪で刻む

)13



第3章繩文時代の遺跡
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第3章繩文時代の遺跡

縁にかけて真すぐ．に立ち上がる器形のものである。

4は中型のもの。胴部から' 1縁にかけてほぼ真すぐに立ち上がる。頚部にI幅広の沈線を浅く 4条施

している。沈線の下位には2個一対の突起がつけられている。突起の1個には爪状のものでの刻み目

がある。体部にはRL原体による斜行縄文力訂施されている。焼成が非常に良く茶褐色を呈する。内面は

非常に丁寧に磨かれている。炭化物が付着する。 5は中型のもの。底Iiiはわずかにあげ底気味で磨か

れている｡器面にはLR原体による糸IHかい縦行縄文が施されている｡沈線の下位には2個一対の突起が

つけられ、その間は爪状のもので刻まれている。 「1唇内側にも細い沈線が1条施されている。内面は

磨かれている。 I｣織部と内面には多量に炭化物が付着する。 98は頚部の沈線に斜めの刺突文が加えら

れている。一番下位の沈線間には2個一対になる瘤状突起がつけられているが、沈線は突起を貼付後

その両側に配されている｡99は体部にはLR原体による縄文が不規則に施されている。100は内外面に

多量に炭化物が付着する。 口唇内側にも1条細い沈線が施されている。

b類(6 ･ 104～110)

b類-1 (104～110)

頚部の無文帯は狭く肩部が強く張り ,'l'!すもので、肩部には細い沈線が数条施され、上位の沈線には

刺突文が加えられているものがある。内側も逆「〈」の字にくびれる器形のものである。いずれも体

部にはLR原体による縦行縄文が施されている。

104は1 I縁に2個一対になると思われる突起か~つけられている。頸部は沈線施文後磨がかれ上位の

沈線には押しびきの刺突文がつけられている。 「 I唇も磨かれ浅く段状に沈線が施されている。内外面

に多量に炭化物が付着する。 105･106は非常に丁寧に磨かれて光沢がある。 109･ 110は口外帯のある

もので1 l縁に1条沈線がひかれている。いずれも口縁に2個一対になる突起がつけられている。胎土

には小砂利が多く 、内面に炭化物が付着する。110は1 1縁の突起にそって器の内外面に沈線が配されて

いる。 108は口唇に浅い沈線か施されている。

b類-2 (111)

頚部の''1吊が比較的広く肩部は丸味を帯びる。頸部の沈線には刺突文が加えられている。焼成が良く

茶褐色を呈する。内外面に炭化物が付着する。

b類-3 (112)

中型のもの。肩部は丸1床を帯びる。LR原体による縦行縄文が肩部にまで施され、そこに間隔をあけ

て'il圖広の浅い沈線が2条施されている。焼成は良く内面にへう削りによる調整痕が残る．

b類-4 (6 ･ 113～117･129)

6は小型のもの。頚部の無文帯はややlil研広となり、肩部にはIIIHの広い浅い沈線が2条施され頚部に

向って段状になっている。 口唇内側にも浅< 1条施されている。 ~ﾄ位の沈線は2個一体の突起がつけ

られた後、その左右に配されたものである。体部にはLR原体による細かい縦行縄文が施されている。

内外面に多量に炭化物が付着する。113はI I唇内側に浅く段状に沈線が施されている。肩部の沈線は間

隔をあけて施され、上位の沈線には把手をつけていたかと思われる。休部には縦行縄文が施されてい

る。黒褐色を呈し内外面に炭化物が付着している。115は内面は磨かれている。116は鉢形土器の底部。

縦行縄文が施されている。 117は鉢形土器の把手部の破片。 129は台付鉢の台の部分。無文地に細い棒

状工具で刺突文が施されている。一応ここに入れておくこととする。

浅鉢・皿形土器(118～123)

118～121はいずれもI I唇を肥厚させ、 口辱上と表面側の'二I唇に円形の刻み目を施している。u唇上

には沈線も1条加えられている。器面には磨椚縄文によ')雲形文か描かれている。 120･121には表裏

幅広の沈線

把手・台付

鉢

雲形文

Ｆ
ヘ
リ

１３



第3章繩文時代の遺跡

面に赤色の顔料が塗られている。 121は内壁にも1条沈線が施されている。 122は無文のもので、 I|而1部

から1 I緑部にかけて段状になる。 口唇は薄手である。 口縁内側には浅< 1条沈線が施されている。内

外面に炭化物が付着する。 123はLR原体による縦行縄文地の口縁部に沈線が3条施されている。

壺形土器(10･ 13･ 124～128)

肩部に細い沈線を数条めぐらせるもので､ l111部は強く張I)出す器形のものである｡休部にはLR原体

による縦ｲ]縄文が施されているものと斜行縄文のものがある。

10は大型のもの。胴部か強く張り川し、頸部が内傾し口縁が「〈」の字にくびれて外反する器形の

もの｡体部にはLR原体による縦行縄文が粗く施されている｡頚部と肩部の境目部分に細い沈線が3条

めぐっている。 ’ 1縁は磨かれて浅い沈線が1条施されている。 1 1唇内1111も磨かれている。胎lに小砂

利が多く 、内外Imに炭化物が付着する。灰黄色を呈する。 13は肩部からI|而l半ばにかけてのもので全体

の器形はわからない。 I1N部は球形で肩部に細い沈線が3条めぐっている。沈線の下位には2個一対の

突起が4箇所に施されていると思われる｡休部にはLR原体による斜行縄文が粗く施されている。内面

に炭化物が付着する。胎土・色調はl()と非常に良く似ている。 124の縄文は非常に細かい。 125は肩

部の下位の沈線間に瘤状突起がつけられている◎頸部から口縁にかけてはやや外反気味に立ち上がる。

口唇には沈線がめぐらされ突起がつけられている。胎土に小砂利が多く灰縄色を呈する。126は胴部が

強く張|)出し丸味がある。肩部に浅い沈線が3条めぐっている｡体部には細かいLR原体による縦行縄

文が施されている。内iAiにへう削|)の痕跡が残る。胎士には小砂利が多い。 127 a･bは肩部に太い

沈線が2条施されている。沈線間には2個一対の突起がつけられている｡休部には比較的太いLR原体

による縦行縄文が施されている。内壁には横方向の調整痕が残る。胎土は黄榿色で器而のところと．こ

ろに炭化物が付着する。 128は胎土に砂が多く 、内面に炭化物が付着する。 129は台付鉢の台の部分無

文地に細い棒状工具で刺突文が施されている。一応ここに入れておくこととする。

3 群（図Ⅲ－116 11 ･ 14･ 17～19，－118･ 119-130～158)

深鉢形土器（17～19･ 130～142a･b)

a類(130～136)

頚部の輻は広くなり、体部との境目は段がつく状態となる。沈線は太く幅の広いものが重ねられて

施される。 口縁内側にもl条浅く沈線が施されるものもある。休部にはLR原体による斜行縄文のも

の、縦行縄文のもの、 RL原体による斜行縄文が施されるものがある。

131･133･135は沈線の下位に瘤状突起がつけられているものである。 131は内面にへう削りの調整

痕が残されている。胎土には小砂利が多くボロボロとする。 133は内面は］寧に磨かれている。 134は

沈線施文後磨かれているため、沈線が微かに段状に観察できるもの。内面には炭化物が付着する。

b類(137)

頸部の無文帯はI幅広く 、肩部には浅い'幅の広い沈線が2条施されている。体部との境目は段状とな

る。上位の沈線間には211il一対の瘤状突起が沈線施文前につけられている。 口縁内側にも浅い沈線が

1条施されている。黒褐色を呈する土器で内面には炭化物が付着する。

c類(138)

口唇は丸味を帯びた角形で丁寧に磨かれている｡体部にはLR原体による斜行縄文が浅く施され､太

い沈線が3条めぐらされている。

d類(17～19･ 139～142-a ． b)

いずれも体部にはLRIjj(体による斜行縄文か施されている。

139は｢1縁がやや内傾するもので、薄身になっている。 1 1唇上から内面にかけて磨かれている。 141

強く張り出

す胴部

2個一対の

突起

沈線を重ね

る

)16



第3章繩文時代の遺跡

は縄文施文後器面のところどころを磨いている。 142 a･bは口唇は角形で磨かれている。内面にへ

う削りの痕跡がある。 17， 18， 19は底部。 17は底面がやや丸味を帯びている。浅鉢形土器かもしれな

い。 18は焼成が良く茶褐色を呈する。LR原体による細かい斜行縄文が施されている。底部付近は磨か

れ、細い沈線が2条ひかれている。胴下半にも沈線がひかれている。 19は斜行縄文を施文後磨いてい

る。鉢形土器かもしれないが一応ここに入れておく。

鉢形土器（143～156）

a類（143～151）

頸部の幅は広くなり、沈線はI幅広のものを重ねて施すもの、やや間隔をあけて浅く施すものがある。

肩部と体部の境目は段がつく状態となる。沈線の下位には2個一対の突起をつけるものがある。体部

にはLR原体による斜行縄文が施されるもの、磨消縄文により入組文が施されるもの力ざある。

a類-1 (143)

口唇内側が角ばらず滑らかになるものである。 口唇は尖り気味である。 口縁に浅い沈線が3条施さ

れている。体部にはRL原体による斜行縄文が施されている。

a類-2 (147)

口唇内側が「〈」の字状にくびれるものである。頸部の沈線は間隔をあけて施されている。

a類-3 (144～146)

llil部から口縁にかけて薄くなっているものである。体部にはLR原体による斜行縄文が施されてい

る。 145･146は沈線の下位に突起がつけられている。

a類－4 （148～151）

体部に磨消縄文により雲形文が施されているものである。

148は厚手の土器で縄文施文後沈線の下位に突起がつけられている。内外面には炭化物が付着し、内

面にへう削りの痕跡が残る。 149は内面力ざ丁寧に磨かれている。 150･ 151は底部の破片。

b類(152～156)

口縁部に口外帯が形成されているものである。頸部から肩部は段状になり、肩部の沈線は間隔をあ

けて施される。152は口縁にB状突起がつけられ沈線はその左右にひかれている。 l1縁内側にも1条浅

ぃ沈線がめぐっている。灰褐色を呈する土器で丁寧に磨かれている。炭化物が付着する。 153にら肩

部の沈線間にB状突起をつけている。 これらの土器は焼成が良く 、胎土・色調が良く似ている。

浅鉢・皿形土器(157･158)

157は口縁に幅広の沈線が極く浅< 3条･内面にも2条施されている。胎土に小砂利力､多く灰黄色を

呈する。 158は小型の底部破片。浅い沈線が施されている。

壺形土器(11 ･ 14)

11は口縁部付近のもの。n縁にはB状突起が4箇所につけられ、浅い沈線が2条めぐっている。内

側にも1条施されている。肩部には細い沈線が3条施され、 その下位には2個一対の突起がつけられ

ている｡体部にはLR原体による斜行気味の縄文がつけられている。器面は丁寧に磨かれ赤褐色を呈す

る。焼成は非常に良い。 14は灰白色を呈する土器。 口縁は「〈」の字に〈びれB状突起が施されてい

る。胎土に小砂利が多い。

4 群（図III 116-1 ･ 7 ･ 12，－119-159～172)

深鉢形土器(1 ･ 159～165)

a類(1 ･ 159･ 160)

頸部の幅は広く、幅広の沈線力ざ間隔をあけて施される。体部もLR原体による斜行縄文が施される。

雲形文

り1ワ
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図Ⅲ－119包含層出土のV群土器（4）

1は大型の深鉢形土器｡体部にはLR原体による斜行縄文が浅く施されている。「1縁部は縄文施文後

磨かれ幅広の沈線が3条間隔をあけて施されている。内面にも浅く 1条施されている。沈線の下位に

は施文前に2個一対になる突起がつけられている。焼成は良く内面にはへう削りの痕跡が残る。体上

半は炭化物が付着し黒褐色を、下半は黄褐色を呈する。胎土に小砂利が多い。 159の頚部は「〈」の字

318
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状にくびれ、体部との境目は段状になる。 「1縁内側にも浅< 1条沈線が施される。焼成は良く丁寧に

磨かれ光沢がある。 160は胎土に小砂利が多く灰黄色を呈する。

b類(161-a ･ b～163)

体部にはLRlx体による斜行縄文が施されている。肩部の沈線は太く間隔をあけて施され､体部との

境は段状になるものがある。

161-a･bは口縁が丸味を帯びるもので、頸部には細く浅く沈線が1条つけられている。真中の沈

線に2個一対の瘤状突起が沈線施文後につけられている。 1 1縁内側にも細い沈線がひかれる。 162･163

は大型のもの。頚部から肩部にかけて微かに段がつく。下位の沈線にはB状突起がつけられ、 その間

を爪状のもので刻んでいる。163は胴部から口縁にかけて薄くなるもの｡肩部の沈線間には沈線施文後

にB状突起がつけられている。体部の縄文は浅く施されており施文方向は不規則である。胎土には小

砂利が多く茶褐色を呈する。

c類(164｡ 165)

いずれも体部にはLR原体による斜行縄文が施されている。 口唇には指頭と思われる圧痕がつけら

れている。胎土は榿色である。何か赤色の顔料を混ぜているのかもしれない。

164は口縁に極く浅く沈線が2条施されている。内面は磨かれている。 165の縄文の原体は太く、粗

く施文されている。内面には調整痕が残る。炭化物が付着する。

鉢形土器（7 ． 166～171)

a類(166･167)

166は体部にLR原体による斜行縄文が粗く施されている。頚部の沈線下位にB状突起がつけられ

爪で刻みがつけられている。焼成は非常に良い。167は灰黄色を呈する土器で磨滅が著しい。A状突起

がつけられている。

b類(7 ･ 168～171)

b類-1 (168～170)

頚部からⅢI1部にかけてか段状になI) 、沈線が間隔をあけて施されているもの。胎土が榿色を呈し、

焼成は非常に良いものである。169は体部に縦行縄文が施されている。器面は内外而とも丁寧に磨かれ

ている。沈線に突起がつけられている。

b類-2 (7 ･ 171)

7は中型のもの。 口縁には2個一対の小さな半''1形の突起がつけられている。内側には浅い沈線か

1条施されている。 この突起と、突起の間に対応すると思われる位置にA状突起とB状突起が交互に

つけられている｡肩部の沈線間にも沈線施文前に'百l様に突起がつけられている｡休部はLR原体による

斜行縄文を地文に、磨消縄文で工字文が描かれている。体上半は赤褐色、下半は黒褐色を呈する。内

面にはへう削りの痕跡力:残る。胎土に小砂利が多い。171は口外帯が設けられるもので頸部からI1n部に

かけて段状になる。肩部に粘土を貼り付けて厚みをもたせ、その部分に瘤状の突起をつけている。突

起には沈線を三角形に入り組ませている。内面に炭化物が付着する。

浅鉢・皿形土器（172）

器壁は非常に薄く口縁に太く浅い沈線が2条、内側にも3条施されている。内外I前とも磨かれてい

る。胎土は164･ 165と同様に鮮やかな榿色で海綿骨針も混入する。炭化物が付着する。

壺形土器(12)

12は小型で無文のもの。細首のもので胴部が強く張り出し断面は球形に近い。首の部分には向い合

わせに小さな穴が2個あけられている。紐のようなものを通した孔かもしれない。胎士は小砂利が多

B状突起

赤色の顔料

A状突起

半円形の突

起

海綿骨針
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深鉢形土器
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第3章繩文時代の遺跡

顔料< 164． 165のように何か顔料を混ぜたかのように赤褐色を呈する。

5 群 （図IⅡ 116 8 ･ 9，－119-173～189)

深鉢形土器(173～175)

d類（173～175)

173．174は同一個体かと思われる。器面には細いLR原体による縄文が施されている。 口縁には指

頭の圧痕がある。 175は大型の深鉢形土器である。口唇は角形で磨がかれている。器面には比較的太い

LR原体による斜行縄文が粗く施文されている。内面は磨がかれている。胎土に小砂利が多く炭化物が

付着する。

鉢形土器（8 ． 9 ． 176～189)

a類（9 ． 176～183）

頚部の1幅は広く沈線は間隔をあけて5～6条施され段状になるものが多い。 IN部から口縁にかけて

はほぼ真すぐに立ち上がる器形のものがある｡体部にはLR原体による斜行縄文が施され､口縁にもつ

けられている。 I I縁内側には沈線が1条施されている。 9は小型のもの。 口縁部には浅い沈線力討雑に

施されている。中ほどの沈線には沈線施文前に突起がつけられている｡体部にはLR原体による横走気

味の縄文が浅く施されている。胎土には小砂利が多く焼成はあまり良くない。内面にへう削りの痕跡

が残る。灰褐色を呈する。 177-a･b, 178は頸部の沈線間に瘤状の突起がつけられている。 177-a･

bは内面が非常に丁寧に磨かれている。 178は瘤状の突起を刻むように沈線を三角形に入り組ませて

いる。 179は黄褐色を呈し、胎土には小砂利が多い。

b類（8）

8は中型のもの。無文帯の|幅は比較的狭く肩部は段状になる。 n縁にはlll形の突起とB状突起が交

互につけられているようである。 「l唇にやや厚みをもたせて沈線を1条ひいている。 口唇直下に1条

と、 口縁の内側にも太い沈線が2条施され突起部では三角に入り組んでいる。肩部には棒状工具で刺

突力§つけられている。肩部のやや下位には沈線を施文前に2個一対の突起が、 口縁の突起と対応する

位置につけられている。体部には工字文か施されている。内外面に炭化物力§付着し黒褐色を呈する。

焼成は良い。

186は突起部の破Iﾔ｡沈線によって文様が描かれている。内側にも突起にそって三叉文的な沈線が施

されている。 187． 188は把手の部分。把手をめく．るように深い沈線が施されている。 189は台付鉢の

台の部分である。沈線で文様が描かれている。灰白色を呈する。 186は炭化物が付着する。

浅鉢・皿形土器（184. 185）

185は口唇の形は受け｢1状で突起がつけられている。無文地に口縁部で浅い沈線が2条、内面にも2

条施されている。内面は磨がかれている。胎土に小砂利が多く炭化物が付着する。

6 群（図III-119-190)

浅鉢形土器（190）

u縁に小さい突起がつけられている。 n縁部には縄文がつけられている。頸部の無文帯には平行沈

線が6 ． 7条施され、上位の沈線と中ほとゞの沈線間には沈線施文前に低い突起がつけられている。 口

縁部の沈線は突起に沿って引かれており内面にも認められる。内面の沈線は段状になっている。体部

には細いLR原体による斜行縄文地に細い沈線で大柄な山形の文様が描かれている。内面は磨がかれ

ている。胎土は砂っぽく灰黄色を呈する。 ところどころに炭化物が付着する。 （遠藤香澄）

註

1 ） 田原良信・前田JE憲(1982) I高丘町遺跡発掘調査報告書」 函館IIj教育委員会

段状の沈線

工字文

'』り9
,J色RJ



第3章繩文時代の遺跡

~~
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~
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（2） 石器（図Ⅱ1-121～129 1～248)

石鍼(1～89)

l～4は無茎凹基雛であるが、 3 ．4の基部の挟込みは浅い。 5．6は無茎平基（三角）錐。 7～18

は有茎凹基雛である。このうち18はかえしの部分が二段になった独特のもので､この種のものは60年

度B地区の調査でIV群A類土器に伴っておI) 、 またD地区からも1点出土している(図IV-177-16)｡

19～26は有茎平基、 27～69は有茎凸基、 7()～85は尖基、 86～89は円基嫉である。

ドリル（90～109）

90～100は棒状のもの。 101･102はつまみ部を有するもの。 103～109はつまみ状の頭部を有するが、

素材である剥片の形状をほとんど変えずに機能部を作出しているものである。

ポイントもしくは両面加工のナイフ (110～120)

120は有柄のもので、 このほかはすべて木葉形もしくは柳葉形を呈し、概して分厚いものが多い。

つまみ付ナイフ (121～136)

121･122は横形のもので、 121は両面加工で外湾する刃部をもつ。 123･124は斜形のものであるが、

刃部の加工は顕著ではない。 125～136は縦形のもので、 125～133は刷辺加工、 134～136は1 1,面加工の

ものである。

スクレイパー類(137～180)

137～151はエンドスクレイパー｡152～165はl 'l形もしくは長円形を呈する両面もしくは半両面加工

のもの。 166～175は縦長の剥片を、 178～180は横長の剥片をそれぞれ素材として周辺加工を施したも

の。 176･ 177は尖頭部をもつもの(convergent)である。

磨製石斧(181～193)

181はのみ形を呈するもの｡187は脈石を磨いただけで､まだ刃部が作出されていない未成品である。

189･ 190はペッキング、 191は打欠きによる成・整形で、 そのほかは全体に磨きが施され、成・整形

の方法は不明である。

たたき石(194～207)

194～197は一端もしくは両端に、 198･199･202は1Mll縁に、 200．201は両端と側縁に、 204･205は

両端と腹面に、 203 ． 206．207はほぼ全周縁にそれぞれ使用痕が認められる。

くぼみ石（208～212)

208～210･212はくぼみの形状がほぼ円形･ ILI錐状を呈するもので、 211のそれは不定形で浅いllll状

を呈するものである。

すり石(213～231)

213～217はいわゆる北海道式石冠と称されているもの｡218～220は両端に打欠きもしくはペッキン

グが施され一側縁をすっているもの。 221～230は半｢[1状刷平打製石器と称されているもの。 231は扁

平礫の側縁の一部を斜めにすっているものである。

砥石（232～234）

すべて欠損品か破片である。 232は砥面がij状に湾曲しており、 234は有溝のものである。

石皿・台石（235. 236）

平盤状の大哩の礫を利用しているが、半分以上欠損しているものや破片が多い。 235．236は使用而
がわずかにくぼんでいる。

石鋸（237～239）

図示した3点だけで、 237．238は1'1'i側縁か使用されている。 237は使用部の断面がU字形を、 238･

324



第3章繩文時代の遺跡

鱸

蕊驫
蕊驫

鍵鰯熱傘騨
－6 －7 一二8

難
忽一

蟻拳桑 零熱勺
竺竺

一

畿畿懇
＜二二29 ＝

灘鱸‘
二＞38 ~等つ39 ≦

！）

47
－4

’ﾌ'コ

ーム､」

零銭
30 ，〕ィ
-0l

拳熱拳拳拳総 勢●磯
26 －27

参零 一” ‐
25
＝ ＝

零皐 鮮鍵､":…拳●
－33 －34 ＜二二＞3

零審拳韓拳
－43 ＜二＞44 ＝45 ＝46

く二二＞52 一53 54

鍵拳拳一 ざ，
＜＞60 －61

鯵拳 ＝零拳霧霧鍵鐙
電－67 ＜二＞68 …~

74

．73＜二＞72
－

織繊拳参
く＝＞81 －82 ＜二＞83 ＜＞84 ＜二＞85 ＜二

蟻熱 畿；
63

拳霧霧

32
＝＞

6

蕊
くこ＞一

一

］ ＜二＞70

つ84 ＜二＞85 －86

65

参
一 71

騨
蝋
欝
瀧
。

二

参

一
胤

縦

砂

一

5cIn

一
脚
馴
鰯
＃
§
酬
鯛
ｖ
’

一
蝋
繍
辮
＃
ご
一

篭

」１ノ
ー

図IⅡ－121 包含層出土の石器(1) )25



第3章繩文時代の遺跡

#難
－90

◇91 092 493

○95 ◇96

I瀦琴零
◇97 。98

◇99

謬零
◇10， ●103 ‐104

◇102

&

、

い
へ
《
一

、

~

~

ヘ

8

ご玉109くつ105
◇106

難
く＞Ⅲ’

~

こ＞｜”○''0

~

扇○''6114

ごうⅢ‘
乞う''9 O!2'

ｍＣ５

１

０

１

図III-122 包含層出土の石器(2)
J)41〆

､)乙り
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第3章繩文時代の遺跡

239は断而V字形を呈している。

石錘（240～243）

図示していないlル〔を含めてすべて打欠きによって製作されており、 240～242は二箇所に、 243は

四箇所に施されている。

異形石器（244～248）

三日月形石器と称されているもので､245～248は外湾部に突起を有する。244～247の石材は黒||盟石

で、 その原産地は赤井川と推定されている （2－Ⅳ彙科・束村報告参照)。

（3） 石製品（図Ⅲ-130-249～252)

249は打刀の柄部分であるが、磨滅が著しい。250はミニチュア石棒。251はひすいの垂飾品。252は

有孔の石製i砧であるが、底i師部が研磨されたうえに潰打痕があることから、無孔であれば石冠状のす

')打と推されるものである。

（4） 土製品（図lⅡ 130-253～261)

253～257は円盤状土製IInl1で、 253はⅢ群、 254～256はV群B類、 257はV群C類の土器片を利用し

たものである。258は三角形土製品もしくは三角形t版と称されているものの一部で､刺突か施されて

いる。類例は60年B地区（既報告)、 D地区（図Ⅳ 186 223)からも出土している。 259･260は鐸

形土製品で、二点ともその文様からIV群A2類土器に関連するものである。 261は土偶で、三片が接合

しており、頭胸部とI|1部がG地区から、左脚足部がC地区から川土し、既に次のように報告したもの

である。 『顔面（目・鼻・口） ・乳房が剥落しており、下半身にはパンヅ様の着衣が認められ、 その下

位には刺突によって陰部と椎されるものが表現されている』。縄文時代晩期(V群C類)のものである。

（千葉英一）
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4． まとめ

l.盛土について （図IⅡ-131～134)

昭和60年度B地区の調査で南東側の

標高約18.50mの平坦面から北西側の

標高約17mの緩斜面に、弧を描いて調

査区を横断する幅が23～25m､厚さ1.30

m～1.50mの大規模な磯土が発見され

た。二次堆積層は20層以上あった｡これ

はさらに調杳区の南東側の畑作地に高ま

りのある地形となって肉眼でも観察でき、

また調査区の北西側への広がりも土層断

面から確認できた。盛土からは縄文時代

後期前葉のIV群A類土器が層位的に出土1友期H1葉の1VFA頚土誌か増1立日ﾜに出土 図Ⅱ1-131盛土と周辺の地形

しており、盛土が大津式土器（盛土2類）の時期からrl坂3式土器（礁土5類）の時期にかけての比

較的短期間に、南東側平坦面から順次北西側緩斜面へ形成されていったのではないかと推定できた。

また盛土の内側の部分(B地区平坦地lX)は標高18mの平坦mになっており、近・現代の開拓、開墾

の影響はほとんどない状態であるのに縄文時代の包含層が非常に薄いことがわかった （図Ⅱ1-134)｡

この地区からはIV群A類期に形成された大型の柱穴状土擴が多数発見された。 これらの土壌の大部分

は第1V層黄褐色ローム面を精査中に検|+'1されたもので、覆土中に黒色土がほとんどみられない。後期

中葉以降の土擴には自然堆積の黒色土力訂落込んでおり、 その土を第1I層の赤褐色火山灰が覆っていた

ことから、 これらの土擴が掘り込まれた頃は既に黒色土が何らかの原因で･排除され平土日面が形成され

ていたことがわかった。

今年度の調査ではまず關土がG地区まで広がっているかどうかを確めることが課題であった。 この

ため盛土の広がりが予想される調査区南西部のUラインからYラインの間に発掘区境界線にそって長

さ20m、幅50cmのトレンチを掘った(図III 133セクションa-b)。この結果、盛土の厚さは薄い

がUラインからYライン間にIIR15mの緩やかな山形をなす畷土が形成されていることがわかった。

さらに調査区東側への広がりを調べるために2本のトレンチを掘ったところ、盛土は58ライン、59ラ

イン周辺ではほとんどなくなっており、 G地区で発見された部分が盛土の末端部であることがわかっ

た。 また南西端には臨土の時期の住居跡(GH-9)が構築されていた （図Ⅱ1-133)｡ B地区との箙

土のつながりを調べるため、両地区の間の現在は畑作地になっている範囲の標高を測ったところ、高

い所で19.50m、低い所で18.50mあった。 この結果盛土は南西から北西部の18.00mの平坦面に

向って傾斜していることが確認できた。調査を開始した5H初旬農家が盛土を縦断するかのように北

東から南西方向に種イモを植えるための深さlm以上の溝を掘っているのに遭遇した。耕転機で掘り

上げられた土には遺物が多量に混っており、 また、溝の側面からは黄褐色ロームや焼土の混じる土が

厚く堆積していることが観察できた。耕作による攪乱もある程度考えられるか~、周辺の耕作地の土の

状態とは明らかに違っていた。

以上のことから盛土がB地区の北側にのびる舌状台地の基部から南東方向に|fIjってC地区の沢を大

きく取り|丼Iむように、発見された部分の長さ約80mの規模で弧状に形成されていることが確認され

た。幅は15m～25m、一番厚いところで1.3mあった。そしてG地区では当初予想していたほど大規

B地区平坦

面

大型柱穴状

土曠

火山灰

盛土の広が

り

窯土の厚さ

盛土の時期

の住居跡

弧状

、‘)F

)q）i）



第3章繩文時代の遺跡

模な盛土は形成されておらず末端部に相当すること。盛土の形成が礁土4類期のごく短い一時期であ

る可能性が強いことがわかった （図Ⅲ-131)。

G地区の盛土の堆積層は非常に薄く 、盛土3層から5層に分層される。 G地区の基本屑序とあわせ

て記載することとする （図Ⅱ1-133)。

l層：黒褐色士表土層。耕作により攪乱をうけている。その際掘り上げられた遺物が多数出土して

いる。

2層：赤褐色火山灰層。平均10～15cm位の層厚である。遺構など大きな窪みがあるところではレン

ズ状に堆積している。 この層の直下からV群土器が出土する。

3層：黄褐色土V 59区にのみみられるレンズ状に厚さ15cm､ IIH2m～3mで堆積する。一番新

しい時期の盛土の堆積層で4層・ 5層を直接積っている。

4層：暗黄褐色土V-59区以外ではl層あるいは2層のすぐ下位に堆積している。非常に細かい

ロームが混じる。焼土はところどころでブロック状に混入し、炭化物が多い。焼土｢' 1からは炭

化したオニグルミの堅果が多数検出された。 シカの末節骨(X 56区） を含む獣骨片が検出さ

れた。盛土の南東端W-58区|剖辺では形成されていない。発掘区境界に近いV 56，W-56区

からはIV群A類|z器が多数出土しているが、層位的に区別されるものはほとんどなかった。図

IⅡ－109-8はW56区から川土したもので、 この層の上部から押しつぶされた状態でほぼ完

形で出土したものである。GH-9、GP-25はこの層巾から掘り込まれている。盛土4類土

器の時期に形成された層であろう。

盛土の堆積

層

シカの末節
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第3章繩文時代の遺跡

5層：黒褐色土大きめの黄褐色ローム粒、炭化物が混じる。 ところにより焼土が検出される。比較

的黒味が強く粘性がある。遺物が多量に出土しているが層位的には把握できなかった。この層

は盛土の末端部U-57、V 58区周辺では下位の7層と区別がつかなくなる。この層の下部が

盛土が形成される以前の遺物包含層であろう。 また調査区北側のC地区に隣接するO･P-61

～63区周辺では5層下部に相当する土がほとんど観察できず、V群土器の包含層のすぐ下位か

7層の前期の遺物包含層であった。 B地区に形成された平坦面と関係があるのかもしれない。

6層：黒褐色土W-56･57区盛土の南東端に堆積する。細かいローム粒が不均一に混じる。 5層と

の区別はつきにくい。遺物は5層ほどは多くはないがⅣ群A類土器が出土する。

7層：茶褐色～暗黄褐色土 5 ． 6層よりも黒味が少なく 、黄褐色ロームの量が多い土である。 とこ

ろにより5層下部との区別ができないところもある｡縄文時代前期の遺物がわずかに出土する。

8層：暗黄褐色土黄褐色ローム層との境目の漸移層である。粘性があり7層との区分が不明瞭なと

ころがある。遺物を含まない。

G地区盛土3～6層から出土する土器は圧倒的にIV群A類土器が多い。盛土の形成時期を示すIV群

A類土器が層位的に出土した層は唯一盛土4層で、 この層の上面から盛土4類土器が出土している。

また需土を掘り込んでつくられている土塘(GP-25)に一括して投げ込まれていたIV群A類土器が、

盛土4類に相当するものであることからも形成時期がわかる。前年度の調査ではB地区の南東側平坦

面から順次緩斜面に向って盛土が形成されていったのではないかと予想したが、 G地区では盛土4類

期のごく短い時間に形成されたことが考えられる。なお盛土地区出土のⅣ群A類土器は集中区IIとし

て包含層の項で記載してある （図IⅡ-109～114)。

B･G地区の調査を通じて盛土の広がり、形成時期が明らかになったけれとゞも、盛土がどの様な社

会的背景で形成されたのか、その性格がどのようなものなのかは現時点でただちに明らかにはできな

い。 また盛土と同じ時期に形成されたと思われる平坦面地区、 そこに掘られた大型の柱穴状土擴は盛

土の形成と何らかの有機的関係があることは充分考えられる。

小樽市忍路土場遺跡‘訓J'の調査で縄文時代後期中葉手稲式土器の包含層から、後期中葉の土器ととも

に木製!hl! 、漆・繊維製品、土・石製品が多量に出土した。 これらの遺物に混じって大型の木柱や桁材

か並んでⅡ}土してお')、大きな構築物の存在の可能性が指摘されている。大規模な整地による平坦面

の形成、盛土、大型柱穴状土擴群は忍路土場遺跡で予想されたような大型構築物との関連も考えられ

る。

2．遺構について

縄文時代前期からl{免期の住居跡、埋設土器、 フラスコ状ビット、土擴小ピット、焼土跡が多数検

出されている。前期の遺構ではII群B1類の時期のフラスコ状ピットが調査区北側の台地上につくら

れている。つづく縄文時代中期はこの台地上では活動が活発であったらしく 、 中期中葉前後の時期に

つぎつぎと住居がつくられている。 IⅡ群A2類（円筒上層B式)期の住居はC地区、 D地区にかけて沢

の縁辺に分布している。 IⅡ群A3類（見H冑町式)期の住居跡は次の時期のIII群B類期の住居跡の外側を

囲むようにB地区、 D･E地区に広く分布している。Ⅲ群B類期の住居はB1類（榎林式）期とB2"

（大安在B式）期のものが検出されている。 B1類期のGH-6は60年度BH-9と良く似た形態の

ものである。床面から榎林式土器の新しい段階のものが出土しており、見'1青町式土器は痕跡的にしか

混入していない状況であった。榎林式の新しい段階のものはGH-6の例のように単独で出土するの

かもしれない。今後の調査で裏づけられることを期待したい。 IⅡ群B2類期の住居はC地区からG地区

層位的出土

盛土の形成

時期

社会的背景

忍路土場遺

跡

大きな構築

物

ⅡI群B類期

の住居

榎林式

339
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にかけては沢沿いに分布し、 B地区では舌状台地の基部周辺に広範囲に分布している。 この時期の住

居は丸味の強い卵形を呈するものが多い。 GH-5からは土器l 1｢で囲った炉や、黄褐色ロームを川辺

に厚く貼りつけた特殊な炉が検出されている。竪穴中央部付近からは、断imがすり鉢形の水が浸透し

ないほど壁が堅く締ったピットが検出されている。この時期の住居にしばしばみられるピットである。

その性格ははっきりとはしない。何らかの液体を溜める特別な機能をもつものかもしれない。壁面の

堅く締った状態は化学変化をおこしているようにもみられる。今後注意する必要があるだろう。

後期前葉IV群A類期の住居跡(GH-9)が盛土の末端部から発見されている。南東部に出入LI部

施設と思われる張り川し部をもつもので、 この時期の住居跡としては道内で初めての検出例である。

蛙に直交するように掘り込まれた2本の並列する溝には、簡単な「前小屋」のようなものがつくられ

ていたのかもしれない。調査区境界から発見されたGH-8は壁際の一部分しか調査できなかったが

竪穴住居と考えられる。周溝が壁際をめぐり、小さなピットが周溝に穿たれている。掘')込み面が第

1Ⅱ層上部であること、壁の大部分が黒色土に| 'につくられており床面は黄褐色ロームをあまl)掘り込ん

でいないことなとゞGH-9と共通の特徴をもち、 また開土の外側に位置していることからGH 9と

同時期である!II能性が高い。Ⅳ群A類期の住居群は盛土の外側を取りまくように分布するのかもしれ

ない。 またこの時期の土擴と確認できたGP 6、 19は覆土の状態、遺物の出土状況から判断して墓

である可能性が強い。GP-6にはIV群A類（盛土2類）の小型深鉢土器が埋納されていた。その土

器の中にはメジロザメ属の一種の下顎歯が入っていた。新道4遺跡ではB地区の驍土中からも垂飾品

と考えられるホホジロザメの歯や、アオザメの歯か検出されている。 この時期にサメが捕獲され、歯

がu常的に身近なものとして利用されていたことがうかがわれる。土器の中にサメの歯を意識的に入

れて、土擴に埋める例はいままでにないか~、上磯町添'11遺跡; ';2)では包含層から出土した縄文時代晩期

の鉢形（土器No.349)、壺形（土器No.3()9)など41|古lの土器中の土壌からアオザメ （？）の~ﾄ顎歯、

メジロザメ科の一種の歯が検出された例（4例）が報告されている。二次的な混入の可能性も考えら

れているが特異な出土状況であろう。

また墓擴に副葬品としてサメの歯が入れられている例は道南では､木古内町札苅遺跡の69号土塘墓

（縄文晩期) ‘;旧)、南茅部町ハマナス野遺跡第15号墳墓(縄文前期) | ; ' :4)で報告されている。サメの歯と墓

擴との関連性は今後も注目されよう。

後期後葉IV群C類（堂林式）期の住居跡は焼失家屋でC地区、 D地区から発見されたものと一連の

ものとみなされる。

晩期の遺構は調査区北西側のC地区に隣接する地区に集中し、柱穴状、杭状の小ピットが狭い範囲

から多数検出されている。焼土跡もこの地区に比較的多い。小ピットが集｢| 'する地区から発見された

縄文時代晩期の埋設土器はこのようなピッ |､に埋められていたものかもしれない。

土擴の中でその構築時期を明らかにできたものは少ないが住居跡との重複関係、土器の分布から考

えて、縄文時代中期から後期にかけてのものが多そうである。GP 1 、 2， 3， 4， 11， 16， 32，

33は覆土の状態が人為的な埋め戻しである可能性が強いものである。またGP-7、 10、 12， 13， 14，

15， 17， 18は平而形が円形あるいは栫I 'I形を呈するもので畦の立ち上がりが比較的真すぐな大型の柱

穴状土擴である。 B地区て発見された大型の柱穴状土擴と関係があるのかもしれない。

土器片炉

特殊なピッ

ト

出入口部施

設

墓

土器の中に

サメの歯を

入れる

堂林式期の

焼失家屋

晩期の遺構

3．土器について

II群B類、Ⅳ群A類、 V群土器についてみていくこととする。

縄文時代前期のII群B!類土器については1群として分類した円筒下層c式の古い段階のものと

II群B類の

土器

}4(）



第3章繩文時代の遺制

2 ． 3群として分類した新しい段階のものとがありそうである。 1群土器には器壁力舗厚<I1唇が丸味

を帯びる筒形の器形のものがあり、 口織部文様帯は幅が広い。体部には単節、複節の縄文が施されて

いるものがある。 多軸絡条体、網目状撚糸文が施されているものは原体を斜位に回転施文しているの

が特徴的である。 n縁部には太いli(体での不整綾絡文や条線文がつけられている。低く幅広の隆帯が

つけられているものでは隆帯上を縄で斜めに深く刻んでいる。円筒下層c式の新しい段階のものは2

段階ほどに分けられそうで、 GP 31の覆土'|｣部と床面から層位的に比較的まとまって出土してい

る。 2群土器はGP-31の床面出土のものに類似するもので、サイベ沢I式に相当すると思われる。

昭和6()年度BP 157からも良好な資料が得られている。比較的薄手のものが多く口縁部文様帯はI照

が広い。 口唇は尖')気味でl 1縁は外反する器形のものがある。体部には撚り戻しの原体による縄文を

施すものが多くみられ、 この段階に特徴的かと考えられる。撚糸文・自縄自巻的原体による縄文が施

されているものは粗く 、不規則な方| ('jに施文されているものが多い。原体の異なる縄文、撚糸文を重

ねるものもある。 口縁部には縄線文、綾絡文、絡条休圧痕文を施すものがある。体部の縄文を同じ原

体を施文方向を変えて施すものがみられる。撚りの異なる2本一組の縄線文は~占い要素のものかもし

れない。 3群はGP-31の覆上中部からまとまって,' l l土した資料に相当するもので、 1II1部からl｣縁部

にかけて直線的に立ち上がる器形のものがある。 1 1縁部はわずかに外反し、 口唇の断面は尖り気味で

ある。 ’二l縁部文様帯は幅が狭くなる。休部には2群の段階よりも整った撚糸文、 自縄F1巻的＃1(体によ

る縄文が施されている。 1 1縁部文様は縄線文、綾絡文、結束第2種の結束部分の回転文、刺突文なとゞ

が施されている。体部の地文に重ねて結束第1種羽状縄文を何段か重ねるものがこの段階から出現す

るようである。 しかしGP 31の土器の中には図Ⅲ－40-3、 4のように、結束第1種羽状縄文と撚

糸文を口縁部から順番に交互に施すものもみられる。地文の上に羽状縄文を重ねる場合と施文の意図

が違うのかもしれない。 口唇直下の極く狭い範囲に縄文を施すものがこの段階からみられる。

円筒下層d式のものは古い段階(II群B2": 1群土器)のものが多い。 1 1唇の断面は前段階のもの

が口縁部に向って薄くなり尖り気味であるのに対して、丸味を帯び厚昧があるものがみとめられる。

口縁部の文様帯は'|照が狭く 、前段階にひきつづき縄線文、綾絡文、結束第2種の回転文が施され、体

部には撚糸文、 自縄自巻的原体による縄文が施されている。整った網目状撚糸文(中軸絡条体第6類）

のものもある。 II群B類土器の分布をみると、大まかではあるが|リ筒~下層c式期のものがGP 31周

辺のQラインからTライン間に、円筒下層d式期の古い段階のものは盛土地区周辺にまとまりがみら

れる。

縄文時代後期前葉のIV群A類|器は調査区全域から出tしているが、ほぼ2箇所に集中区がある。

集中区Iは調査区北東部Q～S区周辺にあり、昭和6()年度の磯土地区(B地区）の調査により区分し

た大津式以前の盛土1類に相当する土器が出土した。盛土地区（集中区II)からは盛土1類から5類

の各期のものが出三|ﾆしているが、 G地区からは盛tの形成時期である盛土4類に相当する良好な資料

が出土している （図IⅡ 135)。

盛土1類土器としたものはト リサキ式に近似の資料である。無文地に沈線で文様を描くもの、縄文

地に沈線で文様を拙くもの、沈線を施した後ところどころに疎らに縄文を施すものなとゞかある。 ｜ | |形

隆起部に粘土紐で「8」の字の文様を描くもの、指頭の圧痕や棒状工具による刻み目を施すものもあ

る。柴LI 1区Iで集'l｣的に出土した図Ⅲ 108-41のような折り返し|=I縁の部分に短く粘土紐を貼付し

沈線をその上に施すものは撫土l麺の' '1でも古い段階のものであろう。庵士2～4類土器は大津式に

相当するものである。畷土3噸土器は磨消縄文、無文地に太い沈線で文様を捕〈ものなとゞがあるが、

文様要素として'箭文が比較的多く片jいられている。盛土4類土器はGP 25、 GH-9から良好な資

原体の斜位

回転

サイベ沢I

式

撚り戻しの

原体

施文の意図

II群B類土

器の分布

IV群A類土

器の分布

盛土1類

盛土2～4

類

盛土4類
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第3章繩文時代の遺制

料が得られている。 「1縁部文様帯は'幅広くなり、縄文を施して沈線で鋸歯状文や弧状の文様、流水文

が施される。休部の文様は縄文地に沈線で「乙」字文や蛇行する沈線文をめぐらすものが多くみられ、

磨消縄文のものでは大柄な人組文を描くものや「カニのハサミ」状の文様の描かれるものがある。深

鉢形土器では文様が多帯化する傾I向]がある。盛土5類土器は大津式以降のものとみられ、 白坂3式に

対比されるものである。 口縁部は幅広く直線的に開き、角形の1 I唇には縄文の施されるものが多くみ

られる。頚部には幅の狭い無文帯が形成されている。体部には磨消繩文による入組文、区画文が施

されている。沈線による流水文はこの段階に多くみられるものである。 0段多条のLR原体による細

かい縄文の施されたもの(図Ⅲ 114-101)は新しい段階のものであろう。 またIV群A類土器はLR原

体による縄文が一般的であるのに対してGH-9の床旧iから出土した図III-34-1 、覆土から出土し

た図Ⅱ1-37 57、包含層出土の図III 114-100はRL原体による縄文が施されているものである。図

III 34-1 、図Ⅲ－37 57はいずれも1 I縁部文様帯に磨消縄文による細長い区画文が描かれている。

RL原体による縄文の施文、 n縁部に磨消縄文で文様を描くという手法はこれまで発見されたIV群A

類土器にはほとんどみられないものである。盛土5類の中でも一番新しい段階のものといえるかもし

れない。

縄文時代I1免期の土器は調査区北東部からまとまって出土している。札苅II群に相当するものから尾

白内I群に相当するものまでが認められる。札苅II群に相当するものは2段階(1 ， 2群）に分かれ

そうである。 1群土器の深鉢形、鉢形土器は肩の張り出す器形のもので、 口縁には棒状工具で斜めに

刻み目がつけられるものと指頭の圧痕のつけられるものがあり小波状縁をなす。札苅II群の中でも古

い段階のものであろう。 2群土器は札苅Ⅱ群に相当するもののうち函館市高丘町遺跡出土の資料に類

似するもので、 G地区から一番多く出土したものである。深鉢形土器、鉢形土器の中で頸部の無文帯

に数条沈線が施されるものでは、 口唇に刻み目のあるものや上位の沈線に刺突文の施されるものが多

い。肩が強く張り出す器形のものは比較的古い段階のものであろう。 2群土器の新しい段階のものは

頸部の沈線が幅広となり間隔をあけて数条施される。体部縄文はLR原体による縦行縄文が一般的で

あるが、RL原体による斜行縄文のものもみられる。

3群土器は聖山I式に相当する資料である。頚部の無文帯に沈線が施される深鉢形・鉢形土器では

沈線は'幅が広くなり間隔をあけて施されるものがみられる。頸部に無文帯を形成するものでは肩部の

沈線が太く 、間隔をあけて施されていて、体部との境は段状になる傾向がある。壺形土器には埋設土

器l～3の良好な資料か~得られている。

4群土器は聖I I III式に相当するものである。頚部をあらかじめ無文にした器間に沈線が施される深

鉢形土器では沈線がII'M広くなl) 、 その下位に瘤状突起のうけられるものがみられる。頚部に無文帯を

設けるものでは肩部の沈線間に、沈線施文後に突起のつけられるものが多い。

5群・ 6群土器の資料は少ない。 5群土器は湯の里6式に相当するもので鉢形土器では「I唇に縄文

の施されるものが多くみられる。沈線間には瘤状の突起がつけられ、突起間に沈線を三角形に入り組

ませるものがある。 6群土器は尾白内I式に相当するものである。 G地区出土のもので文様構成のわ

かるものは浅鉢形土器1点のみである。 （遠藤香溌）

註

;l; 1 ) (1M)北海道埋蔵文化財センター(1987) 「小樽市忍路土場遺跡」 （概報）

註2）石本省三ほか(1983) 『添l 11 北油f道南部に於ける縄文時代晩期遺跡の調介」上磯町毅育委員会

眺3）野村崇ほか（1976） 『札苅北海道上磯郡木古内町における繩文時代晩期土曠墓の調盗一」北海道開拓記念館
挑4）小笠原忠久(1983) 『ハマナス野遺跡IX北海道茅部郡南茅部町における縄文時代前･ ! | 1期集落の調杏」 1櫛茅部

町教育委員会

盛土5類

流水文

RL原体に

よる繩文

晩期の土器

札苅II群

聖山I式

聖山II式

湯の里6式

尾白内I式
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第3章繩文時代の遺跡

訂正・補遺（図III-135)

J-47区の盛土22層から出土した深鉢形土器。

底部から直線的に立ち上がりI|1部が膨らむ器形の

もの。 llil上半は欠損している。休部にはLR原体に

よる横走気味の縄文が疎らに荒く施されている。底

部付近には縦方向の調整痕が残り、 縄文施文後磨

かれている。器面には炭化物が付着する。胎土に小

砂利力欝多ぃ。盛土2類に相当すると思われる。

（本資料は箙土地区出土の資料であるが､北埋調報

43･P257でBP 71の遺構}|｣,土資料として誤っ

て写真を掲載したもので、ここに訂正・補遺を行う

ものである

0

1 1 1 1 1

B地区盛十出十の十器

ｍＣ５
１

図Ⅲ－135

343



第3章繩文時代の遺跡

表Ⅲ－3
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く ぼみ イi

フ レ イ ク

Uフレ イ ク

礫△

礫

'lif イ，

上 製 ， 11111

ィ｢ ；製 ！',11！

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｏ

６

Ｉ

６

５

１

、

ｌ

ｎ

ｌ

Ｈ

ｊ

ｌ

ｊ

ｌ

１

１

Ｌ

１

Ｊ

、

ｉ

ｆ

、

１

Ｊ

も

１

Ｊ

、

０

．

Ｊ
１
、
グ
ー
、
Ｊ
Ｉ
ｌ
．
ｆ
Ｉ
、
誤
Ｉ
ｌ
ｏ
Ｊ
Ｉ
１
Ｊ
ｆ
、
，
Ｊ
１
グ
■
１
ｑ
ｒ
ｌ

０

０

０

０

‐

０

０

７

０

０

０

０

０

０

１

１

９

１
,;| 17~1

スクレイパー

lil! ィ］

フ レ イ ク

Rフレイ ク

礫△

礫

リ

ム

屯

ｊ

Ｊ

ｌ

ｏ

ｇ

‐

お

岬

郡

~
ｂ

２

戸

ひ

１

冠

０

細

’

５

‐

１

２

１

０

９

７

Ｊ
，

『

』

０

１

１~

!;’ １

１

？
］ １

１

９

０

０

０

？
］

９

０

１

０

０

,;I
恥
／
』

戸
砂

７
二

) ・＝

）；）M#’ IB

II偶

ⅢA

ⅢB

ⅣA

V

GII ひ

２

リ

ム

１

７

？

Ｊ

ワ

』

１

個

７

８

１

１

理
作

田

ノ

町GⅡ 3 IB

IIB

IIIA

mB

ⅣA

１

１

【

ｊ

ハ

Ｕ

ハ

Ｕ

叩

⑪

ひ

び

一

初

ハ

い

一

切

ハ

Ｕ

１

い

り

ワ

」

１ ’
■
１
Ｊ
Ｂ
、
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
、
Ｉ
Ｊ

Ｉ

別

Ⅱ

１

１

’
’

' 1 ~剛‘ | ”’
1 ワ1ツ
』 .全几曽 19I許’

’
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第3章繩文時代の遺跡

表Ⅲ一
一ー一一

露| 数
＊ケ
ズへ

5－(2)

－ 百一｜

掠制
I J

F I I~

床|AI

旧賢~馬 「

辿

樅 |分馳腔

し心入

米女

称
「1

’ 1
１
．
雌

~~

番
【 J

ﾉンー

数
I 『

1 1 M世
群

昨
再
ゴ
ワ

仏

中

’

’
通
番
術

号

少
称TI

〃
7 「 類 称秘 分類

ｋ

禰
弱
的
釧
５
ｍ

１

１

１

樋 徴 Ｉ
に
戸
。
〔
５
（
０

Ｏ

ｎ

５

（

Ⅱ

｜

’

茂 I
GH 4 IIB

ⅢA

ⅢB

ⅣA

ⅣC

lノ

'二 リlJ
hF『 GⅡ ’ ： Ｂ

Ａ

GP－4 ’GP－4 I
ひ

再

ｊ

Ｆ

Ｄ

ｑ

ｕ

‐

坐

刊

１

１

２

６
１

廓『『

(齢
廓『『

(齢 IB

IIB

ⅢA

ⅢB

ⅣA

１

８

７

９

１

２

３

１

ｌ

ｊ

ｌ

ｊ

１

Ｉ

く

Ｉ

Ｉ

ｆ

ⅢB

IVA

ⅣC
’
1

副
１
娼
一
㈱

１

１

８

３

Ⅱ

Ｉ

０

ハ

０

， i引一

り

し イ

フレイ

礫△

礫

計

『
17(』 Ｕ

０

０

０

０

０

ｎ

j;|
~

~

『一F一一

｡;》;） 洲・

石 縦

ポイント・ナイフ

スクレイパー

膳製行斧

たた き イT

台 洞

フ レ イ ク

Uフレ イク

コ ア

礫△

礫

i;l･

Rフ

238 灯
ク
ク

２

０

１

１

９

１

１

３

石 鯲

スクレイパー

す り 石

たた き イi

砥 イ1

台 石

フ レ イ ク

Uフレイク

Rフレ イ ク

礫△

礫

計

３

７

－

ｂ

ｌ

２

０

８

３

１

１

８

３

５

４

２

４

1

1

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

３

０

３

２

０

１

２

６

３

９

０

７

１

７

１

２

１

１
７

“

PP ↑
l『Ⅱ

命ⅡB

IIlA

ⅢB

IVA

７

８

「

１

９

７

７

１

－

一

０

０

０

０
ソ

〕

［

』

Ｑ

Ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

；|・

スクレイパー

フ レ イ ク

Rフレイ ク

礫△

礫

計

豚

２

幻

１

９

個

両

II
E'

０

０

０

０

，

769 185 ２

２

１

１

４

２２ ２

２

１

１

２２ イ

GII 5 I 器 IB

IIB

IIIA

ⅢB

ⅣA

ⅣC

V

GII 8
Ｋｆ '

TI０

０

１

２

０

０

０

０

０

０

洲
祁
蜘
畷
１
噸
一
郡

９

６

９

３

１

ｌ

ｂ

３

７

８

２

１

４

１

１

礫

礫’ ~

,;I ( ） ( ）
、

術GII－9
T

」 鵬
肥
肥
咄
恥
Ｖ

GI〕－ 6 1
1 1 1』

if,子 IIB

IIIA

ⅢB

lVA

V

Ｕ

Ｏ

２

０

２

０

ニ

リ

別

１

２

３

７

１

４

０

３

２

１

２

０

０

０

０

０

〕

７

６

８

０

４

７

６

９

７

３

２

０
３

ユ1

両 「

イi 鍬

ポインl､ ．ナイフ

つまみ付きナイフ

スクレイパー

磨製ィi 斧

す り そi

たた き ィ7

フ レ イ ク

Uフレイ ク

コ ア

礫△

蛭 石

礫

叩

く

Ｕ

■

Ⅱ

且

が

／

］

八

Ｕ

〈

Ⅱ

叩

寸

Ｉ

上

可

１

４

ハ

Ⅱ

ｖ

戸

へ

ｖ

ｑ

Ｉ

ｊ

八

戸

‐

、

リ

ハ

ｘ

ｖ

勺

Ⅱ

且

Ｉ

７

４

１

１

０

０

０

０

１

０

I計 104 1 0ト

i;| ７

６

１

別
１

３

６

１~
蝿

０

０

０

０

１

０

０

０

０

３

０

０

４

８

０

７

１

Ｕ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

３

０

０

４

８

０

リ ル

フレィバー

製 イi 斧

り イ】

し イ ク

フレイ ク

ア

礫△

イI

礫

Iト
ス
畔
す
う
Ｒ
「

ｊ

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

１

く

ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

く

Ｉ

イJ 鮒

ド リ ル

つまみ付きナイフ

スクレイパー

す り 石

たた き イi

く ぼみ イ i

砥 イ’
二弐 7

1 1 '1三I

フ レ イ ク

Uフレイ ク

Rフレイ ク

コ ア

礫△

ilif イi

焼 礫

礫

ｲ i 製 ， 'Ⅱ！！

｜汁

イ i

０

８

０

７

１

５

２

１

１

０

１

１

１

１

７

９

２

２

３

２

2‘1

3

17

2‘1

3

17

１

０

０

６

１

、

、■ ’

、爺~~~０

４

１

９

３

３

‐

９

３

、

１

４

．

－

，

６

‐

１

ｍ

Ｄ

ｌ

~
~

１

１

恥

Ｆ

伽

４

１

９

３

３

‐

９

３

１

６

１

~
~
ｌ

Ｌ

計
一
一
糾

唾
－
４

０

０

０

i;| 738 18 GP 7
I北『

打,¥ Ⅱ1A

’
面
で
ぱ

い
ノ
皿(i l l－ 6 IB

IIB

ⅢA

ⅢB

ⅣA

ⅣB

ⅣC

V

４

判

‐

１

、

Ｏ

Ｐ

Ｄ

〆

Ｄ

‐

１

１

札

、

、

『

Ｉ

’

１

、

６

１

１

戸

３

１

１

川

帝

。

Ｏ

‐

１

０

１

３

７

１

０

０

０

２

５

０
２

４

~フ レ イ ク

礫△

礫

２

１

０

０

０

,i {〉 （）

GP 8
I』凶

パif IB

Ⅱ1A

ⅢB

IVA

V

１

６

６

４

８

９

３

~

ｊ

ｊ

１

１

－

く

１

１

く

Ｉ

’

ハ

パ

リ

－

１

○

侭

Ｕ

１

ｌ

ｊ
－
串
Ｊ
Ｊ )54

,;’ 上
ｎ
ぐ
昨

ｒ
／
Ⅱ ~1 ，647 282 GP 1 Ｂ

Ａ

Ⅱ

Ⅲ

０

０

０

イ， 縦

ド ） ル

ボイント･ナイフ

つまみi,lきナイフ

スクレイパー

膳製 イi 斧

す り イ，

たた き イi

T i ji'}

〈 ぼみ イi

岻 イI
壬当

1 1 イi

イ！ 繩

フ レ イ ク

Uフレイ ク

Rフレイ ク

コ ア

． 礫△

'ﾘf 桁

礫

イi 製 1'1111

1;|・

ｌ

Ｏ

Ｏ

ｌ

２

１

０

３

０

０

０

１

０

０

０

０

０

３

１

師

ｎ

~

１

５

Ｔ

ｌ

ワ

』

く

り

７

２

２

５

１

３

，

］

０

司

１

３

一

切

３

１

八

ｂ

↓

１

『 府I19 245 1 （）

フ レ イ ク

礫△

礫

！;'。

IGP 9
鋤LI

汀I¥ IB

ⅡIA

IⅡB

lVA

V

０

０

０

叫
哩
バ
リ
４
架
串

，

１

６

６

４

６

９

３

~

０

０

０

０

０

㈱

略

仙

２

１
６

(）

( )P 2 土 IIB

ⅢA

ⅣA

０

０

０

i1｣『

i l 八
Ｕ
八
Ｕ
〈
０
０

０

０

５

１

１

２

３

７

１

１

２

句

Ｊ

ｎ
乙

１

１

２

３

１

ワ

】

スクレイパー

フ レ イ ク

礫△

礫

’
０Iil

~

ド

ス

す

ヲ

リ ル

ﾌレィパー

リ イ『

し イ ク

礫△

礫

１

２

１

６

０

６

５

１

＆

Ｉ

０

０

０

０

０

０

’

０

iil

GP l(） I
I1m

fil､f IB

ⅡB

mA

ⅡIB

ⅣA

１

２

７

３

１

３

１

１

ｊ

‐

ｊ

ｊ

ｊ

Ｉ

Ｉ

く

~

Ｉ

１

０

０

６

２

２

７

１

－

Ｊ

１

剛

州

恥

２
｜
ワ

GI) rn
１
寺
季
浬

~
~

Ⅱ
〆
Ⅵ Ｕ

０
ｌ ,il 94 0

■
も
酌
今
、
，
ヤ
バ
▲
、
と

慨

傲

刷

３

１

剴

イパー

,fi 斧

イ ク

0 スクし

膳製

フ し

１

１

６
１

１く
く

Ｉ

’
’L

2.256 1 159
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第3章繩文時代の遺跡

表Ⅲ－5－(3)
司

’
称 ’

ｊ
Ｉ１

１

１

灘 堂」 ’ 数

〃 ”: |瞼”遺
番 噂

１

１
１

激 朧
F二1

7丁

適
悉

辿
蒋

↑44■

価：
ﾛｰU

万・

分類名 付分類商

悩土| ノボlm 覆 I 床Ir1I" l lXInl
斤
些
０

正

刺

礫
名I

『i1．

27I:1
｜

上

一

一

フ

｜

土

一

一

石

ス

た

く

砥

フ

コ

軽

行

一

卜

｜

｜

ス

フ

０

１

犯

３

３

Ｊ

ｒ

罪

Ｉ

Ｇ

ｔ

Ｇ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

０

０

０

フ ０

０

０
０
０
０
０
’

０

０

０

ｊ

１

１

ｊ

ｊ

ｌ

Ｉ

Ｉ

く

Ｉ

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

１

Ｉ

Ｉ

ｌ

く

Ｉス

礫
製卜

」

０

１

２ ０

，

GP－10
1ｺ【『
~ノ ◇

fTIr 肥
い
い
Ｖ

１

１

１

I ６

６

１

１

GP 21p

l lI 1

器 IIB

IIIA

ⅢB

９

１

６

~

０

０

０

I訓 19 （）

uII
hIf
uII
hIf ４

２

３

１

０

０

Ｂ

Ａ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ
ｌ

ド
GP ll

L 一-一

「

０6，Jロ

ム【）計,;’ 14;’ 16 0

レ イ ク

礫△

礫

刈

剖

１

上

戸

、

０
０
０
’

フ レ イ ク

礫

フ レ イ ク

礫△

４

３

０

０

、

０

－

，

１

’

i;| 18二 1－

面’

計
一
一
計 無

郷一郎

呪B『

汁Iチ
１

６

７

１

３

１

I IIB

IIIA

ⅢB

IVA

V

GP 22EP 12
IZ3

齢 Ｂ

Ａ

Ｂ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

６

６

６

１ ０

０

０

器 IIB

鰍

一

石

祠

石

ク

ア

石

舳

・

ハイ

き

み

ィ

△礫

礫

製

し

た

ぼ

レ

ク

石

ス

た

く

砥

フ

コ

軽

行

２

５

３

１

１

６

１

７

１

９

１

１

５

３

１

１

０

０

０

０

０

２

０

２

０

９

０

I;| 28 1 0

フ レ イ

礫△

礫

ク Ｕ

Ｏ

Ｏ

ｂ

ハ

０

戸

ひ
ワ

〕

i;| 28

ノ

イ

△礫

礫

レフ ４

４

０
１

ク

i;| 17 （）
11口

〆竜

概tr
２

１

１

I IIB

IIIB

ⅣA

GP I3 ０

０

０

計 38

上 器 IIB

Ⅱ1A

ⅡIB

ⅣA

V

イ、、 ワq
、丁上＝qJ

１

５

０

６

１

計 I （）

フ レ イ ク

礫△

礫

４

２

月

Ｕ

〈

Ｕ

Ｏ ,:1･ 357 1 13

器 ０

０

０

０

IB

IIB

ⅡIA

V

咄叩、Ｖ

’

,;| 25計 14 0 －
７
“
１
｜
茄

面Fz14 土 器

15

制・

フ レ イ ア

コ ア

礫△

礫

計

”一歩凹

油／Ⅷ

ロ

フ レ イ ア

コ ア

礫△

礫

一
桐
ク

パイ
き
ィ
△礫

礫

〆し

た

レ

フ 1

1

IIB

ⅡIA

IVA

ス

た

う

３

４

６
１

０

０

０

０
~ｚ
－
？
、

０
８

２
２

23

クレイパー

フ レ イ ク

Rフレイク

礫△
円堆
払不

２

６

２

２

３

１

１

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

く

Ｉ

ｉ

ｌ

ｆ

０

０

０

０

９

１

１

ﾎ’ ［
ｊ
Ｆ
ｂ
ハ
ｂ
八
Ｕ
９

ｎ
ｄ
－

ひ

『

ｌ

「

１

６

１

８

いⅡ

益GP 25 ⅡB

IIIA

ⅢB

ⅣA

０

０

０

０ 0

]9

14 1 0

1汁

() GP 33 t 器 IIB

() IIIA

(） ⅣA

O 計．

O す り 渦

0 たた き石

0 フ レ イ ク

(） 礫

(） 計

O GP-34 l二 器 IIB

O ⅢA

O IⅡB

O V

(） 制・

0 スクレイパー
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第3章繩文時代の遺跡

表Ⅲ 6－(2)
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第3章繩文時代の遺跡
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０

０
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ぼ

権

ク

↑

ス

た

く

幌

１

２

３

４

５

６

６

６

６

６

~~

~~

１Shスクレイパー 覆 ｜

〃 〃

３

２

４

０

６

２

７

９

９

３

９

３

６

７

２

５

６

７

５

０

３

８

８

８

９

４

７

７

０

３

２

２

６

４

０

１

０

４

４

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

６

９

９

９

１

２

２

０

４

８

９

２

７

２

１

３

３

４

６

５

３

１

３

５

５

４

７

９

０

６

５

９

２

５

０

０

１

４

４

４

１

１

７

２

１

１

２

２

２

１

４

８

７

１

３

８

４

４

５

８

７

５

６

４

５

１

１

１

１

２

２

１

２

４

４

３

１

１

２

１

３

５

ｋ

３

ｔ

２

５

ｔ

０

９

ｔ

ｌ

’

二

１

一

一

一

一

一

″

″

″

殺
覆
覆
概
覆
覆
泄
没
覆
穫

〃

″

囎

皿

Ｊ

ｊ

（

且

〕

Ｊ

ｊ

、

Ｊ

、

１

ｎ

か

じ

。

．

９

町

〈

Ｕ

ワ

ー

■
１
Ｊ
〃
『
’
八
〈
Ⅱ

GP－6 ｽｼﾛｻﾒ属l櫛下顎歯

ド リ ル

スクレイパー

〃

〃

〃

ノノ

す り 石

２

６

７

８

９

０

１

２

４

４

４

４

５

戸

ひ

５

~
~
~
~
~

~~

５

６

１

１ １

８

１

↑

↓

ｌ

’

一

一

″

″

一

覆

覆

覆

溌

覆

〕

ｎ

／

』

、

、

１

Ｊ

ｎ

く

Ｊ

、

■

Ｉ

ノ

ハ

ハ

リ

。

。

・

弓

Ｊ

１

。

、

／

］

。

、

Ⅵ

〕

、

イ

』

、

〃

白

・

ワ

ー

・

０

２

２

侶

２

２

１

０
１

″

″ １

Ｊ

Ｊ

１

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

１

Ｊ

』

〃

And

１

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

ｊ

Ｊ

ｆ

Ｊ

１

Ｊ

Ｉ

ｊ

Ｊ

Ｉ

GP－l9GP－l9
脂

皿

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

Ｑ

Ｕ

ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

土

１

２

５

土

~
~
~

護

覆

覆

覆

覆

スクレイパー ３

６

８

２

１

~
~
~
~
~

ヲ

Ｉ

１

１

、

皇

Ａ

Ｕ

頁

Ｊ

戻

邨

川

寸

『

Ｉ

上

０

１

２

３

４

ワ

』

２

２

２

２

~
~
~
~
~

７

39 ″

″

″

″

〃〃

スクレイパ－

たた き 石

く ぼみ石

ド リ ル

スクレイパー

〃

す り 打

イパー

き 石

み石

ぼたし
ク

たスく

~
〃
〃
｜
割
〃
〃

覆 Sh，

Mud

FJ

３

０

１

２

０

４

２

５

２

１

２

GP－25GP－25 ６

７

８

４

４

４
~~

９４

０

二

②

一

、

↑

・

’
一

〃

一木

〃

溌

捜

徴

１

種

〃

〃

す り イ ，

〃

たた き イ ，

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

八1

己、GP－ 2GP－ 2 ９

０

．

４

０

０

０

１

０

２

１

０
１１

２

３

４

５

１

１

１

‐

~
~
~
~

３５〃

And

〃

Mud

And

Mud

〃

And

、
、

１
１

~
~

殻

覆

And､

Mud,

Sh

す り 石

ﾍトンリタッチャー

GP－4GP－4
ハ

Ｕ

「

１

Ｆ

、

『

ｉ

ｎ

５

ハ

ろ

ハ

ｂ

八

Ｕ

可

ｌ

－

Ｄ

ワ

』

１

２

１

１
~~

６５

Ｌ

Ｌ

、

色

覆
覆

58‐ 8 1 スクレイパー
62 8 1す り 石

８

２

３

０

３

３

１

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｇ

Ｇ

Ｇ GP－lO

１

２

４

を

３

“

．

２

土

″

一

｜

’

″

’

″

″

″

〃

覆

覆

覆

覆

殺

殺

穫

覆

326．4 A､。Sh、

And

Mud

Che，

And

Mud

〃

Sda．

〃

Sh，

Od

.1ad.

６

７

１

１

~~

２

３

６

６ ~
~
役
覆

Shスクレイパー

k 製 品

５

９

２

１

３

１

M11d

〃

汝 ｜
〃

GP－46 く ぼみ石

〃

す り 石

９

８

２

２

８

２

２

１

６

２

４

１

９

０

１

１

２

２

~
~
~

０［』

帥

帥

種土

覆 上

GP－34

GP－9

GP－23GP－23

スクレイパー

スクレイパー

郊
一
郷

く ぼみ石

〃

砥 イi

イi 製 111, '1

〃

ノノ

〃

〃

８

４
~~

２

４

７

７

QI－1
v&~』e

And

イパー

き ，尚

覆 上
〃

し

た

クス

た

４

８

９

８

４

５
５

’

４

５

~
~

５【
Ｉ

｜ワ

と

Ｌ

Ｌ

覆
覆

Shｽ、クレイパーGP－5

GSP l

np－R
、』入 LF

GSP l

２

３
~~

６

月

２

３

２

２
~~

６７

９

６

８

４

３

０
頁

』

ハ1

b、ff "

スクレイパー

覆土
〃

２

５

２

２
１

ワ

ロ

！

。

、

１

ｌ
~~

３８

岬
一
鋤 Mud

〃

Si ，

ハ

ペ

⑭

二

一

一

即

″

覆

概

こ き石

I） 石

製 ，Y1

GP－31 石 鍛
〃

スクレイバー

《
』
キ
リ
表
口

５

０

４

０

０

８

１

７

６

６

９

Ｆ

Ｄ

ハ

０

戸

ｊ

（

５

Ｑ

Ｊ

ハ

Ｕ

－

Ｄ

Ｆ

Ｄ

戸

、

Ｐ

ｂ

戸

リ

ハ

リ

~
~
~
~

~

ｆ
４
１ ３

５

７

４

２

７

~
~
~
~
~
~

１

０

５

０

７

５

５

３

２２ ９

０

１

１

２

２

~~

GSP 2.GI〕 3.1

GF－ （i

GF－I9

GSP 2.GI〕 3.1

GF－I9

〃

Andす り 石｜ 渡上 ０

０

０

０

８

０

戸

、

３

Ｆ

、

１

９

Ｌ

86－ 7

’ スクレイパー

* I) fiッ fi

覆 ｜
〃

Sh,

And

２

３

9()－

~
″

〃

″

″

表III-7I群B類掲載土器一覧
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Ⅲ
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Ｘ
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Ⅱ

３

４
~
１９ Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

１

２
~

Ｍｆ ５

６
~

１９
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第3章繩文時代の遺跡

表III-8-(2)

園図-恭号 |図-番号発掘区 層 発掘lX
１

１

一
画
酢

~

図-番号。 発掘膠 府 図-悉号 唯州区 Ig l l lxl 番号 発掘区 岬
１

，

〕

３

４

－

ｂ

ハ

ｂ

【

ｊ

８

ｑ

Ｕ

０

１

，

』

ｎ

Ｊ

．

４

５

ハ

ｂ

［

ｊ

８

９

０

１

？

］

ｎ

ｄ

４

声

Ｄ

ｎ

０

【

ｊ

８

Ｑ

Ｊ

Ｏ

１

２

３

，

４

ａ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

２

２

２

２

２

２

ワ

』

２

２

２

３

３

３

ｎ

ｊ

３

３

３

ｎ

ｊ

３

３

４

・

４

４

‐

４

４

｜Ｆ
『
ｕ

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

｛

｜

’

’

’

’

一

一

一

一

一

一
一

一

一

一

一

４

４９ ０

０

８

７

７

０

１

０

２

１

０

０

０

０

７

０

０

０

９

０

９

９

９

９

９

８

９

０

１

６

６

０

０

０

８

６

６

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

５

６

６

６

５

６

５

５

５

５

５

５

５

６

６

５

５

６

６

６

５

~~

~

~
~
~

~
~
~

~~

~
~
~

~~

~~

~

~~

~

Ｔ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｖ

Ｒ

Ｓ

Ｓ

Ｒ

Ｓ

Ｓ

Ｕ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｖ

Ｓ

Ｓ

Ｖ

Ｓ

Ｔ

Ｓ

Ｗ

Ｓ

Ｒ

Ｒ

Ｗ

Ｙ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ⅱ ８

０

６

６

７

３

８

９

６

０

８

８

８

４

７

８

１

０

６

９

６

５

０

６

６

６

６

６

６

６

６

４

４

４

８

５

６

５

５

５

６

５

５

５

６

５

５

５

５

５

５

６

６

５

５

５

５

６

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

~

~~

~

~

~
~
~
~

~

~

~
~
~

~

~~

~

~

ｒ

恥
Ｓ
Ｗ
Ｗ
Ｘ
Ｑ
Ｓ
Ｓ
Ｗ
Ｑ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
Ｚ
Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ｒ
Ｗ
Ｒ
Ｗ
Ｘ
Ｒ
Ｖ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｖ

９

０

１

２

３

．

４

５

八

０

７

８

９

０

〉

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

ａ

ｂ

４

５

６

７

８

ａ

ｂ

Ｃ

Ｏ

Ｏ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

《

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

，

Ｊ

一

一

３

３

３

３

３

’

一

一

４

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

’

１

１

１

１

１

１

１

１

１

３

３

１

１

１

１

３

９

９

９

１

－

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

－

，

Ｊ

八

Ｊ

一

一

一

一

一

殉

す

、

ｊ

ｎ

Ｊ

－

６９

１

１

１

１

１

~

~

Ⅲ

〃

〃

〃

〃

１

〃

〃

面

Ⅱ

１１

４

７

６

６

０

６

４

６

６

５

４

０

２

０

０

５

５

４

４

５

４

９

７

７

４

８

４

９

７

９

８

８

５

５

５

５

６

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

~

~
~
~
~

~
~
~

~

~

~

~

~

~~

~
~
~

Ｚ
Ｔ
Ｗ
Ｗ
Ｔ
Ｗ
Ｙ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｙ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
Ｕ
Ｘ
Ｘ
Ｙ
Ｚ
Ｘ
Ｚ
Ｔ
Ｗ
Ｖ
Ｚ
Ｗ
ａ
Ｔ
Ｗ
Ｒ
Ｕ
Ｕ

ｌ

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~

~
~
~

６

７

９

９

I

Ⅲ｢'1

1Ⅱ

〃

ﾉ'

Ⅲ 1

Ⅲ ｜
’

｜
、

く

Ｉ

可

Ｉ

Ｊ

面

皿

Ｊ

Ｉ

可

１

１

１

１

１

Ｊ

Ｔ

ｌ

Ｊ

Ｊ

７

１

ｍ

Ⅱ

″

″

″

″

〃

１１

Ⅱ

~
Ｉ

″

″

″

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ノ

ノ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ノ

ー

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｉ

ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

』

Ｉ

Ⅲ

III I|'

1

〃

〃

″

Ｉ

Ⅲ

〃

lⅡ

〃

〃

I

〃

111

〃

III i

Ⅲ

Ｉ

Ⅱ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

ｌ

ｌ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

ｊ

ｌｌ

ト

ー

Ⅱ

Ⅱ

〃

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ｉ

Ⅲ

Ｉ

〃

III-l二

Ⅲ

Ｉ

Ⅱ

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

″

Ｉ

Ⅲ

Ｉ

Ⅲ

Ｉ

Ⅲ

Ｉ

Ｆ

Ⅱ

｜

Ｉ

田

Ⅲ〃

〃

ノノ

〃

I

III群A類掲載土器一覧 表Ⅲ 9

’ 図-識図-需号 発掘区 IW |ﾇ| 寄号 苑ルII IX 照 図-番号 発掘区 侭
『日 図-恭号 発掘区 層 発州区 麻

９

１

９

７

９

９

１

９

９

６

７

９

８

６

１

１

１

７

５

９

８

０

８

８

０

０

１

１

５

６

５

５

５

５

６

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

５

５

５

５

６

５

５

６

６

６

６

~

~
~
~
~

~

~
~
~

~

~

~
~
~

Ｕ

Ｔ

Ｒ

Ｕ

Ｓ

Ｕ

Ｔ

Ｔ

Ｕ

Ｗ

Ｖ

Ｕ

Ｖ

Ｘ

Ｒ

Ｑ

Ｒ

Ｔ

Ｗ

Ｓ

Ｓ

Ｒ

Ｖ

Ｖ

Ｔ

Ｔ

Ｐ

Ｒ

ｑ

〕

０

）

１

ワ

』

ｎ

Ｊ

・

４

一

，

八

０

７

〈

３

Ｑ

Ｊ

Ｏ

、

１

？

惇

心

ｊ

４

－

ｂ

《

ｂ

詩

ｊ

ハ

５

９

《

０

ａ

ｂ

ａ

‐

Ｄ

３

‐

４

２
ｎ
ｊ
ｎ
Ｊ
ｎ
Ｊ
ｍ
ｊ
心
ｄ
ｎ
ｄ
ｎ
ｊ
八
ｊ
ｎ
ｄ
ｎ
ｊ
，
４
４
“
４
ひ
４
“
ｌ
‐
４
４
△
”
４
．
４
“
４
芦
り
一
一
一
一
｛
り
－
０

１

１

２

２

－

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

戸

。

戸

⑨

戸

Ｄ

戸

３

一

一

１０

’

一

一

蛇

１

１

６

６

９

１

９

０

９

６

ｌ

Ｏ

ｌ

５

５

’

７

３

８

０

９

９

８

９

１

６

９

９

０

９

９

毛

毛

毛

毛

毛

毛

唱
詔
弔
争
毛
〆
「
Ｒ
｛
謁
詔
声
「
邦
毛
唐
司
〆
司
戸
「
調
弔
毛
鐸
司
毛
》
「
毛

Ｕ

Ｒ

Ｕ

Ｒ

Ｕ

Ｗ

Ｒ

Ｒ

Ｔ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

Ｑ

Ｖ

ａ

Ｖ

Ｒ

Ｔ

Ｕ

Ｔ

Ｖ

Ｒ

Ｖ

Ｑ

Ｔ

Ｑ

Ｕ

Ｓ

勺

１

１

、

／

』

”

く

⑩

４

岨

。

Ｆ

ヘ

リ

ｎ

ｎ

Ｕ

鈴

Ｊ

１

ｎ

ｘ

Ｕ

八

ｕ

唖

ハ

Ⅱ

ｖ

雨

１

Ｊ

ｎ
皇

ｎ

く

』

‐

刺

を

声

‐

『

』

ハ

ハ

Ｕ

【

ｊ

Ｊ

Ｑ

Ｕ

八

ｕ

ゾ

ハ

叩

〕

０

１

Ａ

句

乙

心

も

り

、

１

卦

戸

、

叩

ハ

、

〉

『

Ｊ

１

ハ

ｘ

Ｕ

可

１

１

も

Ｉ

上

ｑ

Ｉ

Ｌ

。

’

且

刃

１

１

令

１

４

１

１

４

１

１

４

。

’

且

寸

’

八

「

■

Ｉ

Ⅱ

、

／

』

、

ノ

』

、

／

］

旬

色

（

ソ

』

、

〆

と

介

〆

』

ｎ

／

』

~
~
~
~
~
~

~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~

８

９

０

９

０

帆

９

１

１

~
一
畳
割
、
。
“
ロ
、
~
’
’
一
、
~
《
』

ｕ

Ⅱ

川

ｌ

Ⅱ

川

叩

Ｕ

Ｉ

Ⅲ

〃

１ １

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

〃

ａ

‐

Ｄ

（

０

７

（

５

Ｑ

Ｊ

ハ

リ

可

１

，

』

ｎ

ｊ

４

州

５

バ

リ

［

ｉ

ｎ

ら

９

ｎ

Ｕ

１

１

ワ

』

八

ｊ

０

鮒

５

八

０

７

，

５

Ｑ

ゾ

ハ

Ｕ

１

ｌ

－

一

声

Ｄ

－

Ｄ

５

Ｐ

Ｕ

ハ

０

八

０

６

ハ

リ

ハ

Ｕ

八

，

６

６

か

０

６

７

（

７

門

』

７

７

月

Ｉ

７

７

【

ｊ

再

ｊ

８

Ｒ

〕

Ｆ
ｈ
Ｊ
戸
届
Ｊ

Ｆ

つ

Ｆ

Ｄ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

２

一

０１ ９

９

４

７

６

１

８

８

８

９

２

５

０

１

８

９

７

１

９

６

８

９

０

３

６

５

８

６

５

５

５

５

５

６

５

５

５

５

６

５

６

６

５

５

５

６

５

５

５

５

６

６

５

５

５

５

~

~

~
~
~

~

~

~

~

~~

~

Ｔ

Ｔ

Ｚ

Ｖ

Ｗ

Ｓ

Ｗ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｐ

Ｗ

Ｒ

Ｓ

Ｗ

Ｓ

Ｖ

Ｑ

Ｓ

Ｗ

Ｔ

Ｓ

Ｔ

Ｑ

Ｘ

Ｘ

Ｓ

研
ｒ

Ｔ

ｌ

１

１

″

〃

、

、

~~~
~

Ｔ

ｌ

１

１

″

ｎ

ｕ

Ｔ

ｌ

丁

１

‐

Ｉ

１

１

ｍ

Ⅲ

ＪＪ

－

－

１

‐

１

１

１

－

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ｉ

lll 'l 1

Ⅲ

〃

〃

IⅡ上

Ⅱ［

I

III

〃

〃

〃

上

ず

。

《

Ｉ

Ｉ

ｎ

ｕ

Ⅲ

－

１

１

Ⅲ 1

351



第3章繩文時代の遺跡

表Ⅲ 10Ⅲ群B類掲載土器一覧

~碓捌｜え ｜ 層 ’F悪IxI-悉号 lX1-番号届
’11|剛-番号 苑ルlI lXl博発掘IXW発掘区IxI-蒋号発州'1区 jW図 番号

吾

Ｉ

・

合

宮

ト

ー

ｌ

卜

Ｔ

ｌ

而

皿

″

″

１

Ｉ

ＩＩ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

９

９

２

４

８

１

１

１

１

２

２

２

３

１

７

８

６

２

２

８

８

０

２

７

５

５

６

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

５

５

５

６

６

５

５

６

６

５

~

~

~

~

~~

~
~
~
~
~

Ｕ

Ｓ

Ｓ

Ｚ

Ｖ

Ｒ

Ｓ

Ｒ

Ｓ

Ｒ

Ｑ

Ｏ

Ｒ

Ｏ

Ｖ

Ｓ

Ｘ

Ｑ

Ｐ

Ｕ

Ｕ

Ｑ

Ｒ

Ｗ

〈

Ⅱ

リ

ｑ

ｌ

ｌ

、

／

】

、

、

Ｊ

０

４

凸

庁

、

リ

ハ

ｈ

〉

弓

〕

ハ

×

叩

〉

ｎ

ひ

〈

ｎ

Ｕ

『

１

１

内

ノ

』

向

く

Ｊ

Ｊ

１

宏

一

‐

「

Ｊ

（

●

ｈ

リ

ワ

ー

ヘ

×

Ｕ

〔

ｕ

殴

八

Ⅱ

ｖ

勺

１

１

〔

リ

』

叩

、

Ｊ

【

Ｊ

Ｏ

［

Ｐ

ｆ

Ｉ

再

Ｊ

１

【

ノ

Ｉ

ワ

●

１

房

，

●

‐

甲

Ｉ

［

Ｊ

１

【

ｊ

Ｊ

［

ノ

ー

ハ

×

い

い

八

Ｕ

い

（

リ

ハ

パ

Ｕ

ハ

パ

リ

へ

ｘ

Ｕ

ｏ

（

い

へ

ｘ

Ｕ

ｏ

ハ

〉

Ｑ

○

命

ｕ

ヅ

ハ

叩

唖

八

ｕ

Ｊ

ｎ

ｕ

Ｊ

~~

~

~~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~

抑

０

一
ひ０

ｍ

１ IⅡ ｜

Ⅲ

I

Ⅲ

７

６

ｌ

９

２

３

０

７

９

７

７

１

９

９

３

１

２

２

ｌ

８

１

１

ｉ

２

５

５

６
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（

５

〈

５

〈

芯

８

８

Ｒ

〉

８

へ

５

８

９

１
１
１
‐
ｌ
上
司
’
八
・
Ｉ
几
・
’
１
、
’
１
１
１
Ａ
守
Ｉ
上
１
１
１
９
１
１
可
１
１
弓
ｊ
［
／
１
１
１
１
『
１
１
１
１
人
も
Ｉ
工
寸
’
八
『
ｌ
Ｌ
１
Ｉ
Ｌ
可
１
１
も
１
１
１
１
Ｊ
「
１
１
勺
１
１
召
１
１

－

一

一

一

一

一

一

一

《

ノ

〃

』

【

ｒ

Ｉ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

－

１

１

~~

Ⅲ

Ⅲ' | 『

1

〃

Ⅲ' ｜

Ⅲ

I

Ⅲ

I

Ⅲ｜

Ⅲ

lⅡ

Ⅲ｜

Ⅱ1

ml

IⅡ

jj

〃

Ⅲ’ Ⅲ

1

〃

１１

－
１

Ｔ

ｌ

〃

″

″

Ⅳ

ⅡI

I

Ⅲ

I

Ⅲ

ⅡI ’

I

lll l

ノノ

I

、

、

。

一

、

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

１

Ｉ

Ⅲ

〃

Ⅲl

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ｜

Ⅲ

１

Ⅲ

〃

1

八

。

’

咄

Ｆ

Ｄ

７

７

７

Ⅲ’″

Ｉ

Ⅲ ’ ’ Ⅱ

包含層出土掲載石器等一覧 表Ⅱ1-15-(1)

１
Ｊ

九
津
Ｉ

汗
別
佃 繩 りり 脳

rJ珂fl '! |1X
羊I 1 J 1
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．

１

ａ

ｈ

ｂ

ｈ

．
‐
地
Ｓ
Ｏ
Ｓ

イ

Ⅸ
刷
伽
諏
詣
訓
弼
測
例
弼
駒
暁
刷
帥
剥
削
剥
側
舵
嚇
帥
別
㈹
川
祁
卯
読
師
祁
祁
別

Ｉ

’’

’

’

’

’’

’

１
Ｏ
Ｐ
風
Ｓ
Ｖ
刑
Ｑ
Ｏ
Ｓ
Ｘ
Ｘ
Ｑ
Ｒ
Ｓ
Ｑ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｚ
Ｔ
Ｓ
Ｗ
Ｑ
Ｗ
Ｗ
Ｚ
Ｘ
Ｗ

１

雛

ル

リ

Ｉ

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

ｊ

ｊ

Ｉ

ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

ｆ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

１

Ｊ

ｌ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

１

Ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

Ｉ

ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

ｊ

Ｊ

ｊ

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

蘓
吸
派

叩

」

Ｉ
ｒ

ｌ

卜

ｒ

１

り

ｌ

ワ

』

３

１

５

６

【

ｊ

８

９

０

１

２

３

４

４

５

６

７

８

９

０

１

‐

２

３

４

５

６

７

８

９

０

足

§

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

戸

ｊ

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

一
汁
肺 IIIMII
,'l'1
11><牌 重 M(9) ｲi 材

Ｆ

Ｄ

８

１

ｌ

？

］

１

１

１

が

Ｕ

抑

ｂ

小

間

ハ

荷

７

３

八

門

パ

ｂ

の

、

７

７

３

口

ろ

一

抄

可
！
『
ｊ
二
Ｊ
［
ｊ
小
ｂ
一
抄
ハ
Ｕ
ｎ
ｎ
８
パ
リ

’
３
声
副
か
ｂ
ハ
ｂ
バ
リ
独
り
Ｆ
砂
戸
ひ
一
砂
一
．
３
－
３
ハ
ｂ
一

り
二
刊
一
か
－
３
Ｆ
リ
ハ
、
ニ
リ
ー

抄
〆
Ｕ
－
Ｄ
－
Ｊ
－
抄
一

砂
↑
‐
り
ハ
ｂ
一
師
戸
抄
戸
、

~~

~

~

~

~

~

~

~

Ｘ
Ｕ
Ｓ
Ｑ
Ｒ
Ｑ
珊
砒
Ｕ
Ｖ
Ｖ
Ｐ
Ｖ
Ｖ
Ｍ
刑
Ｖ
Ｏ
Ｙ
Ｘ
Ｐ
Ｙ
Ｕ
Ｖ
Ｙ
Ｘ
Ｐ
Ｔ
Ｕ
Ｖ

雛７
Ｔ

ｌ
，
｝
、
ｊ
’
４
５
ハ
Ｕ
－
ｊ
ｍ
ｂ
ｑ
ｖ
ハ
Ｕ
１
１
？
》
３
‐
４
－

砂
押
心
〔
ｊ
ｍ
ｎ
９
ハ
Ｕ
制
Ｉ
？
一
心
ｊ
‐
１
－
~
刮
繩
ｈ
岸
ｊ
ハ
る
り
“
く
り

‐

１

１

寸

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

２

，

］

２

２

ク

】

ワ

』

？

’

？

“

一

ゾ

】

ワ

』

ハ

勘

Ⅲ

ⅡI

Ⅲ

Ⅲ

ill

l

IIl

lll

ll］

Ⅲ

Ⅲ

Ill

l

m

I

III

I

撹乱

I

Ⅲ

m

I

IIl

Ⅲ

ⅡI

Ⅲ

Ⅲ

I

I

III

31 イ】 鍼P－62

32 ノノ S－60

33 ノノ U 57

31 〃 0 65

35 〃 （)－61

36 " V 57

37 ’『 I) 63

38 ﾉﾉ P－63

39 ’ノ （） ()‘1

10 〃 0 6 1

．1 1 〃 ′1, (j(）

42 " P 63

，13 〃 R 6(）

‘14 ノ’ ［1 59

45 〃 R-62

,1 (） ノ’ l〕 63

17 ﾉノ P－61

~ 18 '！ Q (il

49 〃 S (j(）

5(） 〃 Q 61

51 ノノ S－6(）

52 ノノ S 59

う3 〃 ←l､ 57

5~~1 〃 I〉 62

55 〃 "I､ 58

5(』 〃 Q－59

57 " l〕 62

58 〃 Q ()2

59 " W 5(i

(j(） ノ’ I〕 (i3

ハ
Ｕ
‐
４
バ
リ
７
９
，
１
７
４
紬
い
る
９
八
ｂ

４
４
ハ
５

２
１
３
９
パ
ｂ
八
ｂ
ハ
ｂ
Ｆ
Ｄ
９
ハ
Ｕ
［
Ｉ
（
抄
岸
ａ
－
Ｄ
－
リ
【
』
抑
ｈ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

ｌ

ｌ

Ｏ

１

０

２

０

０

０

０

０

１

０

１

１

１

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

０

０

０

０

ｈ

淀

ｈ

１

Ｓ
ｑ
Ｓ
＃

１

１

１

１

１

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｉ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

１

１

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

６

７

戸

り

ハ

ろ

心

Ｊ

［

ｉ

９

７

１

い
り
〔
ｊ

小

。

戸

り

り

』

、

ひ

言

〃

戸

ｊ

Ｏ

ハ

リ

０

１

０

杣

ハ

ｂ

７

７

，

１

釦

ｂ

ｌ

９

３

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

０

ハ

リ

０

〉

八

０

１

ハ

Ｕ

ハ

リ

《

０

，

１

，

１

‐

１

１

『

１

１

利

ｌ

ク

］

利

１

ワ

ー

２

？

》

、

１

２

２

‐

１

ワ

』

ハ

ｊ

ハ

’

３

ワ
］
『
１

Ⅱ

Ｖ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

１

１

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

１

１

ハ

Ｕ

ハ

苗

、

凸

５

‐

１

２

９

７

６

１

３

２

－

、

ひ

（

い

八

Ｕ

３

９

６

Ｆ

９

９

ハ

Ｕ

ｎ

Ｕ

Ｆ

リ

２

戸

Ｄ

戸

Ｕ

５

ｆ

斗

【

ｊ

９

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

１

１

１

１

２

６

０

１

１

１

１

３

２

１

３

３

１

３

０

１

０

１

１

１

２

０

１

１

２

０

Sh・

Che

Sh．

〃

〃

〃

Ob~

Sh．

〃

〃

jj

〃

″

″

″

″

Ob
ハ1

s、

〃

″

〃

」

ａ

ｌ

恥

遮

劃

〃

〃

〃

″

F『

〃

ａ
ｈ
地
ＳChe

Sh．

〃

〃

Aga
Sh．

Ｊ
１
ｎ
Ｕ
囎
皿
眠
り
鵬
皿
ｆ

１
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
，

ｊ

ｂ

ｈ

，

Ｏ

Ｓ

〃

１

Ｊ

Ｌ

け

ｊ

Ｊ

Ｊ

、

ノ

Ｊ

く

Sh

〃

″

″

″
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第3章繩文時代の遺跡

表Ⅲ 15－(2)
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rｶ ﾘ

：

１

９

８

６

９

９

１

９

７

６

３

０

６

６

１

１

１

１

８

１

０

１

７

１

１

’

１

１

６

５

１

３

７

４

８

２

４

３

７

９

６

９

９

９

３

３

７

１

３

１

１

０

１

７

６

⑰

３

６

小
毛
罰
毛
毛
毛
器
毛
詣
毛
毛
調
訓
弔
電
イ
調
詣
耕
老
舗
調
毛
一
司
調
調
調
弔
詣
毛
謁
毛
毛
毛
詣
毛
毛
毛
毛
毛
宅
宅
毛
弔
詞
毛
毛
毛
詔
訓
訓
調
調
調
弱
罰
聿
聿

仰

Ｏ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｔ

Ｖ

Ｑ

Ｕ

Ｘ

Ｘ

Ｐ

Ｒ

Ｗ

Ｗ

Ｏ

Ｔ

Ｑ

Ｔ

Ｔ

Ｑ

Ｒ

Ｒ

Ｗ

Ｓ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｏ

Ｖ

Ｘ

Ｑ

Ｒ

Ｗ

Ｐ

Ｕ

Ｑ

Ｚ

Ｐ

Ｖ

Ｓ

Ｖ

Ｖ

Ｕ

Ｖ

Ｐ

Ｐ

Ｖ

Ｓ

Ｏ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｒ

Ｕ

Ｙ

ｘ

Ｆ

ｏ

や
１
０

１

石

石

石

ィ

石

鋸

錘

勝

刀

棒

品

品

品

品

品

品

偶

＃

台

そ

製

製

製

き

み

ｊ

Ｊ

Ｊ

形

Ｊ

ｊ

Ｊ

Ｊ

″

″

″

″

″

″

川

ノ

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

〃

″

・

″

〃

″

Ｊ

Ｊ

１

回

川

Ｊ

ｊ

Ｊ

Ｊ

飾

石

製

畑

〃

〃

〃

製

士

〃

た

ま

Ⅲ

孔

鯏

型

極

た

く

す

１

石

石

和

一

一

一

上

鐸

ｆ

世

石

石

飛

有

ｔ

円

号

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

恭
訓
訓
訓
訓
訓
別
副
創
迦
訓
創
皿
剛
訓
迦
浬
配
塑
理
理
配
魂
塑
理
浬
泌
酩
瀦
羽
謝
郵
羽
粥
澱
粥
別
別
別
別
別
劉
剛
別
型
別
濁
濁
溺
鴻
溺
郡
溺
窃
溺
溺
郡
沁

械剛』
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And・

Sa．

〃

〃

Mud

〃

And

Mud

And

111 950.0

1 249．5

1 313．4

Ⅲ 110．0

111 529.8

111 442.4

1 549．4

Ⅲ 174.7

111 517．4

m 690.0

Ⅲ 525.4

111 1,110.0

Ⅲ 1,100.0

111 457.0

111 750.0

1Ⅱ 397,6

1Ⅱ 660.0

1Ⅱ 301.4

1 432．2

111 541 ．8

111 880.0

Ⅲ 531.0

111 241，7

111 940.0

1 940．0

1Ⅱ 561.0

111 255.9

Ⅲ 341 ，8

1Ⅱ 300.8

111 420．6

111－

Ⅲ

111 65．4

1 76． 1

Ⅲ 188.0

撹乱 79．1

1 57．9

ⅡI 69．9

Ⅱ1 193．4

111 1 ．7

111 3．7

111 2．9

1Ⅱ 2．6

Ⅲ 0．9

111 24．3

111 34．5

111 2，6

Ⅲ 296.9

1 7．7

1 4． 1

1Ⅱ 6，7

1 8．6

111 9．2

111 7．4

Ⅲ 41．4

1Ⅱ 107.8

111 38．2

¥‘
〃

〃

〃

〃

〃

Aga.

Sh、

Aga.

Sh．

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

’

２

４

４

６

５

６

６

１

１

６

６

０

１

０

２

６

０

１

８

４

０

０

９

９

１

４

１

２

１

１

２

３

３

５

４

３

１

０

０

０

１

３

０

１

６

２

４

１

９

２

６

６

４

８

６

７

６

６

６

６

５

５

５

５

６

６

５

５

６

６

６

６

５

６

６

５

６

６

６

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

５

６

５

６

５

６

５

５

５

５

５

５

~~

~
~
~
~

~

~~

~
~
~
~

~

~~

~
~
~
~

~~

~

~

~

~

~~

Ｒ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｗ

Ｙ

Ｘ

Ｕ

Ｐ

Ｏ

Ｘ

Ｘ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｖ

Ｓ

Ｓ

Ｕ

Ｏ

Ｕ

Ｑ

Ｓ

Ｖ

Ｑ

Ｐ

Ｏ

Ｒ

Ｒ

Ｑ

Ｑ

Ｐ

Ｏ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｓ

Ｓ

Ｒ

Ｓ

Ｒ

Ｑ

Ｕ

Ｔ

Ｖ

Ｑ

Ｚ

Ｐ

Ｓ

Ｑ

Ｙ

Ｖ

Ｙ

Ｓ

Ｙ

Ｗ

斧

石

口
。
、

イ

き

〃

』

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

１

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

１

ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

ｊ

Ｊ

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

１

ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

ｊ

Ｊ

ノ

ノ

Ｊ

１

Ｊ

ｊ

ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

ｊ

Ｊ

Ｊ

ノ

ノ

ノ

ク

Ｊ

Ｊ

Ｊ

１

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ
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図版1

l G地区遠景

2 G地区調査状況 355



図版2
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図版3
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図版4
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図版5
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図版6
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図版7
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図版8
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図版9
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図版10
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図版11
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図版12
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図版13
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図版14
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図版15
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図版16
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図版17
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図版18
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図版19
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図版20
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図版21
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図版22
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図版23
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図版24
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図版25
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図版29
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図版30
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図版31
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図版33
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図版34
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図版35
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図版39
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